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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























口絵・本文イラスト　風瑛なづき








　目次





第一章

第二章

第三章

第四章

第五章





　あとがき














　第一章




「えへへへ……」

　軽かる野の健たけ流るが食堂にやってきたとき、名な波ば斗と・Ｎ・レオンはプリントアウトされた用紙を片手ににやにやしていた。健流が思わず「気持ち悪いやつだな……」と呟つぶやいたのも無理のないこと。

　彼は朝食のトレーを持ったまま、行き交かう生徒たちを避よけつつレオンの真向かいに着席した。国立新しん武ぶ高校は全ぜん寮りよう制せいで巨きよ大だいな食堂が附ふ設せつされている。そのため今の時間帯はごった返していた。

「うへへへ……」

　レオンはまだ笑っている。健流は無視して食事をはじめようとしたが、気になったので手に持った箸はしを下ろした。

「なんだよさっきから」

「あ、健流」

　レオンはプリント用紙から顔を上げた。表情はにやついたまま。

「おはよう。早いわね」

「早いか？」

　彼は腕うで時計を確かく認にんした。いつもの食事時間より若じやつ干かん遅おそい。

「普ふ通つうだよ」

「なによ。あたしがおはようって言ったんだから、おはようって返しなさいよ」

「おはよう」

「いまさら遅いの」

　台詞せりふの内容とは裏腹に、レオンはいまだ上じよう機き嫌げんであった。

　彼女は低身長で童顔だが、いわゆる「整った顔立ち」であり、結構な美少女だ。だから笑え顔がおが似合うはずなのだが、今はどちらかというと「にたにた笑い」に近い。相そう好ごうを崩くずしたと言えば聞こえはいいものの、健流は「キモい笑顔」だと思っていた。

「ねえねえ健流」

　レオンはご飯に箸をつけようとした健流に声をかけた。

「ん？」

「これ見て、見て」

　目の前に、プリント用紙を突つきつけてくる。彼は顔を上げなかった。








[image: ]








「あとにしてくれ。飯食ってる」

「見なさいよ。ほら、ここ」

　プリント用紙には名前の一覧が記されている。ずらりと並んだ名前の一つを指さしていた。

「いいよ」

「見なさいって」

「昨日見ただろ」

　健流はもう一度箸を下ろした。

「さんざん二人で眺ながめたじゃねえか。まだ持ってたのかよ」

「今日も見るのよ。ほら、ここ！」

　健流は渋しぶ々しぶ、細い指でさされた所を見た。

「……名前が書いてある」

　レオンが身を乗り出す。

「なんて名前？」

「名波斗・Ｎ・レオン」

「順位は？」

「一四一位」

「ほら！」

　彼女は目を輝かがやかせながら立ち上がった。

「百位台よ百位台！　こないだまで最下位だったのに、凄すごいでしょう！」

「そうだな」

「もっと喜びなさいよ」

「昨日ずっと喜んだだろ。お前が」

「喜びが尽つきないのよ！」

　レオンは今にも踊おどり出しそうであり、実際にウィンナーワルツのステップでくるくる回り出した。周囲の生徒たちが、気味悪そうに避けても気にせず回り続けていた。

　彼女は新武高校においては劣れつ等とう生せいであり、しかも成績が最下位であった。低空飛行どころか地面に激げき突とつした状態であり、離り陸りくの気配すらなかった。

　それがこのところ急きゆう上じよう昇しようしており、今や夢にまで見た百位台である。冷静に考えれば頭の上にまだ百人以上いるわけなのだが、成績アップは成績アップだ。レオンが調子に乗るのも当然といえた。

　健流は延々回り続けるレオンを見つめながら言う。

「確かにすげーけどさ」

「そうよ、凄いの。ようやくあたしの偉い大だいさが分かったようね」

「だけどさ、ここにはないけどお前の名前の隣となりに、もう一つ名前があるべきだと思うんだけど」

「そう？」

「そうだよ」

「なんて名？」

　健流はつまらなそうに、プリント用紙を受け取ると、そこにあるべき名前を呼んだ。

「軽野健流」

「あんたの名前そっくり」

「俺だよ！」

　彼はプリント用紙をばさばさ振ふり回した。

「俺のこと！　お前の順位が上がるんだから、俺も一いつ緒しよに上昇してるはずなんだ」

「じゃあ一緒に喜べば？」

「喜んだよ。三日前に。それにこれは俺のおかげ。俺がいるから、お前はここまで順位が上がったの！」

「そうだっけ？」

「そうだよ！」

　健流は直前までのやりとりを繰くり返した。

　新武高校は「戦うための高校」である。と言っても、学外に繰り出して暴力行こう為いをおこなうモラルがロウな学校ではない。

　実はここの生徒、ほとんど全すべてが「歴史上の武人」の生まれ変わりである。どうして現実世界に出現したのかは謎なぞだが、いきなり世界統一とか企たくらまれては大変困るため、ここに片かたっ端ぱしから編入させている。そしてストレス発散を兼かねて、学内で対たい抗こう戦をおこなわせていた。

　対戦は軍勢召喚フオースコールによってミニチュアの軍隊を呼び出し、おこなわせる。それには、転生者リバーサーの他ほかに、参謀スタツフが必要なのであった。

　健流はその参謀スタツフなのだ。そして彼とコンビを組むレオンは、ナポレオンの転生者リバーサーなのである。

　参謀スタツフの名はリストには載のらない。だが転生者リバーサーの成績上昇にかかわっているのは紛まぎれもない事実だ。

　健流はフランス皇こう帝ていの生まれ変わりをじろっと睨にらんだ。

「順位上がって喜んでんのはいいけど、すぐにつぎの対戦がはじまるぞ」

「また勝つわよ。あたしが」

「俺がいなきゃ負けるだろうが。何度やってもアホみたいに正面から突とつ撃げきしやがって。毎回こっちがアドバイスしてんだぞ。少しは学習しろ」

「あたしが肉体労働。あんたが頭脳労働。ワークシェアね」

「もうちょっと俺に楽させろよ。ナポレオンは戦場で抜ばつ群ぐんの頭の切れを見せたんだぞ。なんでお前は暴れるだけなんだよ」

「部下をこき使うのは指揮官の特権でしょうが」

「こっちは忙いそがしいんだよ」

　その言葉に、レオンはぴたりと踊るのを止やめる。むすっとした表情で、椅い子すに座った。

「別に忙しくないでしょう」

「忙しい」

「そのお味み噌そ汁しる食べるより忙しいの？」

「なんで朝飯が関係あるんだよ。忙しいもんは忙しいんだ」

「お味噌汁とどっちが？」

「だから味噌汁関係ないだろ！」

　あえて声を荒あらげた健流だったが、レオンは表情を変えなかった。まだ不機嫌そうにしながら、喋しやべり続ける。

「じゃああたしとどっちが忙しいのよ」

「意味分からん。お前となにが忙しいんだ」

「……あいつに決まってるでしょ！　多た久く美み！　それと二に瀬せ！　あたしのスタッフやるのが忙しいなんて、あいつらの相手してるからに決まってるじゃない！」

　健流は黙だまった。彼女の台詞に理り不ふ尽じんさを感じるものの、内容は事実だからだ。別のことに忙しくて構っていられないのである。身体からだは二つないのだから、どうしたって彼女の相手をする時間が減る。

「まあ……彼女たちのスタッフでもあるから」

「あたし専属になんなさいよ」

「そうもいかねえ」

「簡単じゃない。あいつらの前に言って、別れるって言う。終わり」

「そんな簡単にいくか。俺たちは賭かけに負けた。あと約束もある。おかげで俺は三人分のスタッフ務めなきゃなんねえんだ」

「負けたのはあんたでしょ」

「俺たちだよ！　複数形！」

「負けたのなんか全部反ほ古ごよ。裁判に持ち込めば勝てるわ」

「受理されるわけないだろう」

　対戦の結果は厳正であり、よほどの不正が発覚しない限りくつがえったりはしない。その不正というのも、相手をトリックにかけたなどのレベルでは「駆かけ引ひきの一いつ環かん」として認められてしまうのだ。それこそ学外から重火器を持ち込むくらいでないと不正扱あつかいはされない。

　健流はなにも聞こえませんとばかりにご飯をかきこんだ。

「百位台に上昇したんだからそれでいいだろ」

「あんたが専属になればトップを狙ねらえるのよ。一位よ！　あんただって一番狙ってるでしょうが」

　彼の箸はしがぴたりと止まる。

「……まあ、そりゃそうだけど」

　健流の新武高校での目標は、「一番になること」なのである。今までどの学校でも二番止まりでトップになれなかった彼の、唯ゆい一いつの願いなのだ。

　レオンが身を乗り出し、顔を近づけてくる。

「だから、あたしだけのスタッフになればいいわけ。分かる？　この欧おう州しゆうを制せい覇はした美少女の懐ふところ刀がたなになんのよ」

「美少女……」

「そこは突つっ込まない！」

　レオンはやや顔を赤くして言う。

「あんたとあたしがいれば新武高校どころかロシア全土の制圧だって夢じゃないのよ」

「世界一広い国だろあそこ」

「チンギスハーンにできたんだからあたしにもできんの！　だいたい、今まで色んなリバーサーを倒たおしてきたじゃない」

「まあなあ」

　健流は食事を中断した。指を折りながら数える。

「まず杜と預よのリバーサーだろ。次に吉きつ川かわ元もと春はるのリバーサー。あとド・ラ・ヴァレット、北きた畠ばたけ顕あき家いえ、アンブロジオ・スピノラ、ヨハン・ランツァウ、ナルセス……」

「ナルセスはきつかったわね」

　レオンがげっそりとした顔つきで言った。健流もそこには「まったくだ」と同意。

「さすがビザンチンの名将だ。絶対負けると思った」

「引き分けが続いたものだから再試合ばかり。あいつとんだ負けず嫌ぎらいよ」

「勝ったおかげで順位をごぼう抜ぬきできたんだ。もう当分会わないでいい」

「次当たったら大変よ。そんときはまた頼たのむわ」

「他に手伝わなきゃならないのがいるから」

　しまったと思って健流は口を押さえるが、レオンはしっかり聞いていた。

「ちょっと、聞き捨てならないわよ。だから他の女のスタッフを続けるのはやめなさい。元々あたしがあんたに唾つばつけたんだから」

「分かった、分かった」

　健流は面めん倒どうくさくなって答えた。

「すぐには無理だけど、なるべくお前のために時間を割さくから。それでいいだろ」

「なるべくじゃなくて、確実によ」

「分かったよ」

　最後の言葉を言い終わる直前、別方向から台詞せりふが飛んできた。

「困りますわね。勝手にそんな約束をされてしまっては」

　声の主ぬしはすらりと背が高く、胸を強調するように腕うでを組んでいた。顔つきはどことなく高こう慢まんなイメージがあるが、健流に向ける視線はそれほど厳きびしくはない。

「健流さんはわたくしの大事なスタッフです。わたくしのために尽くしていただくのは当然のことですわ」

　彼女は董とう多久美という。名前から想像がつくように、董卓たくの転生者リバーサーである。

　多久美は「ほほほ」と笑った。

「この校内ランク上位十じつ傑けつのわたくしと共に戦えば、レオンよりもよっぽど早くトップになれるというものです。毎日、いえ、毎朝毎晩をわたくしと共にしていただければ、それはもうトップになる以上に素す晴ばらしいできごとが次から次へと」

　うっとりとした視線を健流に投げかけていた。それは明らかに色気を含ふくんでいる。

「長ちよう安あんでの酒しゆ池ち肉にく林りんもかくやという楽しみが待っていますのよ。もちろんわたくしと共にトップに立つことが条件ですが、健流さんほどの能力があれば容易も容易、献けん帝ていを保護するよりも楽と申しても過言ではなく」

「……多久美」

　レオンが苦虫を噛かみ潰つぶした声で言った。

「なにわけの分かんないこと口走ってんのよ。健流はあたしのスタッフなの！」

「わたくしのスタッフですわ」

「あたしの！」

「わたくしのです！」

「あたしのだっての！」

　レオンは立ち上がった。彼女は学内でも一番か二番の低身長だ。多久美を見上げる恰かつ好こうになった。

「いくら元が董卓だからって、他人のスタッフを勝手に盗とらないでもらえる!?」

「三国志の徐じよ庶しよは、偽にせの手紙に騙だまされて劉りゆう備び陣じん営えいから曹そう操そう陣営に鞍くら替がえしました。それに比べればずっと紳しん士し的です。淑しゆく女じよ的と言い換かえましょうか」

「あの逸いつ話わは演義ベースでしょうが！」

　レオンは両腕を振ふり回す。

「とにかく駄だ目め、駄目ったら駄目！　健流はあたしのスタッフなの！」

「わたくしのです！」

　多久美は動じない。彼女も声を張り上げつつあった。

「実際に、先週の対戦で健流さんはわたくしの元についてもらいましたが、完勝でした。どこの世界にこのような逸いつ材ざいを手放す武人がいるのです？」

「あたしはジョミニを手放したわよ！」

「ご自分の失敗ではないですか！」

　マニアックな応おう酬しゆうに、聞いている健流が目を白黒させていた。他の生徒たちも、なんだなんだと近寄ってくる。

　言い争っている二人はまるで意に介かいしていない。

「これからずっと、健流さんはわたくしのスタッフとして働いてもらいます」

「一回使ったんだからいいじゃない！」

「わたくしが対戦の順番を譲ゆずってあげたのをもう忘れたのですか!?　その分は貸しとなっています」

「何度返させる気よ。この高利貸し！」

「ベニスの商人はわたくしではなく、欧州人のあなた方の専売特許です！」

「健流はあたしの！」

「わたくしの！」

　野次馬はどんどん増えているが、どちらも譲ゆずるつもりがなかった。

　学内での順位を上げるには転生者リバーサーの能力もさることながら、参謀スタツフの力量にも大いに左右される。転生者リバーサーは軍勢召喚フオースコールで呼び出した軍の維い持じに多大な精神力を使うため、それ以外のことを参謀スタツフに任せるのである。しかも転生者リバーサーの能力自体も、参謀スタツフがいれば上じよう昇しようすることが多い。

　なので、有能な参謀スタツフと組むかどうかは死活問題なのだ。そして健流は数少ない「当たり」なのである。

　レオンは多久美を睨にらみつけた。

「健流は渡わたさないから、渡さないから」

「わたくしこそ渡しません。来月から対戦のルールに変へん更こうがあるとの噂うわさもあります。なおさら手放すわけにはいきません」

「子こ猫ねこじゃあるまいし簡単に諦あきらめることができると思う!?」

「わたくしが大事に育てて差し上げますわ」

　俺は猫かと健流は呟つぶやく。自分を置き去りにして、話がどんどん進んでいる気がしていた。

　ぱっとレオンがこっちを向いた。

「健流！」

「え、なに」

　突とつ然ぜんのことだったので、彼は気の抜けた返事をしてしまった。

「あんたはどうすんのよ」

「そうだな、ルールが変わるんならなんとかして早く情報を手に入れて対策を練らないと」

「馬ば鹿か、そっちじゃなくて、あたしと多久美のどっちをとるかってことよ」

「そうだな……」

「あたしって言わないとギロチンよ。王党派もびっくりの死に方をするハメになるわ」

　健流は口をつぐむ。レオンの目は本気だ。かといって多久美を拒きよ絶ぜつすると、今度は車くるま裂ざきの刑けいになりそうだ。多久美は物ぶつ騒そうなことを口にしないタイプだが、かといってしないとは限らない。

　つい先ほどまで朝食を食べながら順位の話をしていたはずなのに、いつの間にやらギロチン話である。彼は世の不条理に頭がくらくらしてきた。

　助け船らしきものは、思わぬ方角から来た。

「どっちのスタッフとも言えないよなあ」

　綺き麗れいに澄すんだ女性の声。そこには高校生特有の幼さはなく、むしろ変に世慣れた人間の喋しやべり方に近い。姿を見なくても美人と分かりそうな声こわ音ねだが、どうにも皮肉っぽかった。

　二瀬・フリーダ・凍とう紀きが、健流の真後ろに立っていた。

「学校預かりにでもしたほうがいいんじゃないのか」

　凍紀は笑っていた。ただ満面の笑えみではなく、にやにやしている。

「学校のみの所有にして貸し出し制にでもすればいい。軽野を狙ねらっているリバーサーは他ほかにもいる。そうすれば文句は出ない」

　彼女は健流の横に座る。

「公平こそが国家をまとめるこつだ。学校のような集団でもそれは変わらない。よかったな軽野。共産主義ばりの所有権だぞ」

「……二瀬！」

　そう言ったのはレオン。

「どうしたレオン。私の公平な判断が不満か？」

「なにが公平よ！　どうせ規則を操作して、あんたが健流を独どく占せんするに決まってんでしょうが！」

「とんだ言いがかりだ。私が規則を操作したところで、証しよう拠こを残すと思うか？」

「やっぱりやるつもりなんじゃない！」

　レオンはわめいた。

　凍紀はプロイセン王フリードリヒ二世の転生者リバーサーである。ナポレオンはフリードリヒ二世のことを大変尊敬していたそうだが、ここでは水と油よりわずかにましな程度の関係だ。

「横から口を出さないでもらえる!?」

　凍紀は聞こえないふりをして、健流のトレーに手を伸のばした。フライドポテトを一本つまむ。

「おい二瀬、それ俺の」

「硬かたいこと言うな。フリードリヒ大王はジャガイモの栽さい培ばいにも力を注いだんだ」

「自分の分をもってこいよ」

「私はもう食事を終えた」

「じゃあなんで食堂にいんだよ」

「どこかにからかう相手がいないかと探していたら、君たちがいた」

「俺たちは二瀬のおもちゃか？」

「そんな立派なものじゃない」

　凍紀は見かけがよくて頭もいいのだが、性格だけは悪かった。自分以外を全すべてからかう癖くせがあるのだ。そのため参謀スタツフになろうという人間がいない。唯ゆい一いつ、ある事情により健流が参謀スタツフの位置に就ついた。

「おもちゃならオークションでそこそこの値がつくものだが、君らはそうではないだろう」

「皮肉言いたいなら帰ってよ」

　レオンがむすっとしながら言う。凍紀はちらりとそちらを見た。

「今の言葉で帰る気がなくなった」

「校内順位トップスリーになると、性格も悪くなんのね」

「私以上に優やさしくて世界中に愛を注いでいる女がいると思うか？」

「愛を注ぎすぎてあんたの中味は空からっぽになったのよ！」

「なかなかうまい返しだ」

　凍紀は椅い子すに座り直した。深く腰こしかけている。

「君らが作戦会議でもしてるかと思ってなあ」

「ただの朝飯だよ」

　健流が返事して、改めて食事に箸はしをつけた。これまでのやりとりによって、ご飯も味み噌そ汁しるもすっかり冷めてしまった。

「早く食わないと遅ち刻こくしちまう」

「遅刻はよくないな。ただでさえ成績が悪い君たちが目も当てられなくなる」

「成績が悪いのは健流よ。一いつ緒しよにしないで」

「お前のがひどいだろ！」

　健流は横から口を出したレオンに叫さけぶ。レオンは対戦成績だけではなく、座学もできが悪かった。対戦は健流のおかげで上昇傾けい向こうだが、座学は教えられないので低いまま。ナポレオンも士官学校の成績がそれほどよくなかったそうだが、それにしたってもう少し取とり柄えがないものかと思う。

「それで、本当の目的はなんなのです？」

　多久美が話を元に戻もどした。

「ほう。董は物事が冷静に見えるクチか」

「あなたとの付き合いはそこそこ長いつもりです」

「これからでいいから、ぜひ短くしてもらいたい……ま、作戦会議をしてると思ったのは本当だ」

　凍紀の声に少しだけ真ま面じ目めなものが混じる。

「ルールが変更されるのは知ってるだろう」

「ええ」

　と多久美。

「どのようなものかは知りませんが」

「知っての通り、この学校では成績が上がれば上がるほどなにかと便利になる。もっとも私はあまり便利さを甘受したことはない。例えば生徒会に入るとか。だが、連中も私も、互たがいに嫌きらっているから接せつ触しよくはない。それでも情報というのはどこからか入ってくるようになる」

「二瀬さんは生徒会が持ってる、あのタワーにもノーチェックで入れますものね」

「私は馬鹿でも煙けむりでもないからあんなところに行きたくはない。ただ、情報の出どこはあそこ。つまり生徒会だ」

　凍紀は重々しく言った。

　新武高校生徒会は敷しき地ち内に巨きよ大だいなタワーを所有している。「ワーテルロー・タワー」といって、文字通り学校全体を睥へい睨げいするように建っていた。ここに入れるのは生徒会役員か対戦成績上位五番以内のみ。生徒会役員はここで強大な特権を授受していた。

　学校側が生徒をあまり管理しないこともあり、生徒会は規則のかなり深いところまで介かい入にゆうできる。その中には対戦のルール改定も含ふくまれていた。今回の新ルールも、生徒会が策定したとの噂が根強かった。

「今度のルール改定で、リバーサーは順位に応じた褒ほう美びをもらえることになるんだそうだ」

「それはどういうことですの。食後のデザートが豪ごう華かになるのですか」

「そんな楽しいものじゃない。面積が変わるんだそうだ」

　多久美だけではなく、レオンも健流も首を捻ひねった。

「面積？」

「居住面積だ。今、女子寮りようの工事をしているだろう」

「ええ。なかなか終わらないので困っています。二つの寮をつなげる渡り廊ろう下かをつけるのですよね？」

「もっと大がかりだ。女子の寮二つをくっつけ、さらに拡張する。だから一人あたりの居住スペースも拡大する」

「やったあ！」

　無む邪じや気きに喜ぶレオン。部屋が広くなって悲しむ人間はいない。鼻歌をうたいだしそうだった。

　ただ、健流は嫌いやな予感がしていた。

「面積が変わるって言ったよな。それと対戦成績が関係してるんじゃないのか？」

「さすが軽野だ。騎き兵へいを突とつ撃げきさせたミュラほどそそっかしくない」

　妙みような褒ほめ方をすると、彼女は喋り続けた。

「つまり成績によって、居住スペースが増減するんだ。各部屋には隣りん室しつへの扉とびらがついていて、勝てば勝つほど広くなる。負ければどんどん追い出されていく」

「とすると、校内成績が最下位になったら」

「横になって寝ねられれば幸運だろうな」

「わー!!」

　思わず健流は大声を上げた。

「ＮＫＶＤに逮たい捕ほされて収容所に入れられた囚しゆう人じんみたいになる！」

「マニアックな男だな。ソルジェニーツィンのファンか」

「つい驚おどろいたけど、男の俺まで影えい響きよう受けるんじゃないだろうな」

「もちろん受ける。男子の河かわ越ごえ寮は取り壊こわすんだそうだ」

「うわー!!」

　彼は頭を抱かかえたくなった。どんなに校内で揉もめ事ごとがあっても、寮に帰れば一息つけるのが心の支えになっていたのだ。参謀スタツフには男子が多く、冷静な人間がほとんどなせいか、河越寮が静かなのも助かっていた。なのに女子、それもレオンと一緒となると、騒さわがしくなるに決まっている。

「付け加えると、教室のスペースも影響を受けるからな。勝者はふかふかのソファを持ち込むことが認められて、敗者は新聞紙の上に座る」

「ぎゃー。教室も狭くなって、その上レオンと同じ寮か」

「なにがぎゃーよ。あんたあたしと同じ寮になんのがそんなに嫌？」

　レオンが犬歯を剥むき出しにして健流を睨にらんだ。

「リバーサーとスタッフが同じ屋根の下で暮らすのは当然よ！」

「お前うるさそうだし。夜中に奇き声せいを上げそうだし」

「きー！　上げないわよ！」

　奇声を上げながら、レオンは騒ぎ続けた。

「いくらなんでも、いきなり畳たたみ一畳じよう分のスペースに押し込められたりはしないわよ」

「分からないぞ」

「分かるわよ！　あたしたちは百位台の実力があるんだから」

「……そういえばそうだった」

　健流は直前までのやりとりを思い出して、ほっと胸を撫なで下ろした。

「最近順調にいってるんで逆に疑わしくなってた」

「あんた、自分のおかげでここまで来たって言ってたじゃない」

「まあな。このままいけば、日当たりの悪い部屋でナメクジみたいに生活しなくてもすむか……」

「妙に悲観的ね」

「親おや父じが愛人作りまくっていたせいで、その親しん戚せきのヤクザとかに追い回されて大変だったんだ。毎日地下室で暮らしていたときは宗教に走りそうになったぜ」

　健流は怖おぞ気けをふるった。彼が新武高校へ転校した背景には、父親から離はなれたかったという理由も多分にある。

「勝ち続ければいいんだけど……ちっとばっか自信がな」

「弱気は止やめなさいよ」

「俺はいいんだがお前が」

「殴なぐるわよ？　なんだったらルール変へん更こうしてもらう？」

　恐おそらくレオンは冗じよう談だんのつもりだったのだろうが、健流は「それだ！」と叫んだ。

「ルールがまずかったら変更してもらえばいい。さすがナポレオンは陰いん湿しつだ」

「フランス人と歴史ファンに謝んなさいよ」

「ちょっと行ってくるから待っててくれ」

　言い残して席を立つ。食堂は教職員用も兼かねているので、それほど離れていないところに、担任がいるはずだった。

　思った通り、担任の頼らいさつきは窓まど際ぎわの席で番茶をすすっていた。

「先生！　お話があります」

「なんだ。教師の食事を邪じや魔まするのがそんなに楽しいか」

「とても楽しいですが、変更ルールのことで」

　さつきは湯飲みから口を離すと、厳しい視線を放つ。

「職員室と食堂が禁きん煙えん化されたから、こっちは機き嫌げんが悪いぞ」

　健流は真横に立った。

「対戦で負けたら生活空間が減るってのは残ざん酷こくだと思うんですよ」

「領土が減るようなもんだ。リアルだろ」

「なにがリアルですか。もっとセーフティーネットが必要です」

「領土紛ふん争そうなんてゼロサムゲームだぞ。そんなのあるか」

「あのですね」

　健流は声を潜ひそめる。

「俺は複数のリバーサーのスタッフを務めてますよね」

「ハーレムだと思えば天国だな」

「あんな扱あつかいづらい連中はハーレムじゃありません。これって一つにまとまらないですか」

　いかにも胡う散さん臭くさそうに、さつきが聞き返す。

「なんだそりゃ」

「つまり、全員分の成績を合わせて、平均値でカウントできませんかってことです。俺は全員のスタッフなんですから、成績は平らになってもいいと思うんです」

　彼はなるべく真顔で提案した。担任教師は疑問を口にする。

「そんなことやったら、董や二瀬の成績はどうなるんだ」

「そのあたりの順位は今のままで、生活空間の分だけでいいです」

「ふーん」

　さつきの顔が詐さ欺ぎ師し発見みたいに変化した。

「あれか、レオンの成績は悪いけど領土は削けずられたくない。せめて平均すればなんとかなるだろうと」

「裏の事情はいいじゃないですか」

「裏も表もあるか」

「あくまで不公平是ぜ正せいです。俺は一つしかない身体からだで、三人のスタッフをやっているんですから」

　これは本当である。単純に考えても手間は三倍になるし、準備時間も考えれば負担はさらに膨ふくらんでいた。

「なのに生活空間まで減っちゃ話になりません」

「本ほん音ねが出たな」

「それに、生活水準が悪くなるのは、レオンも嫌いやでしょうし」

「変なとこで優やさしいね、お前は」

　さつきは再び湯飲みに口をつけつつ、じろじろと眺ながめた。

「まあ……そこまで言うんなら、提案してみるよ。あと生徒会な。あそこは下手すると教師より権力あるから」

「お願いします」

　健流は頭を下げ、自分の席に戻もどった。

　レオンたちはまだそこにいた。食事はすでに終わっており、健流の分だけがすっかり冷めていた。

「で、どうだったの」

「普ふ通つうに話をしてきたよ」

　質問したレオンに、健流ははぐらかす。内容を喋しやべったら怒おこり出すような気がしていた。

「なんの問題もなかった。友好的に話はすんだ」

「いちいち気になるわね」

　健流は食器をカチャカチャいわせた。

「つまりだ、お前の言うとおり、勝ち続けりゃいいってことを言ってきたんだよ」

「そうだけど、なによいきなり。勝ちより負けを考えるなんてフランス皇こう帝ていらしくないのよ。あたしは負けないの」

「負けてもいいようにしたけどな」

　健流とレオンは互たがいに言い聞かせ、それぞれ納なつ得とくしていた。凍紀はそのやりとりを見ながら、薄うす笑わらい。

「そう簡単にはいかないだろう」

　レオンがきっとなって、凍紀に顔を向ける。

「なんであんたケチつけんのよ。やきもち？」

「残念だが、生まれてこの方やきもちを妬やいたことがない。妬いてみたいとは思っている」

「健流以外にしなさいね」

「ほう」

　凍紀のにやにやが大きくなった。皮肉っぽく、全すべてを見み透すかしたような意地の悪い表情。

　レオンの顔面がさっと赤くなる。

「なによ！」

「なにも言ってないが」

「言いそうになった！」

「言って欲しいのか？」

「く……あ、あんたなんかにあたしたちのことで文句言われたくないだけよ！」

「だからなにも言ってない」

「う……」

　凍紀は、レオンの恥はずかしさと怒いかりをまぜこぜにした表情を楽しげに眺めつつ、話を続ける。

「で、だ。簡単にいかないというのは、理由がちゃんとある。やきもち以外の」

　レオンは口をへの字にしていた。

「だからなによ」

「次の対戦で君たちが当たる相手だ」

「あー、あれ。なんか内ない緒しよとか言って頼先生が教えてくれなかったのよ。男に振ふられるたびに生徒に辛つらく当たるのどうにかなんないかしら」

「だから私が聞いてきた」

　これに反応したのは健流。

「二瀬が、俺たちのために？」

　凍紀はにこりとする。

「というより、君一人のためだな」

「なんで」

「私は釣つった魚にちゃんと餌えさをやるんだ」

「別に釣られてないぞ」

「そう思っているのは君だけだ。ともかく、次の対戦相手を教えよう。ジョアンとユージェニーだ」

「え！」

　聞いた途と端たんに、レオンが飛び上がった。多久美も驚おどろきの表情を見せており、きょとんとしているのは健流だけ。

「誰だれだそれ」

「あんた知らないの」

　レオンが軽けい蔑べつしたように言った。

「知らない。生徒の名前を全員覚えているわけじゃない」

「だらしないわね」

「お前は俺以上に覚えてねえだろ！」

「そんなあたしがちゃんと覚えている名前なのよ」

「威い張ばるなよ。誰だ」

　レオンはプリント用紙を健流から取り上げると、また指し示した。

「ほら、ここの順位の上のところ」

「爪つめ長すぎるぞ。切れよ」

「うるさいわね！　指じゃなくて名前見なさいよ」

　言われたので、健流は視線を向けた。ジョアン。ユージェニー。この二つが上下に並んでいる。

「カタカナだな」

「そんなことどうだっていいわよ。順位を見なさい順位を」

　もう一度順位表を眺める。ジョアンの順位は四。ユージェニーは五だった。ここではじめて、健流は驚きよう愕がくを漏もらした。

「げ……」

「ほら見なさい」

　レオンがありもしない胸を張る。

「どうよこれ」

「だからお前が威張るな！　上から四位と五位じゃねえか！　次の相手がこいつらかよ」

　彼は再び順位を眺める。四と五。四と五。何度見ても結果は変わらない。印刷ミスにも見えなかった。

「このところ楽だったのに、なんで今になってこんな連中と当たるんだ」

「対戦相手はランダムで選びますから。あり得ます」

　多久美が言う。凍紀はさもおかしそうにしていた。

「いやあ、君らは学校内での騒さわがしさから言えば一、二を争うからなあ。恣し意い的てきな対戦になっても不思議はないなあ」

「ミス冷静があったら優勝間ま違ちがいなしのあたしが騒がしいなんてあり得ないわ」

「図ずう々ずうしさは世界レベルだな」

　レオンは凍紀の嫌いや味みを聞いていなかった。プリント用紙を乱雑に置き、腕うで組ぐみをしている。

「これはまずいわよ健流」

「お前が相手を評価するなんて珍めずらしいな」

「キャラがかぶってんのよ」

「……へー。傲ごう慢まんで騒がしいのか」

「あたしは傲慢でも騒がしくもないわよ！……ま、たまに大声出すことは認めるけど」

「たまにじゃないだろ」

「うるさいわね」

　プリント用紙を見つめていた目線を上げた。

「どっちも背せ丈たけがあたしと同じくらいであたしと同じくらい可愛かわいいのよ。しゃくに障さわる」

「お前は本当に図々しいな」

「黙だまんなさい。しかもこの二人、上位五位以内だから生徒会のアレにも入り放題。おまけにべったり癒ゆ着ちやくしてんのよ」

　彼女はワーテルロー・タワーのことを、絶対に名めい称しようで呼ばない。「生徒会のアレ」とだけ呼んでいた。

「生徒会のアレに入ってるってことは、あいつともねんごろって意味なの。つまりあたしの敵。敵の中の敵よ。許さない！」

　健流は首を傾かしげる。

「あいつ？」

「あたしがあいつって言ったらあいつよ！　幼よう稚ち園えんの頃ころ、いえ、生まれる前からの宿敵！」

　いまいち分からなかったので、助けを求めようと凍紀の方を向く。

　彼女は「一番上」とだけ言った。

　健流はテーブルに散らばったままになっているプリント用紙を拾い、もう一度目を通した。

「校内トップは……アーシェ・ウェルズリーか……。これって」

「それがあいつ！　ウェリントン公こう爵しやくのリバーサー！」

　口にするだけで血圧が上がるのか、あるいは条件反射なのか、レオンは目を血走らせて立ち上がり、真っ赤な口こう腔こうを剥むき出しにして叫さけんだ。

「絶対に倒たおしてやる!!」

　健流は唾つばがかからないよう食事の上に手をやった。

「やっぱり騒がしいじゃねえか」

「闘とう志しが湧わいてきたわ！」

「敵が多いなお前は」

　彼は座るよう手で合図をするが、レオンはどうかするとテーブルに乗りそうな勢いであった。

「もはや容よう赦しやしてる場合じゃないわ！」

「容赦したことなんてあったか？」

「特訓よ特訓！　ジョアンとユージェニーを倒すために全力を注ぐのよ！」

「分かった。じゃあ今日の昼休みから……」

　健流は生徒手帳に時間を書き込もうと、内ポケットに手を伸のばしてから気がついた。

「ジョアンとユージェニー？」

「別に珍しい名前ってわけじゃないでしょう」

「そうじゃない……なんで二人なんだ？」

　彼は伸ばした手を引っ込める。

「普ふ通つう、リバーサーにスタッフのペアだろ。順位表にはスタッフの名は載のらず、リバーサーだけが載る。なのに二人ってことは、二人同時に相手すんのか？　なんかの間違いだろ」

「……あー」

　怪け訝げんな顔をしていたレオンは、はじめて得心したようになった。

「なるほどねー。あんたは混乱するわけだ」

「自分は分かってるような口ぶりだな」

「そりゃ分かってるわよ」

　健流は事情を承知しているレオンに訊きこうとする。だがその前に、肩かたに凍紀の手が置かれた。

「実際に見た方が早い」

「なんだって？」

「そこにいる」

　健流は振ふり返る。と、同時に。

「いえーい!!」

　綺き麗れいなハモり声と共に、少女二人が健流の前でぴょんぴょん飛び上がった。




　健流はぽかんとして、二人の少女を見つめていた。

　どちらも背は低く、愛くるしい顔をしている。右側は金きん髪ぱつで左側が銀髪。西洋人形のようだが、おてんばを通り越こした元気さがうかがえる。高校生のはずだがもっと年下に感じるあたり、確かにレオンとキャラがかぶっていそうだ。

「えーと、君らが」

「あたしジョアン！」

「あたしがユージェニー！」

　金髪がジョアンと名乗り、銀髪がユージェニーと名乗った。

「次の対戦相手？」

「そう」

「そう」

「リバーサー？」
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「そう」

「そう」

「……なんで？」

　疑問を口にする。少女二人は含ふくみ笑いをした。

「おやおや」

「おやおや」

　ジョアンとユージェニーは、顔を寄せ合ってひそひそ声になった。

「あたしたちのこと知らないみたいね、ユージェニー」

「今注目のスタッフだからってたいしたことないのね、ジョアン」

「注目のスタッフって俺のことか？」

「まあ、嫌味かしらね」

「あれで謙けん遜そんしてるつもりなのよ」

　またくすくす笑っている。まるで双ふた子ごがシンクロしているような動きで、健流は怒おこるよりも先に感心してしまった。

「君ら姉し妹まいなの？」

「姓せいが違ちがうわよ」

「違うわよ」

　ジョアンが「えへん」というポーズをとる。

「あたしたちは親友同士。親友だからどっちもリバーサーでスタッフなの」

「……？」

　健流は首を傾げる。ジョアンはまた言った。

「どうせあたしたちが、なんで二人一いつ緒しよにいるかってことが分からないんでしょう。無知ね」

「まったく無知よね」

　ユージェニーも同調する。そしてやはり「えへん」という感じで説明をする。

「あたしたちは対戦するとき、片方がリバーサー役で片方がスタッフ役を務めるの。それが終わったら交代して同じように対戦するのよ。だから常に二人一組なの」

「それ、いいのか!?」

　対戦するときに二人一組なのは、もちろん健流も知っているが、転生者参謀リバーサーとスタツフを交代で務めている話は聞いたことがなかった。

「君ら本来は、どっちもリバーサーなんだろ？」

「特別に認められているんだもん。ねー」

「ねー」

　ジョアンとユージェニーはにこにこしながら顔を見合わせる。このあたりも双子っぽい。

　健流は渋しぶい顔をする。

「反則じゃねえの」

「違うわよ。あたしたちは前世でも仲がよかったから、今こん生じようでも仲がいいの。だから認められているのよ」

　ジョアンの台詞せりふに、健流は訊くべきことを思いついた。

「君ら、フルネームなんだっけ？」

　ジョアンが、よくぞ訊いてくれましたとばかりに、声を張り上げた。

「あたしはジョアン・チャーチル。ユージェニーはユージェニー・ド・サヴォワ」

「というと……」

「あたしの前世はマールバラ公ジョン・チャーチル！」

　続いてユージェニーもにんまりとして言う。

「あたしはオイゲン・フォン・サヴォイエン。プリンツ・オイゲン！」

　そして少女二人は再び「いえーい！」と歓かん声せいを上げてハイタッチをした。

　健流は「げ！」と声を漏もらして絶句していた。彼はこの二人の前世を知っている。

　図書館で籠こもりきりになって勉強をしたせいで、歴史上の有名な武人はだいたい把は握あくしていた。マールバラ公とプリンツ・オイゲンは、「マニアックだが知っている人間の間では有名人」とも言うべき存在であった。

　どちらも十八世紀に発生したスペイン継けい承しよう戦争で活かつ躍やくした将軍である。二人は所属する国こそ違ったが轡くつわを並べて戦い、互たがいに尊敬していたという。どちらも当時としては常識外れの機動力を発揮していたのが特とく徴ちよう。ちなみにマールバラ公はのちの政治家ウィンストン・チャーチルのご先祖であり、プリンツ・オイゲンは戦せん艦かんや重巡じゆん洋よう艦かんの艦名として名を残している。

　なによりこの二人は「歴史上最高の将軍は誰だれか」というアンケートをとると、必ず上位に顔を出すのだ。新武高校の四位と五位というのも納なつ得とくであった。

「マールバラ公とオイゲン公が次の対戦相手……」

　それだけ言い、健流は絶句する。

「そう」

　ジョアンは「ふふふ」と笑った。

「幸せでしょ。あたしたちと対戦できて」

「あらジョアン。このスタッフ、目を丸くしているわ」

「きっと自分の幸運を噛かみしめているのよ」

「絶対そうね。クレモナ戦の敗戦を知ったルイ十四世と同じくらい幸運なのね」

　くすくすくす。当人たちが純じゆん粋すいなため、意地が悪くも感じられた。

　唖あ然ぜんとしたまま声も出ない健流。レオンは彼のことを数回つつき、返事がないと知るや自ら喋しやべり出した。

「どうせあんたたちが負けるからいいのよ！」

「あら」

「あら」

　ジョアンとユージェニーは同時に振り向く。

「フランスの田舎いなか者がなにか言ってるわ、ユージェニー」

「皇こう帝ていっていっても成り上がりでしょう。しょせんは田舎育ちよ」

　馬ば鹿かにされたレオンは瞬しゆん時じに激げつ昂こうする。

「なに言ってんのよ！　ジョアンだって似たようなもんじゃない！　マールバラ公こう爵しやく家はあんたの代からでしょうが！」

「それでも騎き士し階級の出身よ」

「あたしはもっと凄すごいわよ。サヴォワの公子。王家の一員なんだから」

　ユージェニーが威い張ばる。レオンは彼女にも牙きばを剥むき出しにした。

「あんな僻へき地ちの国。いずれフランスの一部よ！」

「レオンのできの悪い甥おいに貸しただけよ。あの甥っ子、どうなっちゃうんだっけ」

　ナポレオンの甥であるナポレオン三世のことである。フランス第二帝国を築き上げるが、日の出の勢いのプロイセンに敗北。最後は言わずもがな。

　レオンは「くわ」と口を開け、歯を剥き出した。

「言ったわね、絶対に対戦であんたたちを破ってやるんだから！」

「やれるものならやってみなさい」

「やってみなさい」

　ジョアンとユージェニーが笑う。

「ふふふ。負け犬のレオンがどんな戦いをするのか楽しみだわ」

「最近ちょっと調子いいだけで、あたしたちにかなうわけがないのよ」

　レオンは「望むところよ！」と絶ぜつ叫きようする。

「アウステルリッツもびっくりの敗北を味……」

　彼女の台詞は最後まで発せられなかった。背後から口を塞ふさがれたためである。

　その人物は、多久美であった。

「たった今から、ジョアンとユージェニーの対戦相手はわたくしとなりました」

「おや」

「おや」

　二人が少しだけ驚おどろいたような顔つきをした。

「多久美が相手なんて珍めずらしい」

　とジョアン。多久美は軽くうなずく。

「わたくしにもスタッフがつきましたから、腕うで試だめしです」

「まあ大変。校内七位と対戦するなんて、これは本気でやらないとならないわ」

　いつもと変わらぬ口調だが、レオンと舌ぜつ戦せんしていたときとは違い、明らかに警けい戒かい心が含まれていた。ユージェニーももちろん同調する。

「大都市長安の支配者には敬意を表するわ。でも……多久美に代わってもいいの？」

　口を塞がれたままのレオンは「もがもが」とうめいていた。意味は「よくない」。

　多久美は意味を分かっていたが、とぼけた。

「もちろん構いません」

「もがもが（違う！）」

「レオンは喜んでわたくしに譲ゆずると」

「もがもが（違うっての！）」

「対戦を観戦するのを楽しみにしているそうです」

「もがもが（全然違うんだから！）」

　多久美が真顔で嘘うそを言っているのが通じたか、ジョアンとユージェニーは顔を見合わせてうなずいた。

「まあいいわ」

「いいわ」

「どうせ、あたしたちが勝つんだから」

「そうね。勝つのよね」

「でも涼りよう州しゆう兵と戦うのは大変よ。早く帰って対策を練りましょう、ユージェニー」

「そうしましょう、ジョアン」

　二人は「ではごきげんよう」と言うと踵きびすを返し、手を繋つないで去っていった。

　姿が食堂から消えてから、多久美は手を離はなす。

「ぷは」

　レオンは一回深呼吸をすると身体からだごと振ふり返って多久美を睨にらんだ。

「なにすんのよ！」

「聞いたとおりです。あの二人とはわたくしが対戦します」

「勝手なことしないでくれる!?　順番からいってもあたしよ！」

「ジョアンとユージェニーのコンビですよ？　今まで最下位だったあなたに勝てるんですか？」

「そ、そんなこと、やってみなきゃ分かんないじゃない！」

「さすがに分かりそうなものだと思いますが」

「だってあたし、あんたにも凍紀にも勝ったんだから！」

　レオンは両腕をばたばたさせた。

「それにあたしの番なの！　横入り禁止！」

　冷ややかな顔をして多久美が言った。

「それなのですが、以前わたくしはあなたに順番を譲ったことがあります。覚えていますか？」

「そ、そうだったかしら」

　レオンの背中から汗あせが噴ふき出す。もちろん彼女は覚えていた。凍紀と戦うために、多久美と順番を替わってもらったのである。あの対戦がきっかけになって、ここまで順位を上げたのだ。

「その貸しは返してもらっていません。ですから、ここでわたくしに順番を譲ってもらいます」

「そんなのずるい！」

「利り子しをつけてもいいのですよ」

「ぐ……」

　レオンは酸欠の金魚みたいに口をぱくぱくさせてから沈ちん黙もくする。

　一方の健流は、多久美に肩かたを何度も揺ゆすられて、ようやく我に返った。

「あ……俺？」

「はい。スタッフになっていただきました。次の対戦まで、健流さんはわたくしのものです」

　多久美の頬ほおはうっすらと上気している。瞳ひとみもどこかとろんとしていた。

「わたくしの……？」

「細かいことは気になさらないで。さあ、すぐにでも作戦を練りましょう」

「あ、ああ」

　健流はふらふらと立ち上がる。多久美が健流の腕に腕を絡からめた。

「これから二人でゆっくり……授業がありますからそうもいきませんが、楽しい作戦立案ですわ。わたくしの元にいれば、レオンなんてすぐに忘れるくらいの快楽……いえ、快感が」

「どっちも同じじゃない！」

　激昂したレオンが健流を引っ張ろうとする。だが健流はすでに、多久美に引っ張られて歩き出していた。

「ちょっと、健流！」

「あー、レオン……また、あとで」

「健流！」

　彼の身体は引きずられる感じで、食堂の外へ連れ去られていった。




「もう！」

　レオンはまだ両腕を振り回していた。後を追わなかったのは多久美の理り屈くつに反論できなかったのと、「この状じよう況きようで男を追うのが悔くやしいから」との乙おと女め心ごころによる。

「なによでれでれしちゃって。あたしより多久美の方がいいって言うの!?」

「そりゃ多久美の方がいいだろうなあ」

　そう発言したのは凍紀だった。

　彼女は椅い子すに座って、やりとりをずっと眺ながめていた。口出しこそしていなかったものの、終始面おも白しろそうにしていた。

「なにしろ多久美は校内順位七位だ。まともな感覚の持ち主ならそっちを選ぶ」

「健流はまともじゃないんだから、あたしを選ぶの」

「おや。スタッフに厳しい姿勢だ」

「あんたに言われたくないわよ！」

　レオンがわめく。ただ凍紀は、矛ほこ先さきが自分に向いても平然としていた。

「言わせてもらえば、軽野は特にでれでれはしていなかった」

「してたわよ。あのスケベ」

「いいや。唖然としていたな。女にああいうことをされるのに慣れていないんだろう。董は人たらしの才能もあるからな」

「虐ぎやく殺さつ王みたいなのに？」

「人をたらし込めなければ歴史に名を残す君主にはなれない。今のレオンは違ちがうみたいだが」

「今のあんただって違うでしょうが」

「それはまあ、そうだな」

　凍紀はあっさりと認めた。どれだけ美人でも、皮肉屋を突つき詰つめれば人は寄りつかない。本人も十分自覚していた。

「あのやり方は見習いたいものだ」

「馬鹿言ってんじゃないわよ。こっちはスタッフ盗とられたのよ」

「私のスタッフでもあるな」

「はあ!?　なに勝手なことを」

「勝手なことじゃあない。なんで言うことを聞く約束で、勝負に勝った。軽野は私のスタッフだ」

　平然と凍紀は言う。レオンは「く……」とうめいていた。

　すぐに元に戻もどる。

「じゃああんたもスタッフを盗られたことになるわよ」

「そうだな、一大事だ」

「なんでそんなに平気なの？」

「平気なものか。こう見えても心の中は嫉しつ妬との炎ほのおが充じゆう満まんしている。今すぐにでも多久美に掴つかみかかって胸にロウソクの芯しんを刺さしてやりたいくらいだ。あれだけ無意味に大きければ、脂し肪ぼう分でよく燃えるだろうな」

　物ぶつ騒そうな台詞せりふとは裏腹に、彼女の表情は変わっていない。そのためレオンはこれが本心かどうか、判別がつかなかった。

　レオンはテーブルの反対側に回り込み、凍紀の隣となりに座って腕うで組ぐみをした。

「どうやったら多久美から健流を取り返せると思う？」

「返してくださいと頼たのむのはどうだろう」

「嫌いやよ。なんであたしがあんな胸デカ女に頭を下げなきゃなんないの」

「なら力ちから尽ずくで奪うばい返すのがいい。頭でも殴なぐって意識を飛ばせ」

「停学処分になるわよ。もっと真ま面じ目めなのをお願い」

「なんで私がレオンの手助けをしなきゃならない」

「二瀬だって健流のリバーサーなんでしょ。ここであたしに貸しを作っておけば、あとあと有利になると思わない？」

　そう言ったレオンに、凍紀は少し感心したような表情を見せた。

「ふむ。なかなか駆かけ引ひきが上う手まくなったじゃないか」

「前世じゃタレーランやフーシェともやりあったのよ」

　レオンは自じ慢まんげに言う。凍紀は視線を外して考える素そ振ぶり。

「一番楽なのは、軽野の足を引っ張ることだ。軽野が負ければ、多久美も『役に立たないスタッフ』だと思って手放すぞ」

　小こ柄がらな少女は身を乗り出す。

「引っ張るって、どうやって」

「下げ剤ざいでも飲ませればいいだろう」

「かわいそうでしょ！」

「死ぬわけじゃない。いっそノロウィルスが欲ほしいか？」

「手に入るわけないでしょうが……あるの？」

　凍紀は薄うすく笑うだけで返事をしなかった。

　レオンは不届きなことに脳内で下剤の可能性を考こう慮りよした。楽でなおかつ、今後とも多久美が手を出さない気がしたからだ。健流を取り合っている人間が一人でも減るのは喜ばしい。

　が、結局却きやつ下かする。

「下剤はやんない。ていうか、足引っ張るのをやんない」

「ほう、どうして」

「だって、健流負けちゃうから。そりゃ多久美が勝つのは悔しいけど、健流が負けるのはもっと嫌だもん。負けたのがあたしのせいだなんて最悪じゃない。あたしのスタッフは優ゆう秀しゆうじゃなきゃなんないのよ」

　腕組みをしたまま、憤ふん然ぜんと言い放つ。今の彼女の心根は、一士官からフランス皇こう帝ていまで上のぼり詰めたものにそっくりであった。

　凍紀はそれをしばらく見つめてから、くすくす笑い出した。

「レオンはなかなか可愛かわいいな」

「ありがと……って、あんたに言われても嬉うれしくないわよ！」

「それは残念」

「もっと別の方法教えなさい。健流を取り戻せるやつ」

「そんなのは簡単だ」

「教えて」

「どうしよう」

「承しよう諾だくしたじゃない！」

　思わず立ち上がる。凍紀はちらっと視線をやった。

「あれのことと、どっちの情報がいいかと思って」

「あれ……？」

　レオンは立ったまま怪け訝げんな顔をした。すぐに思い当たる。

「ああ、あいつのこと」

「知りたかっただろう。私は『ワーテルロー・タワー』への出入りが自由だ。情報を持ってきて欲しいんじゃないのか？」

「欲しい。できるだけのことはするって言った」

「軽野のこととどっちか一つにしたい」

「なんでよ！　協力してくれるって言ったでしょうが」

「軽野を取り返す方法を教えることと相そう殺さいにしたい。とすると、彼女の情報はなしってことになる」

「ずるいわよ」

「ほう、そうか」

　うっすらと笑っている。

　レオンは憮ぶ然ぜんとして凍紀を睨にらみつけた。やはりこの腹黒女に頼たよってはいけなかった。すぐに駆け引きだの取り引きだのと持ち出してくる。いくら転生前のプロイセンが国際政治力学に翻ほん弄ろうされたからって、学校内でもやることはないだろう。

「じゃあ……健流を取り戻す方法にする」

「いいのか？」

「あいつのことよりも、まずそっち」

「愛は深いなあ」

「変なこと言うな！」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるレオン。凍紀は両手のひらを軽く上げて、「分かった分かった」のポーズ。

「では教えよう。軽野を取り戻すには……」

　一いつ旦たん言葉を切ってもったいぶる。レオンは露ろ骨こつにイライラした。

「はやく言いなさいよ」

「そのままでいろ」

「は!?」

　彼女は自分の耳を疑った。

「聞き間ま違ちがい？」

「いいや。なにもしないでいればいい」

「馬ば鹿かにしてんの!?　あたしは具体的にどうやったら取り戻せるか訊きいたのよ！」

　凍紀はいつもと同じ顔つきだった。

「これが一番具体的で確実だ」

「どこが!?」

「対戦したければさせればいい。放ほうっておけば戻ってくる」

「適当なことばっかり！　どうしてそうなるのよ。理由は!?」

「言っただろう。愛は深いって」

　彼女はそう告げると、「わけ分かんないわよ！」と叫さけぶレオンを無視して、さっさと外に出て行った。




　　　　○




　ずるずる引きずられる健流。なすがままになっていたが、食堂を出てしばらくしてから、ようやく我に返った。

「おい、多久美」

「まだですわ健流さん。もっと人ひと気けのないところで、ゆっくりと」

「待てってば」

　彼は掴まれた腕うでを振ふりほどいた。多久美は不満そうにしている。

「なんですの。わたくしのことがそんなにご不満ですか？」

「そうじゃない。こんなに強ごう引いんにする必要ないだろ」

　腕をさすりながら答える。多久美は細い腕に似合わず力が強かった。

「わたくしが礼を尽つくしてお誘さそいするなんて、董卓らしくないと思いません？」

「董卓とは性格が違うだろ」

「ときには強引になるのもいいかと思いまして」

　多久美は健流に「こちらにいらして」と案内した。

　連れてこられたのは食堂の裏手から少し離はなれた場所であった。確かに人気はなく、さらに草木が茂しげっているので、夜になると手て探さぐりで進まなければならないほど暗くなる。

　健流は思わず警けい戒かいしてしまった。

「用件はなんだ？　こんなところで特訓か？」

「そんなにわたくしを怪あやしまなくてもいいでしょう」

「押し倒たおされるかと思った」

「できるのなら、とっくにやっています」

　さらりと聞き捨てならないことを言ったが、彼女は今のところそこにこだわるつもりはないようであった。

「次の対戦のことです。ジョアンとユージェニーに勝てると思いますか？」

「難しいだろうな」

　正直に健流は告げた。

「実力は多久美もそれほど劣おとっていないよ。そもそも上位の十人はそんなに差がないから。でもあの二人の話を聞いていると、相当以前からコンビを組んでいるみたいだ。熟成度が違ちがう」

「ワインみたいですわね」

「俺はあんまり君とコンビを組んだことがない。阿あ吽うんの呼吸って言ったらアレだけど、とっさの判断でどうしても差が出ると思う」

　対戦中の転生者リバーサーは軍勢の攻こう撃げき力維い持じに精神力を注ぐ。全体の状じよう況きようを把は握あくして作戦の良否を判断するのは、参謀スタツフの役目となる。

　ただこれも、転生者リバーサーと参謀スタツフの信しん頼らいがないと、頓とん珍ちん漢かんな攻撃をすることになる。戦せん闘とうが長引いたりすれば転生者リバーサーが一息つきたくなることもある。なのに攻撃を続行すると、結果的に軍勢の維持が出来なくなって敗北することもあるのだ。

　このあたりの呼吸は二人が親密であればあるほど高まる。転生者リバーサーがなにも言わなくても、参謀スタツフが察するくらいが理想であった。

　健流は続けた。

「今回ばかりは苦戦をまぬがれないだろ」

「あまり弱気でいられると、こちらも困るのですが」

「もちろん全力は尽くすよ」

「ではやはり、訓練が大事ですわね」

　彼女は健流に知られないように、すっと息を吸っていた。

「対戦までわたくしたち二人だけでおこなうべきだと思います。どこでおこないます？」

　よく見ると頬ほおを染めていた。さりげなく胸のあたりに手を当てているのは、動どう悸きを抑おさえるためだろうか。

「なんでしたらわたくしの部屋でもかまいません。ゆっくりと打ち合わせれば、自然と信頼も深まって……」

「いや……やらなくていい」

「……はい？」

　多久美は驚おどろき、眼めを何度もしばたたかせていた。

「わたくしの聞き間違いですか？」

　健流は考えごとをしながら言う。

「リバーサーのスキルを上げるよりも、俺個人の知識や対戦での作戦能力を高めた方が有効だと思うんだ」

「ですから、わたくしと一いつ緒しよに……」

「図書館にその手の本があっただろ。籠こもって調べてみる。一人でやった方が効果的なんだ。多久美は試合までリラックスしててもらえないか」

「…………」

「作戦に悩なやむのは俺の役目だ。君は対戦日まで、体調を崩くずしたり風か邪ぜを引いたりしないでもらえればいい」

「…………」

「対戦直前にざっと打ち合わせることにしよう」

「…………」

「どうした？」

　健流は怪訝な顔をして多久美を見つめる。彼女は見るからにがっかりしていた。

「もう体調が悪かったりするのか？」

「……健流さん、一番になるために頑がん張ばっているんですわよね」

「ああ、もちろん」

「ならいいです。ええ」

　とだけ彼女は言った。あとは健流がなにを訊こうと、返事をしようとしなかった。




　　　　○




　新武高校の敷しき地ち内に建つ「ワーテルロー・タワー」は本当に高くて、入学してくる人間の目にまっさきに飛び込んでくる。最上階を展望施し設せつにして料金を取ればさぞかし繁はん盛じようするだろうと思われるが、学校と生徒会は一部生徒以外に開放する素そ振ぶりを見せなかった。

　凍紀はそのタワーの入り口にいた。

　目の前には鉄の扉とびらがあり、ぴたりと閉じられている。鈍にび色いろに光っていて見るからに鋼鉄製であり、出入り口というよりは金庫みたいだ。支配者が高い塔とうと頑がん強きような出入り口を好むのは本当だなと彼女は思った。

　転生前のフリードリヒ大王はサンスーシ宮きゆう殿でんを設計監かん督とくし、建築している。背の高い建物ではない。フリードリヒがこぢんまりとしたものを求めたこともあるし、当時の技術力の限界もある。

「大きい方が賓ひん客きやくを迎むかえやすいのも事実だろうな」

　ただ眼前のこれは、威い嚇かくのために建てられたとしか思えない。

　凍紀は呟つぶやいてから扉に近寄る。扉横にある金属プレートに、生徒証をかざした。

　ピー。ＩＣチップ内の情報確かく認にんが終わり、電磁錠じようのロックが外れる。

　自動で開いた。

　内部はガラス張りになっており、観葉植物とソファが並んでいる。学外からの賓客はここで出迎えるのだろう。重要人物だと判断されれば上へ案内される。

　凍紀は中央のエレベーターに向かった。ここも電子ロックされているので、生徒証をかざして解錠する。

　エレベーターに乗り最上階のボタンを押す。高速なので、さほど待たずに着いた。

　一階の壁かべは全面ガラス張りだが、ここも変わらない。まぶしいくらい日光が差し込んでおり、日中なら冬でも暖だん房ぼうがいらないと思わせるほどだった。

　目の前に、樫かしの木でできた立派な扉がある。凍紀はノックもせずに開けた。

　室内にはこれまた豪ごう勢せいなデスクとチェア。それに接客用のソファ。チェアには少女が座っており、かたわらには背の高い男子が執しつ事じみたいに控ひかえていた。

　少女が顔を上げる。

「あら、二瀬じゃない」

「アーシェ」

　凍紀はゆっくりとデスクまで歩く。アーシェと呼ばれた少女は、チェアに深く腰こしかけて、腹の上で手を組んでいた。

「こんなところに珍めずらしい」

「私にも入る権利はあるんでね」

「滅めつ多たに上まで来ないでしょう」

「生徒会長に会いたいときもある」

「ま、歓かん待たいはするわよ」

　アーシェがかたわらの男子生徒に向けて、人差し指を上げる。男子は軽くうなずいて、奥に引っ込んだ。

　すぐにティーセットを持って出てきた。アーシェは、彼が用意するのを眺ながめながら言う。

「イギリスの紅茶だけどいいかしら。あなたは代用コーヒーの方がいい？」

「あれは物資不足かダイエットのためのものだ」

　代用コーヒーを積極的に取り入れたのは、フリードリヒ大王がはじめてだと言われている。凍紀自身は飲み物にこだわったことはない。

　ソファに腰を下ろす。男子生徒がカップをソーサーに載のせ、まったく音を立てずにテーブルに置いた。

「どうぞ。アッサムです」

　凍紀は礼も言わず、手もつけなかった。

　アーシェはチェアから下りると、凍紀の反対側のソファに座る。

「フリードリヒ大王がワーテルロー・タワーになんの用？　ワーテルローが気に入らないから改名しに来たの？」

「それはブリュッヘルの役目だ」

「じゃあなあに？」

「うちのクラスのできの悪いリバーサーのことだ」

「……へー、レオンのことねえ」

　アーシェは自分の紅茶が来るのを待ってから、言葉を続けた。

「一いつ匹ぴき狼おおかみで友達のいないあなたが、レオンのために来たの？」

「狼なんて恰かつ好こういいものじゃない」

「自己評価を低くするくせはやめたら？　弟さんが亡なくなってから余計に自分を卑ひ下げするようになったって聞いたけど」

　一いつ瞬しゆんだけ凍紀は目を細める。

「私のことはいずれじっくり聞こう。問題はレオンのことだ」

「あいつがなんだっての？」

「次に対戦するのはジョアンとユージェニーだ」

「レオンも気の毒にねー。あの二人相手なんて」

「私の記き憶おくではもっと後でぶつかるはずだった。ところが確認したら順番が繰くり上がっている。理由は？」

　アーシェは「まあ」という顔をする。

「そうなの。知らなかったわ」

「とぼけるのはやめてもらおう。こんな小細工をする人間に、心当たりはそう多くない」

「それがわたしなの？」

「君はレオンの足を引っ張ることならなんでもやる」

「転生前は公こう爵しやくよ。卑ひ怯きような真ま似ねはしないわ」

「する」

　凍紀は言い切った。

　アーシェことアーシェ・ウェルズリーは、ウェリントン公爵アーサー・ウェルズリーの転生者リバーサーである。ナポレオンのライバルであり、彼とフランス帝てい国こくの滅めつ亡ぼうを決定づけた戦せん闘とうこそが「ワーテルローの戦い」であった。

「ウェリントン公はともかく、君はやるだろう」

「そうかしら」

「急なルール改定も君の仕し業わざだ。面めん倒どうだから改定規則を精査しないが、レオンが不利になるように仕組んであるんだろう」

「レオンのスタッフが、先生に別の改定を申し出たんですって。それも利用させてもらうわ」

「抜ぬけ目めのないことだ」

「百番台に上がったって、不利にする方法はいくらでもあるのよ」

「君は本当にレオンのことが嫌きらいなんだな」

　アーシェはにやにやした。

「嫌いじゃなくて、いじめたくなるの。レオンはなんべん負けても様になると思わない？」

「わざわざこの段階で負けてもらう必要がどこにある？　最後の最後でひっくり返すのが、君らイングランド人のやり方だろう」

「だって調子に乗ってるから。このあたりで鼻っ柱をへし折りたいじゃない。レオンはいつまでもわたしの下ってことを分からせるの」

　アーシェは紅茶をすすりながら、そう言った。

　凍紀はその言葉を聞き「本心だろう」と受け取った。レオンとアーシェの確かく執しつは根深く、それこそ幼よう稚ち園えんの頃ころまでさかのぼる。前世もあわせれば何百年にもなるのだ。終生のライバルどころか来世も確定だ。

　それにしても、と彼女は思った。これはちょっと早すぎる。レオンの校内順位が百位台に上がったとはいえ、まだアーシェが気にするほどのことではないはずだ。なにしろ眼前の少女は、校内順位トップなのだから。

　凍紀は平然とカップに口をつけるアーシェを、じっと観察していた。確かに足を引っ張ることを好む少女だが、この段階でやるだろうか。もしかしたら、誰だれかから入いれ知ぢ恵えされたのでは。

　視線を横にずらしていく。

「……お前か」

「なんのことでしょうか」

　そこにいる男子生徒はカエルの面つらに水、みたいな顔をしていた。

「お前がアーシェをあおったな。レオンを叩たたいた方がいいと」

「僕は軍師として、常に最適の提案を申し上げています」

「最適とやらがジョアンとユージェニーとの対戦繰り上げか」

「なにを申し上げたかをここで話すことはいたしません」

　男子生徒は、優やさしげな物もの腰ごしに反して、断固とした口調だった。

　凍紀はこの生徒のことも知っている。滅多に表には出てこないが、成績上位者の中では有名人だからだ。アーシェを陰かげから支え、校内トップの地位を不動のものにしている存在。

「孔こう明めい……」

　凍紀は彼の名を口にする。

「諸しよ葛かつ亮りようのリバーサーが、ずいぶんと姑こ息そくな真似をするんだな」

「謀ぼう略りやくについては孫そん子しにも書かれていますから」

　孔明はごく普ふ通つうに返事をする。

「どうしてお前がそこまでする？　レオンを目の敵かたきにしていたか？」

「アーシェ様への忠誠心でございます」

　そう言い、深々と腰を折る孔明。アーシェはにっこりとした。

「いいスタッフを持って、わたしは幸せよ」

「ウェリントン公爵は、この男がたんなる忠誠心だけで働いていると思っているのか」

　凍紀はあえて、馬ば鹿かにしたような口を叩いた。

「春秋の時代より数千年、他を打だ倒とうするためにはあらゆる手法を考えついた国だぞ。己おのれのためなら利用できるものはなんでもする」

「わたしと孔明は水すい魚ぎよの交まじわりよ」

「ここに水はない。魚がいたら干ひ上あがるだろうな」

　そう言いながら、凍紀は二人の様子を観察した。アーシェは鼻はな白じろんでいるが、孔明に変化はない。その瞳ひとみが動どう揺ようしたりはしなかった。

「なにが目的だ、孔明」

「さて」

「アーシェよりお前が原因だったか。しかしますますレオンのことではなさそうだ。叩かなければいけない相手とは……」

　凍紀はいったん口をつぐむ。そして開けた。

「……軽野？」

「僕はなにも言いません」

「史上最高のスタッフと呼ばれたお前が、あの男一人を恐おそれるか」

「全すべてはアーシェ様のためです」

「本当に？」

　ここではじめて、孔明の瞳に冷たいものが宿った。凍紀はじっと観察する。そこからなにかを読み取ろうとするかのように。

「こら、わたしを無視して話をしない！」

　アーシェが荒あら々あらしくカップをソーサーに置いた。凍紀を睨にらみつけた。

「孔明はわたしのために働いているのよ」

「そうだな。そう思った方が幸せだ」

「いちいち棘とげがあるわね。嫌いや味みが手て土産みやげだったの」

「アーシェ様」

　孔明が静かに口を挟はさんだ。

「この方は嫉しつ妬としているのです。あるいは心配なだけかと」

「そうなの」

　凍紀が顔をしかめる。

「なんの話だ」

「二瀬さんはレオンさんのことが気になるのではなく、スタッフが負けるのが嫌いやなのでしょう。ジョアンさんとユージェニーさんに負けて、悔くやしい思いをさせたくないとお見受けします」

「なんのことだかさっぱり分からない」

「聡そう明めいな二瀬さんのことです、ご自身の軽野さんへの想おもいはとうに自覚なされているかと」

「…………」

　凍紀は返事をしない。わずかに眼球だけを左右に動かしていた。

「……心当たりがないな」

「僕に隠かくしごとはできません」

　目の鋭するどさが消えていない。孔明の眼光は、凍紀の頭の中を見み透すかしそうなほどであった。

「私がなんで嫉妬をする」

「二瀬さんの弟さんにそっくりなのでしょう」

「……！」

　音を立てて凍紀が立ち上がる。

　彼女は孔明を睨みつけ、しばらくしてからまた着席した。

「私を敵に回すことにどんな意味がある」

「最初から敵でございます」

「ほう、侮ぶ辱じよくすることも辞さないということか」

「二瀬様、制服が乱れております」

　孔明は深々と頭を下げた。

　凍紀はその台詞せりふを聞き、舌打ちして服の乱れを直した。勢いよく立ち上がったときに乱れたのだ。

　緩ゆるめているネクタイは直さない。あらためて席を立つ。

「これで帰らせてもらう」

「飲んでいかないの？」

　アーシェが言う。凍紀の目の前の紅茶は、手つかずであった。

「そっちで飲め」

「まあ怒おこったのね。怖こわいわ。校内三位が敵に回るなんて」

「最初から敵だったのだろう。一言言っておくが」

　彼女は二人を交こう互ごに見た。

「軽野は手て強ごわいぞ」

　そう言い放つと、凍紀は荒々しく生徒会長室から出て行った。




「ふん、だ」

　アーシェは閉じられた扉とびらに向かってあっかんべをする。

「なーによ偉えらそうに。嫌味女。胸デカ。ちょっと綺き麗れいなだけの陰いん険けん。いつまでもゆさゆさ揺ゆすってればいいんだわ」
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　子供みたいに罵ののしる。元々彼女は、自分だけになると幼くなる性格をしている。

　誰か他者が取り繕つくろうので、あまり気づかれることがない。今は孔明がいるが、彼は数少ない「身内枠わく」である。

「ご安心ください、アーシェ様」

　孔明が静かに言う。

「アーシェ様が勝利を収めれば、あのような文句は出なくなります」

「当然よ。わたしに逆らえるのはこの学校にいないんだから」

　憤ふん然ぜんと答えるアーシェ。凍紀がいないせいか「自信満々の幼児」の域を出ていないが、今までの実績が言葉を支えていた。

「でも」

　ちらっと孔明をうかがう。

「気になること言ってたわね。あんたが、その……」

「アーシェ様」

　孔明は努つとめて静かに言葉を紡つむいだ。

「あのような妄もう言げんに左右されてはなりません。僕はいつだってアーシェ様の味方です」

「そ、そうよね、あんたはずっとわたしのスタッフやってきたものね」

「はい。今まで務めてまいりました。もちろん、これからも」

「……ありがと」

　ほっとしたようにアーシェは言う。

「あんたの言葉は鎮ちん静せい作用があるわ」

「光栄です。これからも公私問わず、アーシェ様のお力になりたいと思っています」

「頼たのむわね」

「はい」

　アーシェの言葉に、彼はこの日何度目かの礼をした。そのため彼の瞳の奥がどのような輝かがやきを発しているのか、分からなかった。








　第二章




　対戦日は快晴で風もなく、太陽が高かった。健たけ流るにとってはありがたい。多少の雨なら対戦はおこなわれるので、終わると靴くつの中まで濡ぬれていることがよくある。

　対戦場所は校舎から離はなれたところにある芝しば生ふの上。校庭は他で使っていた。転生者リバーサーが多た久く美みのためか、観客もかなり多い。

　対戦相手はもちろん、ジョアンとユージェニーのペアである。

「リバーサーはジョアンか……ユージェニーがスタッフの役なんだな」

　健流は呟つぶやく。多久美は素そっ気けなく応じた。

「そうですわね」

「どっちが上ってこともないだろうけど、勝率はジョアンがリバーサーやってる方が高い。油断はできないぞ」

「そうですわね」

「……おい。どうしたんだ」

「別に」

　健流の言葉に多久美はそっぽを向く。

「別にってことはないだろ」

「なんでもありません。ただ、対戦前に打ち合わせるといった割には、ほとんど話をしていませんから」

「いやあの二人の対戦を調べるのに時間がかかって」

　健流は言い訳っぽくなりながら告げた。今までジョアンとユージェニーが対戦した相手に会い、どんな攻こう撃げき手段を取ってきたか調査していたのである。それらを分ぶん析せきして頭に入れることに集中して、つい多久美との調整がおろそかになっていた。

「ええそうですわね。わたくしとの連れん携けいを深めることよりも、重要ですものね」

「なにも嫌味を言うことないだろ」

「嫌味ではありません。自分に言い聞かせているところです。健流さんはそういう方なのだと」

「俺が人でなしみたいじゃないか」

「否定するのが難しいですわ」

　ピーッ。笛が吹ふかれる。おかげで健流は最後の反論ができなかった。

　また笛が吹かれ、担任教師の頼らいさつきが声を上げた。

「おらー、集合！　対戦やんぞー」

　ぞろぞろと生徒が集まってくる。

「今日は他クラスとの対戦だからな。あんまりみっともない真ま似ねはするんじゃないぞ。具体的には負けんなよ。こっちは職員室で賭かけしてんだからな。貯金が増えるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだ」

　さつきはトレードマークのキセルを銜くわえながら、手元の書類をぱらぱらと繰くった。

「えー、まず、こっちは董とう多久美と軽かる野の健流のペア。対戦相手は二年二組、ジョアン・チャーチルとユージェニー・ド・サヴォワ」

「はいはーい、ここ！」

「いえーい！」

　ジョアンとユージェニーが人ひと混ごみの中でジャンプした。よく見ると、健流たちの二年四組だけではなく、二組の生徒も大勢集まっていた。ギャラリーが多いわけだ。

　少女二人は手を繋つなぎながら進み出た。

「勝ちます」

「勝ちました」

　その言葉にさつきは呆あきれた。口に銜えているキセルを離す。

「まだやってねーぞ」

「あたしたち、嘘うそついたことありませんから」

「勝つと宣言したら勝つのです」

　二人は顔を見合わせて「ねー」と言う。

　聞いていた健流は顔をしかめた。自信に辟へき易えきしたのではない。その言葉が嘘ではないからだ。この二人はふざけているように見えるし、実際ふざけていることが多いのだが、実力は折り紙付きだ。そして勝利を宣言した場合は、ほぼその通りになっているのである。

　なお、何な故ぜ「ほぼ」なのかというと、一度だけ敗北があるからだ。その時の相手はアーシェと孔こう明めい。

　健流は隣となりの多久美に聞こえるよう呟く。

「油断はできねえな」

「そうですわね」

「見かけに騙だまされないようにしないと。なにせマールバラ公とオイゲン公だ」

「そうですわね」

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　多久美はちらっとだけ健流に視線を這はわせる。

「もちろん大丈夫です。余計な感情に流されないようにします」

「余計な感情ってなんだ」

「感情的になって暴発するのは演義の中の董とう卓たくだけです」

　多久美はそれだけを告げ、あとは黙だまった。健流は気になったものの、集中を邪じや魔まするといけないので声はかけない。軍勢召喚フオースコールはそれだけ精神力を消しよう耗もうするのだ。

　さつきが用意と叫さけび、どちらも相手と対たい峙じするように並んだ。

　見物人から喚かん声せいが飛ぶ。対戦のない人は他人の戦いっぷりを見て自分の参考にするのが一いつ般ぱん的である。

「こらー、健流！　がんばんなさいよー！」

　レオンだ。応おう援えんなんて珍めずらしいなと健流は思った。

　手を振ふってやろうと思ったら、彼女は続ける。

「領土が増えるかどうかなんだからねー！」

　そういえばそんな新ルールがあった。しかし多久美とのコンビで増える分がレオンに関係あるんだろうか。レオンのことだから「相続権ならある」と主張するつもりなのかもしれない。

　彼女の隣には凍とう紀きもいた。ただしこっちは無言のまま。

　さつきが笛を口にやった。

「スタート！」

　ピーッ！　甲かん高だかい笛の音。同時にジョアンと多久美は手のひらを天空に向けた。

「フォースコール！　イギリス軍！」

「フォースコール！　涼りよう州しゆう兵！」

　地上にミニチュアの軍勢が出現した。ジョアンのものは赤い服を着ており、多久美のは馬に乗っている。

「いまどき騎き兵へいだけなんて古いのよ！　すすめー！」

「騎兵こそが衝しよう撃げき力りよくの本場ですわ！　行け！」

　ザッザッザッ。重々しい足音と馬ば蹄ていの音。双そう方ほうの軍勢が横一列に並びながら進んでいく。

　ジョアンのイギリス軍の数は八千。多久美の涼州兵も八千。どちらも同じくらい横に延びていた。このままいくと、正面から激げき突とつすることになる。

「ん……」

　健流は眼めを細めて、ジョアンの頭上にあるカラーバーを読み取ろうとした。

「多久美と同じくらい……かな。レオンよりはありそうだ」

「ならば、あとは気力の勝負ですわね」

　彼女はそう言い、精神を集中する。

　イギリス軍と涼州兵が激突した。ミニチュア軍隊だが、このときだけは大きな金属音がした。

　転生者リバーサーのやることが軍勢の維い持じなら、参謀スタツフの仕事は機動だ。健流はじっくりと、双方の戦せん闘とうを見つめる。

　まだ序じよ盤ばんなこともあって、どちらもたいした損そん耗もうはしていない。様子見の面もある。

　彼は視線をジョアンたちに移した。ジョアンの目つきは険しい。精神集中のせいだ。横にいるユージェニーは無表情に近い。

（なに考えてんだろうな……）

　まだ手の内は見せていない。これは健流も同じで、我が慢まん比べのようになっていた。どちらも普ふ通つうの戦い方で、奇き抜ばつなことはしていない。

　八千あった数値が、七千まで減った。

「このまま攻撃を続けてよいのですか？」

　多久美が呟く。こめかみから汗あせが流れているようだ。なにしろ相手は名にし負うマールバラ公とオイゲン公の転生者リバーサーである。疲ひ労ろうするのは当然だ。

「いい」

　健流はあえてそっけなく告げ、自分の感情を悟さとられないようにした。

（うかつに手出しはできねえな……）

　彼は相手の想像を上回る機動をするのが得意だが、ジョアンとユージェニーもまた得意なのである。少なくとも転生前はそうだった。

　戦闘というのは、必要なところに必要な兵力を、素す早ばやくつぎ込んだ方が勝利する。それが多ければ多いほど、早ければ早いほど確実だ。多久美とジョアンの召しよう喚かん兵力は同数である。ということは、足が速い方が勝ちに近くなる。

　このことは指揮官に、果断さと同時に慎しん重ちようさも求めてくるから厄やつ介かいだ。一度投入した兵力はそうやすやすと引き上げられないのである。そして間ま違ちがえたからといってなしにはできない。

　だから下手に動けない。こちらの意図を悟られて、対処されたらおしまいなのだ。

「健流さん……」

　多久美がまた呟く。

「どうした？」

「このままでいいのですね。兵力がまた減ったはずですが……」

　確かく認にんすると、六千三百に落ちていた。ジョアンは六千五百だから、減るペースはこちらの方が早い。

「もう少し我慢しよう」

「ここで博打ばくちをする手もありますが」

「ぎりぎりまで待つ」

　そう返事をした。

　ユージェニーは静かだ。あれだけ騒さわがしかった少女が、今は身じろぎもしていない。ジョアンと会話もしておらず、それでいて戦闘指揮が乱れた様子もない。よほど信しん頼らいしあっているのだ。

　健流は、無理にでも多久美と一いつ緒しよに訓練しておくんだったと、後こう悔かいしはじめた。

　イギリス軍が中央部にかける圧力が強くなる。同時に、右側でも攻こう勢せいに出つつあった。

「く……」

　多久美が眼を細める。健流は訊きいた。

「まだもつか？」

「分かりません……相手の攻勢が思ったよりも激しいです」

　確かに、ぶつかってくるイギリス兵は、思う存分マスケット銃じゆうを撃うちまくっているように見える。涼州兵の矛ほこは押され気味だ。武装の違ちがいはグラフィックの違いでしかないから影えい響きようはないのだが、どうしてもそう見えてしまう。

　まだ手元に予備の兵力はある。どこかに投入して戦局を逆転させるのが得策だが、どこにするべきか。

「少し下げます」

　多久美が言う。全体がゆっくり後退していく。このあたりはさすが多久美で、普通ならそもそもできないか、敗走となって軍勢が崩ほう壊かいする。

　ジョアンのイギリス軍はそのままついてきた。押し込めようとする腹だ。

（真ん中がやばいかな……）

　健流は目星を付けていく。そこに多久美の声。

「右う翼よくが危ないです」

　見ると、涼州兵の右側が押されだしていた。明らかに他のところよりも急速に兵を減じている。

　彼は救きゆう援えんをだそうとして、思いとどまった。

「それよりも中央……いや」

　逡しゆん巡じゆんする。判断材料が少ない。共に訓練していないことが祟たたり、迷いが生じていた。多久美がじれていることだけは分かった。

　野次馬が歓かん声せいを上げた。涼州兵の左翼が崩くずれつつあるからだ。

「健流さん！」

「……分かった。予備を左に送る」

「はい！」

　手持ちの兵力を左翼に回した。崩れかかっていた戦線が、すぐに持ち直す。

　同時に、ユージェニーが歓喜の声を上げた。

「やったわ！　ジョアン、今よ今！」

「任せて！」

　イギリス軍が一いつ斉せいに転回。自軍の左方向、涼州軍の右翼に襲おそいかかった。特に中央部を食い破り、涼州兵の半分を包囲しようと動き出していた。

　健流の背中から汗が噴ふき出す。

「しまっ……多久美、予備兵を……！」

　健流の叫び声は途と中ちゆうで途切れた。さっき投入したばかりだったのだ。よりによって、その右翼に。

　急いで涼州軍の左翼を転用しようとするが、少し遅おそかった。イギリス軍の猛もう烈れつな圧力によって、中央部から右翼にかけてが粉ふん砕さいされつつあった。

　右翼に集結した部隊はイギリス軍によって押し込められ、包囲下に置かれた。兵数のカウンターが急激に減少していく。六千、五千、四千、多久美と健流はなすすべもなく見守るしかない。

　最後の段階で左翼に残った部隊を右方面に投入できた。だがジョアンとユージェニーは、イギリス軍の一部だけで対応する。

　涼州兵の減少は止まらず、カウンターはついにゼロとなった。

「負けた……」

　健流はがっくりと膝ひざを突つく。反対側ではジョアンとユージェニーが「勝った勝った」と騒いでいた。

「勝つと言ったら勝つのよ！」

「わーい！」

　美少女二人が腕うでを組んでスキップしている姿は一見ほほえましいが、健流たちには死のダンスにしか見えなかった。

「多久美……」

　健流は立ち上がると、うなだれている多久美に声をかけた。

「すまない。俺のミスだ」

「……いえ、わたくしの敗北です」

　彼女は首を振ふりながら言う。

「勝てるチャンスをみすみす逃のがしました。全すべての責はリバーサーが負うべきです」

「俺だってスタッフやってたんだからさ」

「わたくしのミスなのです。だって」

　そこに横から大声が割り込んだ。

「健流！　なに負けてんのよ！」

　レオンだった。顔全部を口にしそうな勢いだ。

「どうすんのよ領土！　多久美のが増えたらあたしのって主張して併へい合ごうするつもりだったのに！」

「やっぱりそうだったか」

　健流は呟つぶやく。レオンは「なによ」と腰こしに手を当てた。

「欧おう州しゆう制せい覇は計画が早くもパーよ。どうすんの」

「多久美はむしろ中国じゃないのかな」

「領土獲かく得とくしたら、どこもかしこもフランス系の名前に改名すんのよ」

　彼女はじろっと多久美を見る。

「あんたもちょっとあっけなさすぎじゃない」

「そうですね、すみません」

　多久美は素直に頭を下げた。その姿を見て、レオンが戸と惑まどう。

「な、なによ。ずいぶんあっさりしてるじゃない。ぼっちのくせに」

　ぼっちは関係ないだろと健流はレオンに注意するが、多久美はしょげたままだった。

「健流さんに土をつけさせるつもりはなかったのですが……やはりわたくし自身が原因です」

「わ、分かればいいのよ。分かれば。これを薬にして、次はきちんと勝ちなさいよ」

「次は……」

　口を開いてから、多久美は一いつ瞬しゆん止める。

「……あるかどうか分かりません。もちろんわたくしは諦あきらめていないつもりですが」

「ちょっと、なに言ってんの？」

　きょとんとするレオン。多久美はさらに言う。

「健流さんが誰だれの元で、存分に腕を振るえるかです。もしそれがレオンだとしたら……どうでしょう」

「あたしだったらなによ。そもそもあたしに決まってると思うけど」

「そうとは限りません。ただ、そうなのか知りたいだけです」

　実は多久美の視線は、もうレオンに向いていなかった。その向こうにある女子生徒を見つめていたのである。

　その相手、凍紀はゆっくりと近づいてきた。

「散々だったな」

「返す言葉もありません」

　多久美は凍紀の感想をあっさり受け止めた。

「軽野……董を借りていいか？」

「え、ああ」

　健流は戸惑いながらも承しよう諾だくする。

「対戦終わったから、いいよ。本当は反省会やりたいところだけど」

「それは一人でやっててくれ、きっと楽しいぞ」

「どっか行くのか」

「君の知らないところだ。来ていいのは女だけ。男は今後十年私に奉ほう仕しすることを誓ちかわなければ、入れないようになっている。君は百年たとうが禁止だ」

　微び妙みように皮肉を混ぜながら、凍紀は多久美を促うながす。健流とレオンは、ぽかんとしながら二人を見送った。
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「なにあれ」

「さあ」

　健流は凍紀と多久美の姿を見送りながら返事をした。実際は質問ではなかったかもしれないが、そう答えた方がいいような気がしていた。

　案の定、レオンは話を続けていた。

「自分で負けといてあたしとあんたがどうのこうのと……ようするに、健流がずっとあたしのスタッフやるってことでいいのかしらね」

「そうかあ？」

「そうよ。でも多久美も遠えん慮りよしなくていいのにね。寛かん大だいなあたしなんだから、これからも健流を貸すことくらい考えてやってもいいわよ。ちょっとくらいなら」

「じゃあ俺から多久美のところに行ってもいいか」

　するとレオンはじろっと眼めを向けた。

「あんたからは駄だ目め」

　対戦場所では、他の組み合わせがはじまろうとしていた。先ほどから続けて見物しているものも多い。無む駄だ話ばなしをしている生徒もいるため、さつきが幾いく度ども笛を吹ふいていた。

　どうしようかと考えている健流の元に、ジョアンとユージェニーが寄ってくる。

「ほらほら、あたしたちの勝ち」

「勝ちー」

　いかにも自じ慢まんげに喋しやべっている。事実なので、健流には反論のしようがない。

「そうだな。見事だった」

　素す直なおに認めた。この二人の息の合った連れん携けいは見事だった。ああまであざやかにやられてしまっては、悔くやしく思う余よ裕ゆうもない。

　もっともレオンは違ちがう。

「まぐれね」

　レオンは腕組みをして少女二人を睨にらんでいる。

「たまたまよたまたま。多久美が具合悪かったか、健流がさぼったか。多分その両方よ」

「おやおや」

「おやおや」

　ジョアンとユージェニーが含ふくみ笑いをする。

「負まけ惜おしみねユージェニー」

「負け惜しみよジョアン」

「フランス皇こう帝ていは敗北に慣れてないのね」

「レオンは負けてばかりでしょ」

「そうね」

「そうよ」

　深く納なつ得とくする二人に、レオンが声を荒あらげた。

「こら！　あたしが負けたわけじゃないのよ！　なんで馬ば鹿かにされなきゃなんないの」

　ジョアンとユージェニーは顔を見合わせる。

「だって」

「ねえ」

　ジョアンがレオンと健流を交こう互ごに見た。

「ルールが改定されたのは知ってるでしょう。これであたしたちは領土という名の生活空間が増えて、あなたたちは減るのよ」

「だから、健流がサポートしたのは多久美なの。あたしじゃない。減るのはあの女。どっか行っちゃったけど」

「あらあら」

　ジョアンが再び含み笑いをする。

「なんにも分かってないのね、あなた。あなたの生活空間もめでたく減少したから」

「どうしてよ!?」

「だってスタッフが同じリバーサーは、対戦成績が連動するから」

「……はあ!?」

　レオンは驚きよう愕がくのあまり目を丸くした。




　　　　○




　二人は凍紀が先導する形で歩いていた。

　どちらも無言だ。この二人は友人がいないから、実はこうやって歩いているだけでも珍めずらしい。よそよそしさはやはりあり、会話がないのはもっともなことだった。

　辛夷こぶしの木の下まで来る。はじめて多久美が言葉を発した。

「ここですか」

「レオンと軽野がよく話しあっている場所だ。真ま似ねてみた」

　凍紀はそう言い、多久美に向かい合う。

「さて、話といこう」

　彼女の口調はいつもと同じように聞こえる。だが多久美は、その中にある微妙な変化を感じ取っていた。

「なにか怒おこっているのですか？」

「怒っている？　そうかもな。怒っているというか、呆あきれている」

　凍紀はそれでも、傍はた目めには普ふ段だん通りに喋っている。

「さっきの対戦だ。なんだあの様は」

「反論のしようがありません」

「そうじゃない。自軍の右う翼よくに重点を置きすぎてイギリス軍に圧あつ迫ぱくされて敗北するなんて、ブレンハイムの戦いそのものだ。マールバラ公とオイゲン公の戦いの中でも一番有名だろう。董ともあろうものが、どうして気づかない」

「…………」

　無言の多久美。凍紀ははじめて忌いま々いましそうになる。

「いや、途と中ちゆうで気がついただろう。だけどつい目先のことにかまけた。もう少し我が慢まんすれば、お前だけではなく軽野も気がついたはずだ。あの男は勉強家だからスペイン継けい承しよう戦争の経過を調べているはずだ。だけどお前に気き兼がねして力を発揮する術すべを失ってしまった。もったいない話だ。みすみす勝機を逃のがすとは。だいたい敗北はお前と軽野の呼吸が合わなかったことにもあるんだ。それもこれもお前が軽野との距きよ離り感かんを見失ってどう接していいか分からなかったからだ」

　彼女は一つ一つ理由を述べていく。そのどれもが正しくて、多久美はうつむくしかなかった。

　凍紀はなおも敗北の理由を話し続けようとしたが、途中で止やめる。

「……これ以上あげつらっても意味が無い。ようはお前がいつもらしくなかったということだ」

　多久美ははじめて顔を上げる。

「……どうして、二に瀬せさんがそこまで私のことを気にかけるのです？　いつもの皮肉がありません」

「私は力のある人間が、馬鹿馬鹿しい理由で沈ちん没ぼつしていくのを見るといらいらするんだ」

　彼女は本当にいらいらしているらしく、喋り方が速くなりつつある。

「いつもの半分の実力も発揮したか？　してないだろう。あんな馬鹿げた采さい配はいを見せられては皮肉を言う気だって失うせる。勝ったとき負けたとき両方に備えて嫌いや味みを用意していたが、すっかり気が削そがれた。代金を要求してもいいか」

「言えばいいでしょう。受け止めます」

「そこがいらいらさせる原因だ」

　眼光が鋭するどくなる。

「以前までの董なら相手を馬鹿にしないまでも気き迫はくで呑のまれることはない。私の台詞せりふにすら反はん駁ばくしないのは病気か？　悪いものでも食べたか」

　語気が荒くなっていった。が、凍紀はそこまで喋ってからふうと息を吐はく。

「……実は想像がついている。軽野のせいだろう」

「…………」

　多久美は返事をしない。

「君は軽野に捕とらわれすぎだ。気にしすぎと言ってもいい。いくらせっかく得たスタッフだからって、どうしてそこまで気にする？　自分の能力を封ふうじてまで気にかけるものか」

「それではまるで……わたくしが、自分の気持ちに左右されているように受け取れます」

「違ったら遠慮なく反論すればいい」

　多久美はなにか喋ろうとした。しかし言葉は喉のどから外に出ず、仕方なく空を仰あおぎ見る。

　こんなときに限って、雲が一つもなかった。

「……認めます」

「ほう」

「確かにわたくしは、健流さんに……」

　ここで口をつぐんだ。

　ようやく凍紀の瞳ひとみにいつもの皮肉の色が浮うかんだ。

「どうした」

「……話しません。しゃくに障さわります」

「遠慮しなくていい。私のやることと言えば、それをネタにして一生強ゆ請することくらいだ」

「そんなことされてたまりますか」

「聞きたいなあ」

「絶対に言いません。それよりも」

　多久美は息を吸い、思考を整えた。

「さきほど訊きくのを忘れました。二瀬さんはわたくしのことをいらいらするとおっしゃいましたが」

「今は馬鹿にしたくなるに変わっている」

「どうしてなのです。二瀬さんがわたくしのことを気にするなんて、前はなにがあろうとなかったことです」

「それがどうした」

「つまり、わたくしの想像はこうです。あなたはわたくしの行動を非難しようとしましたが、裏に理由があるのではないでしょうか。二瀬さんはそういうことが得意です。たとえば、実はわたくし以上に軽野さんのことを気にしている、とか」

　凍紀はなにも言わないが、若じやつ干かん雰ふん囲い気きが変わった。多久美は確信を深めた。

「わたくしが健流さんと一いつ緒しよにいることが、うらやましいのでしょう。だから語気が荒くなった。違いますか？」

　追つい及きゆうに、凍紀はうろたえはしなかった。逆に口元のにやにやが大きくなっていた。

「いい線だ」

「あら。否定なさらないのですね」

「二人きりの場だからなあ」

「あなたの台詞ではありませんが、このことでわたくしが強請るかもしれないのですよ」

「董多久美ともあろうものが、そんな卑ひ怯きような真似はしないさ。だけど、君とは感情のコントロールが違う」

「そうでしょうね。二瀬さんが軽野さんを気にかけるのは、あの方が弟さんに似ているからですものね」

　多久美は凍紀が怒り出すのではと思った。触ふれて欲しくないことであるはずだからだ。

　だが凍紀は、腹を立てなかった。予想していた、あるいは以前に誰だれかに言われたかのような態度だった。

「……やはり、分かるのか」

「人にもよると思います」

「二人目だな。孔明にも同じことを言われた」

「ああ……」

　多久美はふうと息を吐く。呆れたのではなく、同情からだった。

「あの人に目を付けられましたか」

「私というより、軽野がだな。間違いなく彼を危険視している」

　合が点てんがいき、多久美は軽くうなずいていた。

「なるほど。二瀬さんがわたくしを非難しているわけが、ようやく理解できました。軽野さんのためにも負けて欲しくなかったのですね」

「孔明に狙ねらわれて、いいことなど一つもない。それが弟に似ている男ならなおのことだ」

　凍紀の台詞から、皮肉の色がまた消えた。

　アーシェの側に控ひかえている男子生徒、諸もろ角ずみ孔明は新しん武ぶ高校でもっとも力を持つ参謀スタツフである。その名の通り、三国時代の英えい雄ゆう、諸しよ葛かつ亮りようの転生者リバーサー。

　彼の活動が表から見えることはない。表面的な力の行使には興味がなかった。自分のしたいことが整っている環かん境きようなら、目立とうが目立たなかろうがどうでもいいのだ。アーシェの参謀スタツフとなっているのも、一番都合がいいからにすぎなかった。

　孔明の「やりたいこと」を知っている人間はいない。一部では「法に触れること」ではないかと推察している。どうもフリーハンドが欲ほしいらしく、その権限が侵おかされるとみるや、敵意を持って対たい抗こうしてくるのだ。

　孔明の不気味さを知っている人間は少なかった。当人が目立たないようにしているから当然だ。知っているのは、凍紀や多久美といった、成績上位者に限られていた。

「あれが本当に蜀しよくの丞じよう相しようか。陰いん険けんにもほどがある」

　と凍紀。多久美は渋しぶい顔になる。

「健流さんに目を付けたということは、自分の障害になると判断したのでしょうね」

「まったく……ウェリントン公こう爵しやく様も、さっさと追放して欲しいものだ」

「アーシェは孔明さんのことを信しん頼らいしきっていますからね」

　そうでなければ、あんなに近くに置いたりはしていない。孔明自身が巧たくみに取り入ったことも大いに関係していた。

「孔明からも健流を守らなければならん。まったく厄やつ介かいな……」

　凍紀は独り言のように言っていたが、多久美は聞き逃のがさなかった。

「今、健流とおっしゃいました？」

「なにが……あ」

　珍しいことに、凍紀が手で自分の口を押さえる。もちろん多久美は仕草も逃さない。

「あらあら……あの二瀬・フリーダ・凍紀さんが親愛の情を示したのですか。男性を、名前で呼びましたね」

「ばっ……」

　馬ば鹿か、とは言わなかったが、凍紀の頬ほおは薄うすく紅べにを差したようになっている。

「私が、親愛などと……」

「いいのですよ。弟さんに似てますものね。実際に、名前で呼びかけてみたらどうです？」

「そんな必要があるか」

「あるでしょう。現に今、そう呼びましたもの」

　多久美は楽しそうだ。入学して以来ずっと、優位に立たれていた女子生徒の弱みをついに掴つかんだのである。対戦の負けが吹ふき飛びそうなほどであった。

「もう一度、健流と呼んでみてもらえます？　さん、はい」

「本気で怒おこるぞ？」

「怒った貴女あなたも見てみたいものですわね」

　いかにも嬉うれしそうにしている多久美とは対照的に、凍紀は苦虫を奥歯で噛かみ潰つぶし続けていた。

「一生の不覚だ」

「むしろ幸運だと思いませんと。なんでしたら、応おう援えんいたしますわよ。ただし」

　彼女は言葉を切り、多少の本気さを混ぜた。

「わたくしの轍てつを踏ふまない必要がありますが」

「ふん。董と同じことはしない」

　鼻を鳴らす凍紀。多久美は苦く笑しよう。

「そうとは限りません。だって健流さんのことを名前で呼んでしまったのですから」

「まあな」

　凍紀は首を振ふり、雑念を振り払はらっているかのように見えた。

「……じゃあ、名前で呼んでみるか」

　多久美はにこりとする。

「いいことですわね。どのみち、孔明さんとのことで健流さんといることが増えそうですから」
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「レオンの前でやってみようか。嫉しつ妬とで憤ふん死しするかもしれない」

「そんなに強がらなくても」

「…………」

　凍紀は恨うらめしそうに、目の前の女性を見つめる。

「とんだ災難だ。お前を連れてくるんじゃなかった」

「実は友情によるものだったとか言ってもらえると、嬉しいのですけれど」

「互たがいに友人など必要としていないだろう」

「でしたらもう一度、練習だと思って、健流と呼んでみてくださいな」

「誰がするか！」

　凍紀は珍めずらしいことに声を荒あらげて、話を強ごう引いんに終わらせた。








　第三章




　対戦が全すべて終わってから、レオンは健たけ流るを引き連れて、担任のさつきの元へ走った。授業中に行かなかったのは、審しん判ぱん業務を邪じや魔ましたくなかったからだ。別に気を遣つかったのではなく、逆げき鱗りんに触れて成績をおとされたくなかったため。

　さつきは職員室にいなかった。他の先生に訊きくと。

「頼らい先生なら、タバコ吸いに行ったわよ」

「どこですか」

「あっち」

　その言葉に従って行った先は、なんと女子トイレであった。

　レオンは堂々と入ろうとする。健流が動かないので、不ふ審しんの目を向けた。

「なによ、来なさいよ」

「馬鹿。女子トイレだぞ？」

「だからなによ。あんた一生トイレに入らない人間なの？」

「女子トイレには入らねえよ」

「いいから来なさい」

　レオンが健流の腕うでを掴み、無理に引きずり込んだ。

　トイレの奥には小さな窓と換かん気き扇せんがある。さつきはそこでキセルを吹かしていた。

「なんだお前ら。吸うのか？」

「吸いません」

　とレオン。さつきは後ろにいる健流にも目を向ける。

「この変態め。ついに女子の汚お物ぶつに興味を持ったか。いいもんじゃないぞ」

「無理に連れてこられたんですよ！　詳くわしいことはレオンに聞いてください」

　話を振られたレオンは、真正面からさつきを見た。

「先生、対戦のルールですけど、なんであんな連動してるんですか!?」

「公平だろう」

「多た久く美みまで負けたらあたしの生活空間、とっても狭せまくなりそうなんですけど。誰ですか、あんなルールにしたの」

「お前の後ろにいるやつ」

　レオンはぱっと振り返る。健流はそっぽを向いた。

「……健流！　余計なことを！」

「セーフティーネットだったんだ。いけると思った」

「子供の給食費を競馬に注ぎ込んだ父親みたいな言い草止やめなさいよ！」

　さつきは二人を呆あきれたように眺ながめ、キセルを吹かしている。

「いまさら文句つけても遅おそいぞ。そろそろ領土策定が終わったころだ」

「寮りようの!?」

「じゃなくて、教室」

　聞いたレオンは急いで女子トイレを飛び出した。今度は健流を引っ張らなかったが、彼はあとに続いた。

　レオンが先頭になって二年四組の教室に飛び込む。

「きゃー!!」

　彼女は絶ぜつ叫きようした。自分の席が、一番後ろのさらに隅すみに追いやられていた。陽ひも当たらなければ頭上の蛍けい光こう灯とうも壊こわれており、机の代わりにみかん箱が置かれている。椅い子すはなく、床ゆかの上に座るようになっており、丁てい寧ねいに名札まで置いてあった。

「なんだこれー！」

　悲鳴は健流も同じであった。机がやはりみかん箱に化け、レオンのものの隣となりに設置されている。

「あははー、それ、レオンと軽かる野の君のだよー」

　ふわふわした女子生徒が言った。鳥とり須すそなえである。スウェーデン軍の将軍、トルステンソンの転生者リバーサー。

「生徒会の人が来て、新ルール適用するって言ってた。あははー」

「生徒会って、ひょっとしたらあいつ？」

「うん。アーシェちゃん」

　質問に、そなえは「あははー」と言いながら答えた。

　レオンは「くわっ」といった感じで、犬歯を剥むき出しにした。

「あんの陰いん険けん女！　あたしが苦しむことならなんでもやる気なのね！」

　健流は（身から出た錆さびとはいえ）自分の境きよう遇ぐうにくらくらしたが、ふと気がついた。

「……多久美の席は？」

「ここですわ」

　見ると、多久美がちょうど教室に入ってきたところであった。みかん箱を抱かかえて。

　健流の隣に設置する。

「君もそこ……？」

「生徒会の人によると、とりあえず一番低い点数の人に合わせるのだそうです」
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「じゃあ二に瀬せも」

「そうとも」

　凍とう紀きもやってきた。やはりみかん箱を持ってきており、多久美の隣に置いている。

「おかげで私までとばっちりだ。楽しい学校生活にしてくれてありがとう」

「いや……それはおかしいだろ。負けたのは俺と多久美なわけで」

「なんだか知らないが、こうなんだそうだ。軽野、君はアーシェの恨みを買ったんじゃないのか？」

「会ったこともない！」

「じゃあ今会ったわね」

　はじめて耳にする声だった。教室の入り口に誰だれかいた。

　真っ白な肌はだに金きん髪ぱつ。背はレオンと同じくらい低く、顔はレオンと同じくらい生意気そうな少女だった。

　健流はこの少女に見覚えがない。だが噂うわさに聞くアーシェ・ウェルズリーだと見当をつけた。校内トップの生徒会長様である。

　むしろまったく見覚えがないのは、少女の背後にいる男子生徒だった。にこやかな顔をしているが、裏でなにを考えているのかまるで推察できそうにない人物。そしてときおり見せる眼光だけが、やたらと鋭するどい。

　アーシェは男子生徒を教室入り口で待たせると、自らは中に入ってきた。

「ふふふ。いいざまね、レオン」

「……なによ。あんた勝手に入ってきていいと思ってんの？」

「いいのよ。校内トップはなにをしても許されるの」

　彼女は腰こしに手を当ててさも偉えらそうに胸を反そらす。仕草がレオンに似ていた。

「そして新しい机の使い心地ごこちを聞きに来たわけ」

　憮ぶ然ぜんとしてレオンが言う。

「どこに机があんのよ」

「そこのみかん箱。革命フランスじゃ物資不足で机の代用にされたって聞いたわよ」

「みかんなんかなかったわよ！」

　レオンはつかつかと歩み寄ると、アーシェに自分の顔を接近させた。どちらも背せ丈たけが同じなため、文字通り真正面から向き合うようになった。

「なによアーシェ。嫌いやがらせも堂に入ってるわね」

「校内最下位を学校から追い出さなかったのよ。寛かん大だいすぎてバチカンから列聖にされてもいいくらい」

「今のあたしは百番台よ！」

　少しだけレオンのセリフに自じ慢まんが混じる。アーシェは鼻で笑った。

「まだ上に百人以上もいるってことでしょうが」

「じゃあ百番台って認めたのね。もっとまともな席を与あたえなさいよ」

「残念でした」

　今度のアーシェは声を上げて笑った。

「ルール改定によって、当分は今学期はじめの順位から適用されることになったの。つまりあんたは最下位だからそこに座ることになったわけね」

「なんなのそれは！」

　激げつ昂こうするレオン。黙だまって聞いていた健流だったが、ここではじめて口を出した。

「だったらなんで多久美と二瀬も俺たちと同じなんだ？」

「スタッフが同一人物だからよ」

「成績はかなりいいぞ!?」

　多久美も凍紀も順位は十番以内だ。アーシェはよく知っているはず。

　だが肝かん心じんの彼女は一いつ顧こだにしない。

「平均値じゃなくて一番低い人に合わせることにしたから」

「そんなのありか!?」

「最初は違ちがったんだけど、ルール改定を言い出した生徒がいたのよね。それでもう一度手を加えたら、あら不思議。あんたたちは床に座ることになったのよ」

「ぐ……」

　健流は歯を噛かみしめる。一見筋が通っているが、ようするに「自分たちの都合のいいようにした」ということである。職権濫らん用ようの見本みたいな少女であった。

「だいたい勝てばよかったわけじゃない。それが余計なルール改定を目もく論ろんだあげく負けちゃったら、ペナルティを受けるのは当然でしょう。ギャンブルは敗者が身ぐるみをはがれるのよ」

「…………」

　返す言葉もない。余計なことをしなければとの後こう悔かいばかりが健流に押し寄せる。アーシェの言い方はきつくて、胸に刺ささる。

「というわけで生徒会からの差し入れ」

　アーシェは健流にスポーツ新聞を渡わたす。

「床に敷しいて座りなさいな。そのままじゃ冷えるわよ」

「新聞紙だって冷えるよ！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、中なか継つぎ炎えん上じようって書いてあるから」

　アーシェは少女マンガに出てくるヒロインのライバルみたいに笑うと、教室から出て行った。

「くそ！」

　健流は罵ののしり、スポーツ新聞の一面を見た。動物をマスコットにした球団の中継ぎ陣じんが打ち込まれた、みたいな見出しが躍おどっていた。確かにジョアンとユージェニーに負けたときも、炎上したような気分だった。

「結局、教室の後ろでみかん箱かよ」

　文句を言うが、もはやアーシェはいない。代わりにレオンが睨にらみつける。

「あんたが負けたからじゃない。せっかく負けないように祈いのってたのに」

「祈った？」

　レオンは慌あわててそっぽを向いた。

「なんでもないわよ。それより！　もうすぐ授業がはじまるっていうのに、新聞紙とみかん箱なのよ！」

「仕方あるまい」

　と言ったのは健流ではなく凍紀。

「従うさ。校内一位の決めたことだからな」

「なーによ。なんで二瀬がそんなに素す直なおなのよ」

「なにしろ私は品行方正素直な優等生で通っているからなあ。ついでに言うと性格もいい」

「詐さ欺ぎ師しだってもうちょっとマシな嘘うそをつくわよ」

「手厳しいな。私の将来の夢は世界を股またにかけた詐欺師だというのに」

「なんか理由があって黙ってんじゃない？」

「どうだろう」

　凍紀はしらを切っている、ようにしか見えなかった。

　他方、多久美はというと、すでにみかん箱の上に教科書を広げ、その前に正座していた。

　レオンが憮然としながら言う。

「多久美までなんで素直なのよ」

　董とう卓たくの転生者リバーサーは、ちらりと目を向けた。

「心を平へい穏おんに保つことが、将来勝利することの秘ひ訣けつです」

「腹を立てて村を丸ごと燃やすのがあんたのやり口でしょう」

「乱暴な手段は嫌きらいです」

　それだけを言い、彼女は太ふと腿ももに手を置いて黙もく祷とうをはじめた。

　レオンは「時代遅おくれの儒じゆ教きよう主義」と罵ってから、矛ほこ先さきを凍紀に戻もどす。

「あんたら、もしかしたら裏切るつもりじゃないでしょうね。今我が慢まんすれば将来有利なポストに就つけるとか」

「なるほど、それはいい手だ」

「こら！」

　例によって凍紀は、レオンに皮肉っぽい目を向けた。

「たまにはこういう気分も悪くはないだろう。何しろ最下位扱あつかいなんて初体験だ」

「あたしはしょっちゅう体験してるわよ」

「ベテランか。色々ご教授願いたいな」

「これから嫌でも味わえるわよ！」

　罵り半分に告げる。

　凍紀はもはやレオンに付き合うつもりがなくなってしまったようで、多久美の隣となりに座ってしまう。文句を言う相手がいなくなったレオンは、健流に怒いかりの奔ほん流りゆうを向けた。

「あんたはこんなんでいいの!?」

「いいわけねえだろ」

「なんで落ち着いてんのよ」

「俺のせいだからな。ちょっとへこんでいる」

「へこむとか、鍋なべの底じゃあるまいし」

「本当だよ」

　張りのない声に、レオンはきょとんとした。

　これは健流の本心である。どうにも心のテンションが上がらない原因であった。教室に戻った直後はまだ大丈夫だったが、アーシェに現実を突つきつけられ、気分が沈しずみ込んでしまったのだった。

　健流の台詞せりふに、レオンは目をしばたたかせた。それから狼ろう狽ばいして手をばたばたさせた。

「な、なによ、らしくない。一番目指すんでしょ。もっと騒さわいだり怒おこったりしなさいよ」

「反省してるんだ」

「元に戻んなさいよ。あ、あたしを怒ど鳴なったり罵ったり馬ば鹿かにしていいから。いつも言ってるじゃない、やかましいとか貧ひん乳にゆうとか」

「言っていいのか？」

「やっぱり貧乳は駄だ目め。そうじゃなくて、元気出してってば」

　健流はじっとレオンを見つめた。

　彼の弱よわ音ねが本心だったように、彼女の心配も本心であった。他人を気き遣づかう雰ふん囲い気きが全身から出ている。

　レオンのこのような姿を見るのははじめてであった。いつだって傲ごう慢まんでやかましく、放ほうっておけば地球の裏側まで走りそうな少女が、ひとの心配をしているのである。

「……元気は出すようにするよ」

　彼の台詞に少女は安あん堵どのため息を漏もらす。

「じゃああたしと一いつ緒しよに抗こう議ぎを」

「それはやらない」

「なんでよ！」

「今、文句をつけたってしょうがない。これも俺のせいなんだ。もっとまともな手段で挽ばん回かいできるように考えるさ」

「そんなのあんの？　スペインみたいにレジスタンスした方がよくない？」

「ゴヤの絵じゃないんだからさ……なにかあるはずだよ」

　と彼は自分に言い聞かせるように呟つぶやくと、あとは無言になって新聞紙に腰を下ろした。




　　　　○




　みかん箱での授業は楽しいものだった、というのは後から思い出して語れるもので、受けている間は身も心も寒々しいものであった。

　箱は傾かたむいていてシャーペンは転がってばかりであり、底板がふわふわするものだから板書がしづらい。第一目線が下がっていて黒板がよく見えない。これが天国だと思う人間がいたら立派なマゾヒストであった。

「まあこれはこれで貴重な体験だ」

　と言っているのは、凍紀である。

「バスティーユ監かん獄ごくだと思えば回かい顧こ録のいいネタになる」

「なによ、革命にケチつけんの？」

　みかん箱にかじりついたままのレオンが嫌いや味みっぽく言う。小こ柄がらなせいか、その姿が妙みように似合っていた。

「立場的にケチをつけた方がいいだろうな。なにしろ私の前世は専制君主だ」

「国王がパンさえ渡してりゃあんなことにはならなかったのよ」

　レオンはぶつぶつ言いながら、さつきの授業に耳を傾けた。

　教室内のスペースに変動があったのは、レオンたちばかりではなかった。成績に直結しているものだから、王おう侯こう貴族みたいなデスクを使っているものもいれば、肘ひじを動かすと隣にぶつかるところで授業を受けているものもいる。ただみかん箱はさすがにない。

「さっさと勝たないと、こんな不ふ遇ぐうから脱だつ出しゆつできないわよ」

　レオンはそう言いつつ、さりげなく隣を気にする。

　健流は黙だまって授業を聞いていた。

「ちょっと」

「ん？　なんだ？」

「なに黙ってんのよ」

「だって授業中だろ」

「騒げとは言わないけど、もっと存在感出しなさいよ。まだ落ち込んでんの？」

「どうかな」

　健流は気のない返事をした。彼としては半々くらいの心境である。次回の対戦が迫せまっているので、そちらに気持ちを振ふり向けなければならないこともある。そのため落ち込み続けることも許されず、なんとなく浮ふ上じようの気配はあった。

「せめて次の対戦までには戻んなさいよね」

「そうだな」

　こう答えたのは健流ではなかった。一番端はしにいた凍紀である。

「でないと私が困る」

「なんであんたが」

「次の対戦は私の番なんだ。健流には頑がん張ばってもらわないと」

「はあ!?　なによそれ！」

　レオンは立ち上がりそうになる。

「順番にケチをつけてもはじまらないぞ」

「そうじゃないわよ！　今名前で呼ばなかった!?」

「おや気づかなかった。健流を健流と呼んだか」

　いかにもわざとらしく、凍紀は言った。レオンは授業中にもかかわらず、だんだんと声が大きくなる。

「今まで呼んだことなかったでしょう！」

「この方が楽しそうなんだ。私が。何度も言うが、次に対戦があるのでね。多少のことは我慢してもらおう」

「多少じゃないわよ！　今まで健流のことなんか全然関心なかったくせに……」

　いきなり凍紀は手を挙げて、さつきの注意を引いた。

「先生、ちょっと質問が。授業中に激げつ昂こうするクラスメートに対処するにはどのような方法があるのか……」

　レオンは急いで彼女の質問を打ち消す。

「なんでもないです、なんでもないです！」

　さつきはかなり不ふ審しんな視線を向けていたが、そのまま授業を続けた。

　レオンは小声で言う。

「やっぱあんた性格悪いわよ！　思った通り」

「皆みんなの期待に応こたえているつもりだ。では健流、今日の授業が終わったら私と訓練といこうじゃないか」

「ああ……分かった」

　彼は彼で、突とつ然ぜん名前で呼ばれたことに戸と惑まどったままだった。




　授業が終わると、健流は凍紀に引っ張られた。

　物理的に引っ張られたわけではなく、「こっち」と言われたので従ったのである。訓練のためだ。

　校舎から外へ。寮りようへの道を歩いた。健流は凍紀の後ろをくっついていった。

「なあ、どこで訓練するんだ？」

「見て分からないか？　寮だ」

「外でやるんじゃないのか？」

「外じゃなくてもいいだろう」

　凍紀は振り返る。

「ところで、私の隣に並ばないか」

「なにかくれるのか？」

「気の利きいた返しだ。別になにもあげない。ただ私がいい気分になりたいだけだ」

　反論する間もない。凍紀の方から横に並んだ。

　健流は不審そうに訊きいた。

「なんだよ、いい気分って」

「そんなに警けい戒かいするな。掏す摸りを働くわけじゃない」

「痴ち漢かん……痴ち女じよかもしれないだろ」

「ほう」

　健流は突然、尻しりのあたりがもぞもぞして悲鳴を上げた。

「うわっ、なにするんだ！」

　急いで飛びすさる。凍紀は面おも白しろそうにしていた。

「凄すごい取り乱し方だな」

「今、触さわっただろう！」

「触った」

　凍紀はあっさり認める。

「昔はよくやったんだ。弟とスキンシップをするのが好きで」

「だからって俺にもすんのかよ」

「こんな美人に触られたんだ。もっと喜んでいいんだぞ」

　自分で言うとはとんだ厚顔ぶりだが、美人なのは確かである。とはいえ、いきなり尻を触られたら驚おどろきもする。

　心臓の鼓こ動どうが大きくなっているのが分かった。

「ああ驚いた」

「驚き方が新しん鮮せんで、私としても大変楽しい」

「もうやめてくれ。せめて断りを入れてくれ」

「じゃあそうしよう」

　彼女はそう言い、また隣となりに並んで歩き出した。

　河かわ越ごえ寮に到とう着ちやくする。引っ越こした当初は小こ綺ぎ麗れいに見えた建物だが、取り壊こわすと聞いた途と端たんに古ぼけて見えるようになっていた。

「ぼやぼやしているとすぐに越すことになるぞ」

「また荷物をまとめるのかよ。面めん倒どうくせえ」

「私は引っ越すのに使った段ボールを、まだとってある」

　物持ちがいい女性であった。

　正面玄げん関かんを抜ぬけ、健流は一階の自室へと向かう。凍紀も方向が同じ。

　部屋が隣同士なのだから当たり前だが、それでも彼は質問してみた。

「どこで訓練をするんだよ」

「君の部屋」

「はあ!?　そんなので訓練になるのか？」

「董は君とほとんど接しなかった。私は逆をする」

　彼女は本当についてきた。もしかしたら自室に帰るかと思ったが、素そ振ぶりすら見せない。

　健流は自室の鍵かぎを開けると、仕方なく「どうぞ」と招き入れた。

　入室した凍紀は、興味深げに室内を眺ながめていた。

「造りは二瀬のところと同じようなものだろ」

「そうだが、やはり男子の部屋だからな。入るのは弟のところ以来だ。妙に懐なつかしい」

「これに座ってくれ」

　健流は一つしかないクッションを凍紀に渡わたすと、自分は床ゆかに直接腰こしを下ろした。

「そんで、訓練はどういうことするんだ。二人で座ざ禅ぜんでも組むか」

「それも悪くないが、基本的なことからいこう。私たちの対戦相手が誰だれかは承知しているか？」

　私たちのという台詞せりふに感情が籠こもっている気もしたが、とりあえず健流は今朝見たばかりの対戦表を思い出すことにした。

「ええと……確か手て島しま安あん梨りって生徒だ」

「正解。安梨はテュレンヌのリバーサーだ」

「げ……」

「校内順位は二位」

　凍紀はあっさりと言うが、健流は座ったまま眼めを回しそうになった。

　テュレンヌは三十年戦争で大活かつ躍やくしたフランスの将軍だ。フランス史上六人しかいない大元げん帥すいの一人でもある。撤てつ退たいする軍の後衛を務めた際に敵の将軍と剣けんを交えたという武勇もさることながら、フランス王国を大国へと押し上げた軍功、敵にすら尊敬された人格など逸いつ話わには事欠かない。

　健流もにわか知識ながら、そのあたりのことは知っていた。なにせフランスの軍人なので、ナポレオンの勉強をすると自然と出てくるのである。しかもナポレオン自身が尊敬していた。

「なんでそんな大物が……」

「そこまでは知らない。実力は嘘うそじゃないぞ」

「嘘であってくれ」

「残念ながら本当だ」

　校内二位ということは、眼前の女性よりも勝率がいいのだ。無論その上には、アーシェが存在しているのだが。

「こないだ四位と五位と戦ったばかりなのに」

「どうせアーシェか孔こう明めいの陰いん謀ぼうだろう。次から次へと君に強い相手を当ててるみたいだな」

「そんなに負かしたいのか」

「そうなんだろうな。君の心を折って、立ち直れないようにするんだろう」

　どうしてそこまでするのか、彼には見当もつかなかった。なんとなくアーシェではなく、孔明という人物の仕し業わざとは思える。

「どんな人間と対戦するんだ？」

　彼の質問はテュレンヌではなく転生した安梨のことだったが、凍紀は察してくれた。

「弱気で病弱。よく病欠している」

「……対戦できんのか？」

「対戦をやらせれば強いんだ。スタッフのルイと仲よくやっているのも大きいのだろう」

　このルイというのは、コンデ公ルイ・ド・ブルボンのことだった。テュレンヌとは同世代の軍人である。

「テュレンヌもコンデ公も、肖しよう像ぞう画がをみると厳いかついけどなあ」

「そのあたりは転生だからなあ。私だって見たとおりか弱い乙おと女めだ」

「……嘘つけ」

　健流はついケチをつけた。凍紀に「か弱い」という単語ほど似合わないものはない。むろん筋肉質ではないが、一本芯しんが通って見えるのだ。

　凍紀はわざとらしく口元を押さえ、「うう」と声を漏もらした。

「傷ついた。女扱あつかいされていない。もう駄だ目めだ。次の対戦でも負ける」

「女扱いしてるだろ！」

「君は私と親しくしてくれない。多久美と組んで負けた原因がそこにあるというのに」

「だって二瀬が、一人が気楽っていつも言ってるじゃないか」

　健流はぼやいてあぐらをかいた。誰もが思っていることだが、凍紀こそ孤こ立りつを好み他者と一いつ緒しよにいたがらない。普ふ通つうはふと寂さびしくなって人ひと恋こいしくなるものだが、常にけろっとしているのである。特とく徴ちようである皮肉癖ぐせも、一人でいるためにわざとやっているのではと思われていた。

　凍紀は健流の言葉に答える。

「相手にもよる。共に生きたい人物だって出てくるものだ」

「そいつを連れてきてくれ。誰だか見てみたい」

「鏡を渡そうか？」

　ぎょっとする健流に、彼女は続けて言う。

「本心だ」

　彼はなにも言い返せなかった。眼前の女性の雰ふん囲い気きが柔やわらかくなり、いつものとげとげしさが抜けているような印象を受けていた。

　凍紀はにじり寄ってくる。

「私と君はもっともっと親しくなる必要がある」

「おい……相手はテュレンヌとコンデ公のペアだろう。もっと戦術的な訓練をした方がいいんじゃ」

「君の能力のことは信じている。リバーサーとスタッフの繋つながりが強くなれば、軍だって強化されるんだ」

「そりゃそうだが……」

　さつきから聞いたことで、嘘ではない。だが彼としては、目の前のクールビューティーと関係を深めるなんて想像の埒らち外がいであった。

　気がつくと、健流の膝ひざは彼女の膝とくっついていた。

「……ちょっと近すぎないか？」

「そうか？」

　凍紀は健流の顔を覗のぞき込むようにしている。

「私は以前、よくこういうことをした」

　誰と、と訊きたくなったが言わなかった。想像がついたからだ。恐おそらく、彼女が今まで唯ゆい一いつ心を許した人間。

「今もするのか」

「君を見てるとしたくなるんだ。君は緊きん張ちようしているのか？」

「当たり前だろう」

「リラックスしろ。私にはそれが理想だ」

「難題を押しつけないでくれ」

「七年戦争で周囲全すべてを敵に回したことに比べれば、相当楽だぞ」

　凍紀は健流を見つめている。その瞳ひとみは深く澄すんでいて、飛び込んだらどこまでも潜もぐっていけそうだ。つややかな黒くろ髪かみと共に、美しさを担になっている。

　吐と息いきがかかりそう。

「……健流？」

「なんで名前で呼ぶ」

「そこは突つっ込むな。健流、お願いがある」

　凍紀はまっすぐ目を見て言った。

「抱だきしめてくれ」

「え……」

「私を抱きしめて欲しい。ゆっくりと、優やさしく」

「前にもあった」

「あのときは私から抱いた。今度は君からして欲しい……弟みたいに」

　断る選せん択たく肢しは、多分ない。

　健流は慎しん重ちように、凍紀の背中に手を回していく。彼女は寄りかかるように倒たおれてきた。

　ぎゅっ。意外と細い身体からだ。凍紀も彼の背に腕うでを回している。互たがいに存在を確かめるように、抱いていた。

　健流は呟つぶやく。

「……これで安梨に勝てるのか？」

「どうだろう」

「意味ないだろ」

「私にはあるんだ。君と関係を深めたい。もっと」

　健流は耳を澄ます。彼女は呟いている。だが聞き取ることはできない。

　二人とも、しばらくそのままでいた。耳が痛くなるほど部屋の中が静かになっている。

　やがて、どちらからともなく離はなれた。

「ありがとう」

　凍紀が見たこともないような微笑ほほえみを見せた。

「元気が出た」

「……これで？」

「ああ。これなら安梨に勝てるだろう」








[image: ]








　と彼女は言った。

　健流はどこか釈しやく然ぜんとしない。ただ抱き合うだけで、そこまで確信が持てるのだろうか。

　いや、多分理由はそこではない。抱き合った行こう為いそのものではなく、なんで抱き合ったかが問題なのだ。

　凍紀が立ち上がる。

「ではこれで帰らせてもらう」

「もう？」

「おや。健流は女にこれ以上を求めるのか。やはり男は油断がならないな」

「そうじゃない！」

「下手な訓練は必要ない。十分だ」

　彼女はドアノブに手をかけ、開けてから振ふり向いた。

「幸せだったよ、健流」

　ドアが静かに閉まる。

　健流は茫ぼう然ぜんとしていた。徐じよ々じよに気を取り直す。

　室内にはまだ彼女の余よ韻いんがあった。誰だれにともなく呟く。

　だけど二瀬、俺は弟じゃないよ。

　幾いく度どか繰くり返すころには、凍紀の余韻は消え去っていた。




　　　　○




　対戦の日。午後。

　曇どん天てんだった。朝方は雨が降っていたので、地面はところどころぬかるんでいる。これくらいなら中止になることはない。それこそ集中豪ごう雨うでもないかぎり。

　健流と凍紀にとって、雨がないのはありがたかった。雨というより、凍紀は雷かみなりが苦手なのだ。予報によると徐々に天気は回復するそうで、心配することもない。

　今回の対戦場所も、やはり校舎から離れた草地だった。

「準備はいいか」

　担任のさつきが訊きいてくる。健流は「はい」と返事をし、凍紀はうなずく。

　対戦相手の安梨とルイは、三年五組の所属である。校内二位の実力者ということで、野次馬も多い。

　健流は安梨とルイを探して、しきりにきょろきょろした。

「あれ……どこにいるんだ？」

「そこだ」

　凍紀が指をさす。野次馬に埋うもれるようにして、少女の姿があった。

　背が低いわけでもなければ痩やせぎすなわけでもないが、なんというか存在感に乏とぼしかった。顔立ちも平へい凡ぼんで特徴がなく、きらびやかさがない。化け粧しようはしているのだろうが、それでも「その他大勢」に埋まい没ぼつしていた。

「……なんだか明日あしたになったら忘れそうだな」

　我ながら失礼な感想だと思ったが、凍紀も否定しない。

「それが特徴だ。病欠しがちなんだが、クラスメートも担任も気がつかないことがあるらしいぞ」

「すれ違ちがっても絶対に気がつかないな」

「安梨のことを忘れないのは、ルイくらいだろう」

　参謀スタツフのルイは安梨の隣となりにいた。日本人ではなく、浅黒い肌はだと彫ほりの深い顔立ちをした男子である。

「あれがルイ？」

「フランス籍せきだ。アルジェリア系らしい」

　あとで知ったが、フランスから「大コンデ公のリバーサーなのだから、卒業したら必ず帰国するように」と厳命されているという。

　さつきが「そろそろやるぞー」と叫さけんでいる。せわしなく笛を吹ふいているあたり、また男に逃にげられたのだろう。

　レオンと多久美は見物に回っている。どちらも無言のまま。ただレオンはなにか言いたそうで、健流はその顔色から「領土を広げるんだから勝て」なのだろうと察した。

　彼は凍紀に言う。

「負けられねえな」

「もちろん」

「斜しや形けい陣じんでいいよな」

「ああ。フリードリヒの戦法といったらそれだ」

　レオン＆健流との対戦では斜形陣にこだわって敗北したが、勝ちきるつもりだ。たいした自信だった。

　安梨とルイもこちらを向いている。ルイはともかく、安梨の目立たない姿にはどこか不安を感じるものすらあった。

　さつきが時計兼けんストップウォッチを確かく認にんする。笛を口に銜くわえた。

「はじめー！」

　同時に凍紀が言う。

「フォースコール、プロイセン軍」

　黒っぽいミニチュア兵が出現する。綺き麗れいに陣形が整っていた。

　健流は感心した。レオンなんかが召しよう喚かんすると、どこかいい加減で乱れているのだ。

「さすが二瀬だ。安梨は……げっ！」

　彼は悲鳴を漏もらす。出現したフランス王国軍が、遮しや二に無む二に突つっ込んできたのだ。百ゆ合りの紋もん章しよう（フランス王家の旗）がすさまじい勢いで突とつ進しんしてくる。

「いつの間に召喚したんだ!?」

「安梨はあれが得意だ。テュレンヌ自身がブライザハ市を急きゆう襲しゆうで陥かん落らくさせている」

　慌あわてる健流だが、凍紀は平然としている。

「大だい丈じよう夫ぶだ。受け止める」

　その言葉通り、プロイセン軍は真っ正面から対たい抗こうしていた。戦列がたわむが、兵は踏ふみとどまっていた。

　マスケット銃じゆうの射しや撃げき音と硝しよう煙えんで、騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きになった。おかげで健流は状じよう況きようを把は握あくするのに苦労する羽目になった。

「なんで全戦線で戦いがはじまるんだよ」

　人間の眼めは二つしかなく、左右を同時には見られない。優先順位を付けて判断しなければならなかった。

　凍紀が鍛きたえ上げたプロイセン軍はさすがといってよく、一万四千の軍勢に乱れは少ない。ステータスを表わすＦＯＡフオース・オブ・アームスも高い数値を保っていた。

　健流はもっぱら、そのＦＯＡを注視していた。

（前に戦ったときよりも、バーが伸のびてるな……）

　ということは、部屋で抱き合ったことが好こう影えい響きようを与あたえているのだろうか。なんとなく気き恥はずかしくなり、少し下を向く。

「よそ見をしないでもらえるか」

　凍紀に注意された。慌てて前方を見る。

　ＦＯＡついでに安梨の頭上を確認しようとした。カラーバーがよく見えない。恐おそらく出現しているのだろうが、存在感と同じくらいかすれていた。

（伊だ達てに目立たないわけじゃないんだな）

　妙みような感心をする健流。しかしこれでは、相手に合わせた采さい配はいができなかった。

　相手は一いつ斉せいに攻こう撃げきしているかのように見えて、柔じゆう軟なんに対応していた。後方にはきちんと予備が控ひかえている。ときおりルイと会話をしているが、小声すぎてなにを喋しやべっているかは聞こえない。

　その態度が、どうにも余よ裕ゆうがあるように思えてきた。

「相手に先手を取られたぞ」

「まだ平気だ」

　健流の台詞せりふにも凍紀は余裕で返す。

　また安梨とルイが言葉を交かわしている。安梨はうんうんとうなずき、同時にフランス王国軍右う翼よくの圧力が増した。

　プロイセン軍から見れば左翼にあたる。衝しよう撃げき度の強さに、健流は驚おどろいた。

「いきなり攻撃が激しくなった……？」

「ＦＯＡを鍛え直しているんだろう。スタミナ系を上げれば、戦い続けても体力が残る」

「その分なにか減ってて欲しいぞ」

　観客は息を呑のんで戦況を見つめていた。ここまではまったくの互ご角かくである。これからどうなるのか。

　今のところは、フランス王国軍に疲つかれは見えない。徐々にだが、プロイセン軍は押されつつあった。

「危ないかな……」

「平気だろう。私と君がいる」

　信しん頼らいしてくれているみたいだが、どうも嫌いやな予感が拭ぬぐいきれなかった。

「……二瀬。左翼と中央を下げよう」

「もうか？　特別に不利になってはいないぞ」

「左翼の後方は丘おかだ。上に登らせれば、少数でも持ちこたえられる」

　丘といっても人間が登るようなものではなく、ただの地面の盛り上がりにすぎないが、ミニチュア兵にとっては立派な丘きゆう陵りようだ。そして丘なら有利になるというのも、確かであった。

　凍紀はほんの少しだけ顔を渋しぶくする。

「わざわざこの局面から引くのか？」

「妙な予感がするんだ」

　それがなにかは分からない。ただ賭かけは、背中を押されているような感かん触しよくがあった。それも、対戦する前からずっと。

「……分かった」

　凍紀はまず中央部から後退させる。連動するようにして、左翼も下がらせた。

　逆に右翼部は前進させる。右方面から殲せん滅めつしていく手法で、フリードリヒ大王というより、テーバイの将軍エパミノンダスの戦い方に似ていた。

「攻撃力のＦＯＡは私の方が多いはずだ」

　凍紀が呟つぶやく。それはそうで、通常ならこれでもかなり戦局は有利になったはずだ。だがさすがはテュレンヌとコンデ公のコンビである。隊列に乱れは生じていない。兵数は減少しているが、踏みとどまっていた。

　左翼はというと、フランス王国軍は引き続き攻こう勢せいを強めている。

　嫌な予感が増した。彼は凍紀の顔を見た。

「左翼をもっと早く丘に上げよう」

「それでは撤てつ退たいと同じだ」

「その前に部隊がなくなっちまう」

「それほど不利には見えないぞ」

「負けてからじゃ遅おそい！」

　思いがけず、強い言葉が出た。凍紀は健流を見つめる。

「本当に進言か？」

「……ああ」

「じゃあ、健流に従おう」

　プロイセン軍左翼が一斉に引いた。それを見て安梨が喜んだ、気がした。

　フランス王国軍が猛もう然ぜんとしたアタックをかける。プロイセン軍のミニチュア兵多数が、宙を舞まって消しよう滅めつした。

　兵数が二千以上も一気に消滅する。

「なっ……！」

　健流の口から衝撃が漏れる。それと、後こう悔かい。

　下がりかけたところへの一撃は効果的だった。安梨は大喜びでフランス王国軍をぶつけてきたのである。いつのまにか敵の予備兵まで進出しており、瞬またたく間まに左翼は壊かい滅めつ状態に陥おちいった。

「やばっ……」

「防ぐ！」

　凍紀の対応もさすがで、予備で穴を埋うめようとすると共に、中央部で敵をひきつけにかかる。勝負は左翼が全壊する前に予備を到とう着ちやくさせて、安定させられるかどうかにかかっていた。

　観客から歓かん声せいが上がった。

　フランス王国軍が上回ったのだ。予備到着前にプロイセン軍左翼を消滅させると、中央部に矛ほこ先さきを転じていく。圧力はさきほどよりもさらに増した。

（ロクロアの戦いかよ……！）

　健流の頭に後悔の念が渦うず巻まいた。テュレンヌの戦歴でもひときわ輝かがやく勝利と、同じことが目の前でおこなわれているのだ。

　凍紀が歯を噛かみしめる。さすがにプロイセン軍は踏みとどまってはいるが、兵の減少に歯止めがかからない。すでに半分が消えていた。

　中央部も崩ほう壊かいがはじまる。六千、五千、四千、能力的には互角のため、いったんバランスが失われると挽ばん回かいすることは不可能だった。健流の目の前に、敗北の波が押し寄せる。

　さつきの笛が鳴らされたが、彼には聞こえていなかった。

「はい終わりー」

　そこでようやく我に返る。気づいたら、プロイセン軍は全滅して、フランス王国軍が凱がい歌かを上げていた。

　健流は顔を覆おおいたくなった。実際に覆っていた。

「……負けたか」

　凍紀が呟いた。表面上はショックを受けてるように見えなかった。あくまで表面だけだが。

「すまん。俺のミスだ」

「そうだな、君のミスだ……が、敗北の責はリバーサーにもある」

「いや、どう見たって俺の判断ミスだよ」

　あそこで後退させてはいけなかったのである。多久美の時は過あやまちを止められなかったが、今度は健流自身がミスをしていた。

　安梨とルイは多分喜んでいる。多分なのは、本当に喜んでいるのか分かりづらいから。そして彼は確かめに行く気になれない。

　凍紀はいつもの皮肉っぽさを出さなかった。

「次に賭ければいいだろう」

「いや……すまない」

　彼は頭を下げた。

「次はないと思う」

「何な故ぜ？　私は構わないぞ」

「今日、組んで分かった。二瀬が俺に求めているものは与えられない。ずっと嫌な予感がしてたんだ。対戦のことだと思っていたんだけど、違ちがっていた」

「…………」

「俺と二瀬の間にはズレがある。多久美との間にもあったけど、多分もっと深刻だ」

「だったら直せばいいだろう」

「直らない」

　観客には分からなかっただろうが、健流ははっきりと凍紀の顔色の変化に気づいた。焦あせりと、落らく胆たんと。

「直せるはずだ。私と健流なら……！」

「無理だ。二瀬だって気づいているだろう。俺は……弟じゃないんだ」

　その台詞を聞き、凍紀が口をぱくぱくさせる。何度も言葉を発しようとしては、中断していた。

　やがて、全すべてを悟さとったかのように首を振ふった。

「そうだな……君は弟じゃない」

「すまない。だけど俺と二瀬とじゃどうやったって関係は深くなりようがないんだ。ＦＯＡだってもう上じよう昇しようしないだろうし、対戦でどっちかの判断ミスが出る。いい結果は生まないよ」

　彼はそう告げた。

　現実を突つきつけるのが残ざん酷こくなのかどうか。今は不明だ。だが凍紀に肉親の情愛を求められても、提供できないことは分かりきっていた。彼の予感の正体は、このことだったのである。健流は一個の人格であり、彼女の死んだ弟ではない。

　そしてこのズレを放置したままペアを組んでも、勝利は望めなかった。

「君の言うとおりだ」

　と凍紀。

「このままでは、勝利はおぼつかないだろう。私はスタッフ候補を失ったわけだ」

「悪かった。でも、俺と組まない方が二瀬の勝率は上がるよ」

「私もそう思う。やはり男は嫌いや味みを言うだけの相手にしてる方がよさそうだ」

　彼女の口調には、いつもの皮肉が戻もどっていた。

「それで、君はこれからどうするのだ。レオンのスタッフを続けるのか？」

「まあな。それが一番よさそうだ。だけど今回負けたから、あいつからまた嫌味言われそうだなあ」

「嫌味どころじゃないわよー？」

　背後から声がかかる。誰だれのものかは振り向かなくても分かる。

　レオンは自分から健流の前に回った。

「この馬ば鹿か！　なんだって安梨に負けちゃうのよ！　いつまでみかん箱を続ける気なの!?」

　彼は罵ば声せいを聞いてなんだかほっとしつつも、反論した。

「あれはお前の前の成績が基もとになってるんだから、ここで勝とうが負けようが関係ないと思うぞ」

「だからって負けていいことにはなんないのよ。実力で負けそうだったら、せめて口で勝ちなさいよ。ロベスピエールだって、最後はろくに喋しやべらなくなってギロチン送りになったんだから」

「例が物ぶつ騒そうだ」

「勝てばいいことがあんのよ！」

　さすが勝利欲求だけは全校一と目されるだけある。まったくぶれることがなかった。

「理解してるよ。お前のとこで全力を尽つくす」

「そうよ。最初からあたしのとこだけでスタッフやってりゃよかったの」

「釈しやく然ぜんとしないなあ」

「なんでよ!?」

　彼は激げつ昂こうしているレオンの肩をぽんぽん叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶ、お前のとこで戦うよ。それが一番だって俺も分かったから」

「ふん。もっと早く素す直なおになんなさい」

「だけどせめて、二瀬には別れを告げさせてくれ」

「なにその恋こい人びと感覚」

　恋人じゃなくて肉親だけどなと呟いてから振り返った。が、凍紀の姿がない。

「ありゃ。もう帰ったのか？」

「さあ？」

　レオンも背せ伸のびをしてあたりを見回す。凍紀の黒くろ髪かみはどこにも発見できなかった。




　対戦場所から少し離はなれたところに、凍紀はいた。彼女だけではなく多久美も一いつ緒しよ。二人の他ほかには曇くもり空だけで、鳥や虫の気配もない。

　二人は並んで歩いていた。あえて誰もいないところを選んでいた。理由は述べるまでもない。

「負けましたね」

　多久美の台詞せりふに凍紀はうなずいた。

「ああ。董と同じだ」

「皮肉が言えるようなら、まだ大丈夫だと言いたいところですが……わりとショックのようですね」

「勘かんが鋭するどいとは嫌な女だ」

「いつもやられていますから、これくらいはやり返しませんと」

　言葉と裏腹に、彼女の語調に優ゆう越えつ感は含ふくまれていない。気を遣つかっているのだ。

「健流さんに惑まどわされましたか」

「魔ま性しようの男というわけでもない。私が彼に求めるものが違いすぎた。それだけのことだ」

「健流さんを尊重していませんね」

「そうだな。報むくいを受けるのは当然だろう」

　妙みようにさばさばした感もある。凍紀なりに、折り合いをつけていた。

　風で黒髪が揺ゆれる。

「……それにしても、私が負けることで快かい哉さいを叫さけぶ人間が出てくるのはしゃくに障さわるな」

「そんなこと気にもしないくせに」

「話題の種を提供するのも悔くやしいじゃないか。金も貰もらってないのに」

「負けた代だい償しようというものです」

「いつか話題にした全員から取り立てよう」

　本当にしそうなところが、凍紀という女性であった。

　校舎が見えてくる。その右手側には、そびえ立つワーテルロー・タワー。

「ジョアンとユージェニーに敗北し、安梨にも負ける。孔明の思おも惑わく通りだ」

「あら。やはりアーシェではなく、あの方の仕し業わざだとお思いですの」

「まあな。理由はいまいち掴つかめないが……」

　凍紀はワーテルロー・タワーの住民たちとは距きよ離りを置いている。そのことが彼らの魂こん胆たんを察しきれない原因ともなっていた。

　多久美も首を振る。

「二瀬さんに分からないのでしたら、わたくしにも分かるはずがありませんね」

「そう言うな。人間どこかに取とり柄えはある」

「もう二、三回負ければ、皮肉癖ぐせはなくなりますか？」

「私からアイデンティティを奪うばわないでくれ。孔明の計画というよりは、アーシェに関係していることだとは思う。あの娘むすめは、レオンを目の敵にしているからなあ」

「だとしたらお二人に関かかわってくるのでしょうね」

　そこまで言ってから、多久美はほんの少しだけ悔しさを滲にじませた。

「なんてことでしょう。わたくしがレオンのことまで心配するなんて」

「軽野のせいだな。董はまだあの男を諦あきらめていないと見える」

「あなたはどうなのです。弟さんの次は、男性として見るのでは？」

「そんなことをここで告白するほど、愚おろかじゃあない」

　凍紀は恨うらめしそうな視線を浴びせる。二人は多少の緊きん張ちようをはらみつつ、教室へと戻っていった。








　第四章




　それから数日が過ぎた。

　新しん武ぶ高校の序列には変化が起こっていた。七位の多た久く美みと三位の凍とう紀きが相次いで敗北したため、順序が入れ替かわったのである。これは滅めつ多たにないこともあって、生徒内にちょっとした波乱を巻き起こしていた。

「みんな興奮してるよー。あははー」

　ある日の教室で、ふわふわした笑い方で健たけ流るに話しかけてきたのは、クラスメートのそなえであった。

「董とうさんはともかく、二に瀬せさんが順位を落とすことは今までなかったからねー」

「面めん目ぼくない」

　健流のせいなので、首をすくめるしかなかった。

「入れ替わりがあったから、ワーテルロー・タワーの住民も変わるかも知れないわねえ」

　矢や野のジェシカが言う。ヤン・ジシュカの転生者リバーサーで、なんと人妻。

　彼女は結けつ婚こん指輪を見せつけるようにして指を折った。

「ジョアンが三位に躍おどり出たでしょう。ユージェニーは四位になって、藤ふじ乃のが五位に入ったわ」

　この藤乃というのは、伊だ達て政まさ宗むねの転生者リバーサーであるとのこと。

「藤乃はねー、頑がん張ばりやさんだから報むくわれてよかったって思うよ。あははー」

「ですけれど、眼帯をしているのがあれですわ。別に眼めが悪いわけではないのでしょう」

「憧あこがれているんだよー。片目だけ視力が落ちちゃうかもしれないけどねー。あははー」

　転生者リバーサーの上、相当政宗にかぶれてるらしい。

　その他、繰くり上がった人物については班はん仲ちゆう翔しよう子こが説明してくれた。

「他にもナルセスのリバーサーとか、北ほう条じよう氏うじ康やすのリバーサーなんかも、上位に食い込んできたわ。今まで二瀬と多久美が頭を押さえつけていたからね。ここでのし上がった方が得だって思ってるの」

「ランク上位のリバーサーとばかり戦ったからなあ。そりゃ負けたら入れ替わるよな」

　彼は嘆なげいた。校内順位ヒトケタとばかり対戦させられたため、精神的な疲ひ労ろうも激しかった。

　ふと、疑問が浮うかぶ。

「じゃあ生徒会も入れ替わりがあったのかな」

「それはないと思うな。あそこ特とく殊しゆだし、なにやってるか分かりづらいから。もちろん成績がいいのは前提だけど」

「ふうん……」

　健流は翔子に、肝かん心じんなことを質問してみた。

「班仲さんは、学校の事情に詳くわしいみたいだけど」

「まあね」

「生徒会にいる孔こう明めいのことって、どれくらい知ってる？　二瀬が、俺がランク上位のリバーサーと戦ってるのは、孔明のせいだって言ってたんだけど」

「あー、諸もろ角ずみ君かあ……彼、生徒会の人間じゃないよ？」

「え？　てっきり……」

　翔子は疑念の言葉を制するように説明した。

「アーシェのスタッフだけど、生徒会には所属してないの。そもそもスタッフって生徒会には入れないのよ。あそこはリバーサーのみ。だから権限はなにも持ってないはず」

「でも二瀬は黒幕みたいなことを言っていた」

「アーシェから信しん頼らいされているからでしょ。彼がスタッフなのはみんな知ってるけど、なにをやってるのかは知らないもん。そういえば、対戦成績とかに関かん与よできるってことは、聞いた気もする」

　翔子はしばし腕うで組ぐみをして考えていた。そして言う。

「でもそこまでするかな……ちょっとかっこいいけど、地味だよねえ」

「…………」

　健流は黙もつ考こうした。凍紀のセリフからいって、孔明が陰いん謀ぼうを巡めぐらせているのは明らかだ。だが翔子の態度からみるに、外にはほとんど漏もれていないらしい。

　これは当たり前だ。露ろ見けんしたら陰謀にならない。察するに、孔明はかなりその手の隠いん蔽ぺいに長たけていると思える。

　そこまで考えてから、彼は翔子に訊きいた。

「仮にさ、孔明が俺を敵視するとしたら、どういう理由だろう」

　彼女はわははと笑い出す。

「軽かる野の君を敵視すんの？　まさかあ、あり得ないでしょ。軽野君ってこの学校で一番地味じゃない」

「……いやまあ、仮にだって」

「そうだねえ。アーシェを盗とられないように、とか」

「まさか」

　それこそ「まさか」だった。彼はアーシェのことをほとんど知らない。唯ゆい一いつ知っていることは、レオンの宿命のライバルということだけ。

　翔子は「だよねー」と言い、話は終わった。

　孔明のことは、ほとんどの生徒が知らないみたいだ。知っていても、アーシェの参謀スタツフという程度。危険性があるかどうかすら不明。

　このことを放置しておいていいものかどうか。漠ばく然ぜんとしすぎているし、そもそも気にしすぎなのかもしれない。

（二瀬か多久美に相談してみるかな……いや）

　もっと手近にいい人間がいる。

　授業が終わり、帰る直前になってから、彼は自分が仕つかえている転生者リバーサーを捕つかまえた。

「あんた、あたしを虫かなんかと勘かん違ちがいしてない？」

　レオンはむすっとしながら健流を見つめた。

「今、捕まえたって言ってたわよ」

「言ったかな。気のせいだろ」

　実は言ったが、とぼけた。レオンは胡う散さん臭くさそうにしながらも、それ以上言げん及きゆうはしなかった。

「なんか用？」

「用もなにも、俺とお前はスタッフとリバーサーだろ」

「多久美と二瀬と仲よくしてるくせに？」

「あいつらのスタッフでもあるんだから」

「ふーん。あの二人って美人だから、楽しそうだったよねー。そんなんだから負けるんじゃない？」

「んなわけあるか！」

　思わず声を荒あらげてしまう。クラスの何人かがこちらを向き、「軽野君とレオンって仲悪いの？」「痴ち話わ喧げん嘩かじゃない？」「あー」などと噂うわさしていた。

　慌あわてて健流はレオンを引っ張ろうとした。

「おい、出るぞ」

「触さわらないでよ変態」

「人目があるんだよ」

「人目がつかないところに連れて行ってなにするつもりよ」

「なんにもしねえよ！」

「それはそれでムカつく」

　クラスのひそひそ声がどんどん高まってきたので、健流はなかば強ごう引いんにレオンを連れだした。

　基本的に授業が終わったあとは、学校の敷しき地ち内でなにをしてもいいことになっている。新武高校は広く、川や池もあるので、中には釣つりをしている生徒もいた。

　外に出たところで、レオンが文句を言った。

「どこ行くつもりよ」

「適当にそこらへん。訊きたいことがあんだ」

「いま訊きなさいよ。それか教室で」

「さっきみたいに噂されるじゃねえか」

　だから外に出たのだが、彼女は意外なことを言った。

「じゃあ……あたしの部屋来る？」

「へ？」

　つい聞き返した健流を見て、レオンはくわっと口を開けた。

「へ、じゃないわよ！　あんた人の好意も素す直なおに受けられないの!?」

「俺一人で行っていいの？」

「なんで他の人間呼ばなきゃなんないのよ」

「だって女の部屋だぞ」

　そう言った途と端たんに、レオンの顔が赤く染まった。

「……急に恥はずかしくなったじゃない！　やっぱ来ないで」

「いや、行く」

「女の子の部屋よ!?」

「だって誘さそわれたから」

　健流はそう答えて、彼女のあとについて行くことにした。

　レオンはぶつぶつと文句をつぶやきつつも、自分が住む寮りようへと歩いていく。

　彼女の部屋がある寮は、桶おけ狭はざ間ま寮といった。説明するまでもないくらい有名な合戦の名だ。もう一つの女子寮は厳いつく島しま寮といい、こちらも有名な合戦地から取られている。

　歩いていくうちに、女子寮が見えてくる。二つの寮は改装工事中で、繋つなげて一つにするべく壁かべを壊こわしている最中だ。そのため、寮の周囲には重機が何台も駐とまっていた。

　彼はそれらを興味深げに眺ながめた。

「工事中はうるさくないか」

「その時は大たい抵てい授業してるから関係ないわよ」

「工事してる人は、ここに住んでるのがリバーサーだって知らないんだろうなあ」

「教えたらサインとか欲ほしがるかしらね」

　どうなんだろうと思った。普ふ通つう、歴史上の武人が転生してこんなところで学生生活を営んでいるとは考えにくい。現に健流も転校することになってからはじめて知った。

　そもそも、自分がナポレオンの転生者リバーサーとペアを組んでいること自体が驚おどろきなのである。一小市民なのに。

　参謀スタツフ役が転生者リバーサーというのはあり得るのだろうか。健流自身に自覚はないし、他にいると聞いたこともない。

（いや、孔明はスタッフだけど、転生してるんだよなあ……）

　そんなことを思し索さくしていると、いきなりレオンに声をかけられた。

「着いたわよ」

　いつの間にか桶狭間寮の正面玄げん関かんにいた。ぼんやりしていたので、危あやうく段差につまずくところであった。

「なにぼけっとしてんのよ」

「あー……女子寮とかはじめてだから。男が入ったことはあんのか」

「知らない。入っちゃいけないって規則はないのよ」

「普通あるだろ」

「そんなこと考えた人がいなかったんじゃない」

　ひょっとしたら健流がはじめて桶狭間寮を訪問した男子生徒かもしれなかった。

　玄関から中へ。内部は女子寮らしく小こ綺ぎ麗れいだ。ただ工事中のため、一部がビニールシートで覆おおわれていた。

　階段で二階へ。突つき当たりがレオンの部屋、らしい。健流はきょろきょろと見回した。

「まだ部屋が狭せまくなったりはしてないんだよな」

「まだね。だけど部屋割りの回覧板が来てたわ。あたしこのままじゃ、一畳じようくらいのスペースしか与あたえられないわよ」

　声が寒々しい。刑けい務む所しよよりも酷ひどそうだ。

「俺はどうなるんだろう」

「ギアナのデビルス島みたいな監かん獄ごくに住まわされるわよ」

「そういえばギアナを流る刑けい地にするって、革命政府が言い出したらしいな。お前の仕し業わざか」

　ギアナは南米にあるフランスの植民地で、映画「パピヨン」の舞ぶ台たいとなった場所である。かつての流刑地としても知られている。

「流刑なんてエルバ島だけで十分よ」

　彼女は自室の鍵かぎを開けた。

　健流は入ろうとした。しかし何な故ぜか、レオンが押しとどめる。

「ここで待ってて」

「え。なんで」

「片付けるから」

「別にいいよ」

　彼の父親がいい加減だったので、ちょっとやそっと汚よごれていても驚かない。だがレオンは真顔で立ち塞ふさがっていた。

「男の部屋が汚きたないのと女の部屋が汚いのは根本的に違ちがうのよ。あんたあたしを恥ち辱じよくで自殺に追い込みたいの？」

「まさか。別に見られても困らないだろ」

「困るんだって！」

　レオンは「いいと言うまで入っちゃ駄だ目め」と厳命して、健流を廊ろう下かに待たせた。

　室内でなにやらドタバタ音がする。ときおり「ぎゃー」とか「なんか生えてるー」と聞こえるのは幻げん聴ちようだろうか。

　やがて、扉とびらが薄うすく開いた。

「ど、どうぞ」

「なんでお前の顔が汚れてんの？」

「追つい及きゆうしないで」

　健流はレオンの部屋に入った。

　別に汚くはなかった。広さは健流の自室と同じくらい。壁にヨーロッパの地図が貼はってあるが、十九世紀の領土らしくオーストリアがかなり広い。パリに赤丸がしてあるのがらしかった。机の上にはチャンドラーの翻ほん訳やく本と長なが塚つか隆りゆう二じの本が積み上げられていた。

「綺麗じゃないか」

「そこは触らないで」

　レオンがクローゼットを指さす。よく見ると取っ手と取っ手が紐ひもで縛しばってあり、開かないようになっている。

「下手すると雪崩なだれが起こるから」

「なに入ってんだ」

「訊きくんじゃないの」

　室内に転がっていたものを片かたっ端ぱしから放ほうり込んだんだろう。あとで苦労しそうだなと健流は思った。

「クッションないからね」

　レオンは言い放つとベッドに腰こしかける。健流も隣となりに座った。

「ちょっと、なんであんたまで」

「他ほかに座る場所ねーじゃん」

「だからって隣!?　こ……恋こい人びと同士みたいじゃない」

「そうだな、最悪だ」

「むかつく！」

　レオンは叫さけんだ後、何度か深呼吸をした。心を落ち着かせようとしているようだ。

「で、なんなの」

「深呼吸の定義か？」

「違うわよ！　あんたあたしに話があるんじゃないの？」

「アーシェと……孔明のことだよ」

　健流はずっと引っかかっていた疑問を口にする。

「あの孔明ってアーシェのスタッフだろ。レオンならなんか知ってるんじゃないかと思ったんだ。アホでちょっと前まで成績最下位でも」

「その最下位のスタッフがあたしの隣に座ってんだけど」

「いつからアーシェのスタッフになったんだ、あいつ」

　レオンは腕うで組ぐみをして、考え込んだ。

「んー……。確かこの学校入ってすぐよ」

「よく覚えているな」

「あたしだってアーシェのことなんかさっさと忘れたいわよ。だけどあいつが目め障ざわりな行動するもんだから覚えちゃうの。確か入学していくらもしないうちにあたしのとこにやってきて、『あたしはスタッフは決まったけど、あんたはまだみたいね』とか言いやがったのよ。嫌いやなやつよねー。イギリス人はあれだから」

「孔明の紹しよう介かいはされたか？」

「された。なんかフツーの男子だったわよ。あんま目立たない」

　聞きながら健流は、自分のイメージと比べていた。教室で見かけた孔明は、たしかにアーシェの陰かげになっていたから目立つことがなかった。ただ眼光だけがとても鋭するどく、むしろ印象が強いくらいなのだ。

「どうして俺が敵視されてんだ……」

「あんた孔明の恨うらみかったの？」

「かもしれない。……なあ、孔明って諸しよ葛かつ亮りようの転生でいいんだよな」

「名前からしてそうでしょ」
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「スタッフがリバーサーってあるのか？」

　またレオンは考えた。

「そりゃま、あるわよ。誰だれかのスタッフが黒くろ田だ如じよ水すいの転生だったってことあったし、変わったところじゃメッテルニヒが転生したってのも」

「俺は？」

　健流は自分自身を指さす。レオンはきょとんとし、次いで不ふ審しんそうになった。

「あんた転生してんの？」

「さあ」

「自分で分からないのに、あたしが分かるわけないでしょ！」

「そうだけど、もしかしたら俺だって歴史上の偉い人じんかもしれないだろ。ヘルムート・フォン・モルトケとか」

「そんな大物のわけないわよ！」

　文句を言われた。もっとも健流も自分自身でそうだろうとは思っている。己おのれの出自なんて考えたこともなかった。

「でも孔明は大物だぜ」

　健流に言われ、レオンは渋じゆう面めんを作った。

「そうよねえ……アーシェが校内一なのも、絶対孔明がついているせいよ。あたしにもあれくらい有能なスタッフがいればいいのに」

　思わず健流は反論した。

「おい、俺がいるだろ。お互たがい一位になるって誓ちかっただろ」

「でも向こうは孔明じゃない」

「ひょっとしたら俺だって、有名な人間が転生した可能性だってある」

「誰よ」

　そう言われると思いつかない。まずこの段階で差がある気がした。

　しかしこうなると、アーシェとの差は開く一方である。百位台と一位の間には深く広い裂さけ目めが横たわっている。

　健流は言った。

「小さいことからこつこつ積み上げて一位になるしかねえな」

「銀行預金みたいな男ね」

「最近は金利がゼロ同然だけど、やらないよりマシだ。次の対戦は誰だっけ。久しぶりに俺とお前のペアだろ」

「ええとね……」

　レオンはカバンを手元に引き寄せてごそごそやり出した。帰りのホームルームで、今後の対戦表が配られたのである。

　安っぽいわら半紙に印刷された表が出てくる。

「あたしたちは一週間後で、相手は……あれ？」

　レオンが変な声を上げる。健流は横から覗のぞき込んだ。

「あれじゃねえよ。名前くらい読めるだろ」

「書いてないのよ」

　そんな馬ば鹿かなと思ったが、確かになにもない。自分たちの並びは空くう欄らんになっていた。

　健流はまじまじと眺ながめる。

「……これは記入漏もれか？　どうなってんだ」

「なんであんたチェックしてないのよ」

「さっさとカバンに突っ込んで見てなかったんだよ……ていうか、お前だって見てないくせに！」

　何度見直しても空白のままである。もしかすると一回休みなのだろうか。

「頼らい先生に問い合わせるか」

「あの人、今機き嫌げん悪いわよ。なんかお見合いするつもりだったのに、会ってもいない相手から断りの電話が来たとか言ってたから」

「他に事情通は……」

　いきなり、扉とびらがノックされる。レオンがなにか言う前にがちゃりと開いた。

　やってきたのは多久美であった。彼女はレオンを見、次に健流を見て、またレオンを見た。

　幾いく度どかまばたきをしてから喋しやべり出す。

「連れ込んだのですか。最低ですわね」

　レオンは顔を赤くして、弾はじかれたように立ち上がった。

「つ、連れ込んでないわよ！」

「ですが男性が部屋にいます」

「ただの打ち合わせだから。特訓の一いつ環かん！」

　健流は同意した。

「そうなんだよ多久美。話がしたいと言ったら、レオンが部屋に来いと」

「健流は余計なこと言うな！」

「だって本当だろ」

「本当とか関係ないの！」

　レオンは恥はずかしさからか、健流にも食ってかかっていた。多久美はそのすきに入ってきており、中を見回している。

「かなり汚きたなかったですのに、ずいぶんと片付けられてますわね。健流さんを連れ込むためですか？」

「掃そう除じしたのよ」

「女が掃除する時なんて、男性がやってくるからに決まってます」

「うう……正解なんだけど、なんかおかしい……」

　レオンが頭を抱かかえる。彼女の手からわら半紙が落ちた。

　多久美が拾い上げる。

「対戦予定表ですか。わたくしと二瀬さんは、しばらく校内順位下位の人相手になりそうです」

「なによ。自じ慢まんしに来たわけ」

「いえ。このことです。空白の相手がどなたかお知らせに来ました」

　レオンと、もちろん健流も彼女を見る。

「誰なのよ」

「あの人です。一番高いところの人」

　彼女は窓の外、ワーテルロー・タワーを指さした。

「……えー!!」

　健流とレオンは唱和する。その相手がアーシェだとは、聞かなくても明らかであった。




　校内一位と、校内百番台、正確には一四五位が対戦する。あり得ないことではないが、確率は非常に低い。

　なにゆえここに来て、レオンが校内一位の人間と対戦するのか。当の本人が不思議でしょうがなかった。

「なんでアーシェとやんのよ」

「あら。元々アーシェと対戦したがっていませんでした？」

　多久美が言った。

「あいつ、あたしがあんなに対戦させろさせろって言っても、全然相手にしなかったのよ！　なんでいきなり出てくんの。裏があるんじゃない？」

「直前まで正式決定しなかったみたいですわ。空白もそのためだとか」

「あいつにそこら辺の権限あったっけ」

　そう言ったレオン自身、そして健流と多久美も「ある」と思った。

　生徒会のトップは対戦に介かい入にゆうできるのだ。不正ととられることがあるので滅めつ多たにやらないが、やろうと思えば可能であり、誰にも止められない。

　逆に、今までレオンがアーシェと対戦しなかったのは、アーシェの方で当たらないように操作していたからなのだ。このことはレオンも感づいており、ワーテルロー・タワーの壁へき面めんに「金きん髪ぱつの卑ひ怯きよう者」と貼はり紙をしたことがある（捕つかまってこっぴどく怒おこられた）。

　常に上から目線で小馬鹿にするアーシェと、下で怪かい気き炎えんを上げているレオンは、犬けん猿えんの仲のテンプレートのようなものだった。それが対戦しようというのだ。

「陰いん謀ぼうね！」

　レオンは拳こぶしを握にぎりしめた。

「なんか考えがあるのよ。必ず勝つ方法とか、揺ゆるぎない自信とか」

「ずいぶん健全な陰謀ですわね」

「なにか企たくらんでいるに決まってるわ」

「では、断りを入れますか」

「はあ!?　冗じよう談だんじゃない、戦うわよ！」

　レオンはベッドの上に立ち上がって腕うでを振ふり回した。

「戦いたいってんなら受けて立とうじゃない！　ウェリントン公がなんだっての。しょせん公こう爵しやくじゃない。こっちはフランス皇こう帝ていよ！」

　吹ふき上がっている。さすがは幼よう稚ち園えんからのライバル関係であった。

　健流はその激げつ昂こうぶりを黙だまって眺めていた。さすがにレオンも気がつく。

「あんたも一いつ緒しよに怒りなさいよ」

「いや、俺は孔明のことが気になるんだ」

「また？　実際に戦うのはあたしなんだから、それ以上悩なやむのよしたら」

「そうなんだけどさ」

　なにか企んでいるのはアーシェではなく、あの男ではないかとの疑念が消えないのである。

「……レオン、ワーテルロー・タワーだっけ。あそこに入れるか？」

「入れない……じゃなくて入らないわよ。あんな場所行きたがるのは歴史かぶれのイギリス人とベルギー人だけよ」

　もちろんレオンは成績が悪くて入る権利がないだけなのだが、彼女が認めるわけがない。

　彼は隣となりの女性を見る。

「じゃあ多久美なら」

「わたくしも無理ですわ……念のために言いますと、二瀬さんももう駄だ目めです。五位以内に入っていないと出入りできません」

　健流は眉まゆ根ねを寄せる。あとは生徒会役員にお願いする手があるが、知り合いにいない。それにレオンの参謀スタツフでは頼たのみを聞いてくれないだろう。

　しばらく黙もつ考こうし、健流は「あ」と呟つぶやいた。

「別にあんなとこじゃなくて、直接クラスまで会いに行けばいいのか」

「は？　あんたアーシェに会いに行く気？」

　さっそくレオンが詰きつ問もんする。

「鋭するどいな。でも俺が会いたいのはアーシェじゃなくて、孔明だよ」

「なんだ……って、ひょっとしたら、そっちの趣しゆ味みがあんの？」

　彼女は明らかに不潔なものを見る目つきになった。

「あたしの部屋に入るのに躊ちゆう躇ちよがなかったってのは、趣味が……」

「おい、どうしてそうなる」

　健流が抗こう議ぎをし同時に多久美もたしなめた。

「レオン、他人の趣味に文句を言うものではありません」

「でも……」

「今は個性の時代です。どんなに受け入れがたい趣味でも、尊重するべきですわ」

「そ……そうだったわね」

　レオンは伏ふし目がちになって、言った。

「ごめんね健流。ちょっとショックだったのよ」

「俺にも言いたいことがあるんだが」

「大だい丈じよう夫ぶ。分かってるから。性せい癖へきがどうであっても受け入れる」

「だから違ちがうって言ってんだろ！」

　レオンと多久美は聞いていない。すでに妄もう想そうの域にまで突とつ入にゆうしている。

　女子二人は「どっちが女役なのかしら」「こういうとき、受けか攻せめかで判断するのです」などと話しはじめる。健流はとりあえず「ばーか」と文句を言うと、レオンの部屋から出て行った。




　　　　○




　翌日。

　レオンの健流に対する態度はどこかよそよそしく、顔を合わせるたびに「大丈夫だから。心配ないから」と言ってくる。彼は無視することにして、昨日思いついたことを実行することにした。

　廊ろう下かにある端たん末まつに向かい、校内順位表を呼び出す。そこには名前の横に、学年とクラスが書いてあるはずだった。

（諸角孔明はと……二年一組か）

　二年生であった。この学年に、大物が固まっているらしい。

　まだ授業前だ。昼休みになるとワーテルロー・タワーに行かれてしまうから、今会いに行くのがいいはず。

　駆かけ足で一組へ。レオンに言うと文句が返ってきそうだから、黙っておく。

　ドアの前にいた女子生徒に声をかける。

「ねえ、諸角孔明って、いるかな」

　その生徒は首を伸のばして教室内を確かく認にんする。

「いないけど……」

「じゃあまた」

「ううん、いないんだけど……」

「けど？」

「わたしが相手をしてやるぞ」

　そう言って健流の前にやってきたのは、レオンと同じくらい背が低く、レオンと同じくらい尊大な少女。

「アーシェ……？」

「もう名前を呼び捨てとはいい度胸ね。でも、許してあげるわ」

　アーシェはそう言うと、胸を張った。

　健流にとってアーシェを見るのはこれが二回目だ。話をするのははじめて。顔も声質もレオンとは似ていない。ただ、態度や雰ふん囲い気きはそっくりだった。

「あんたが軽野健流ね」

「ああ。だけど俺が会いたいのは……」

「こっち来なさい」

　無理矢理教室に引っ張り込まれる。

「そこ座って」

　誰だれのだか分からない席に座らされた。アーシェは正面に着席。

　彼女はじっと健流のことを見つめた。

「で、わたしに用があるんでしょ」

「いや、ないんだ。俺は君のスタッフの……」

「孔明に用があるならわたしに用があるのと同じ。なあに、ひょっとしたら次の対戦でわたしとレオンが戦うのが変だって思ってるの」

　ずばりその通りであり、見み透すかされていた。健流は否定しようかとも考えたが、結局うなずいた。

「まあね」

「ははん、やっぱり。あれでしょ、今までわたしがレオンを避さけていたのに対戦することになった。レオンはこれ幸いと興奮してるのにあんたは不ふ審しんに感じている。こんなとこかしら」

「あと、俺にホモ疑ぎ惑わくがかけられた」

「なにそれ」

「忘れてくれ。だいたいそんなところだよ」

　健流は答える。付け加えるなら、今回の対戦はアーシェの仕し業わざというより、孔明の仕業ではないかと思っているのだ。

　アーシェはそのことも肯こう定ていした。

「確かに孔明のアドバイスで対戦順を操作したのよ」

　腕組みをして、うんうんうなずく。

「だけど言い出したのはわたし。レオンと対戦して勝とうと思ってるの。今までルール改定に便乗してあいつの生活空間減らしたり、机の代わりにみかん箱にしたりとかなんでもやったわ。でもそれよりも、対戦で叩たたきのめすのが一番の快感なのよ」

「まあ……それはそうかもしれないけど、別に今すぐでなくたっていいんじゃないのか。まだ卒業まで時間もあるんだし」

「あら。健流だったら卒業直前に対戦する？」

　いきなり名前で呼ばれたが、自分も呼んだことなので注意はしなかった。

「その方が与あたえるダメージ大きいだろ。卒業しちまえば再戦はないから、勝ち逃にげだ」

「最初はそのつもりだったの。でも、ちょーっと、別な欲望が湧わいて来ちゃったのよねえ」

　アーシェはにやにやしている。野心家の笑い方だった。

「なんだ？　レオンみたいに欧おう州しゆう制せい覇はか？」

「残念だけど違う。あんた、わたしのスタッフにならない？」

　言われた意味が分からなかった。

　健流はアーシェのセリフを頭の中で何度か反はん芻すうする。ワタシノスタッフニナラナイ。新種の植物の学名だろうか。アマゾンあたりに生えていそうだ。あるいは昆こん虫ちゆうの一種。

　無論、自分へ誘さそいをかけたことくらい分かっている。だけど信じられなかった。相手はアーシェ・ウェルズリー。新武高校のトップである。そのトップ様が、なんだって転校生で知名度も低い自分をスカウトするのだ？

　とりあえず、疑ぎ問もん符ふを口から発することにした。

「……は？」

「聞き間違いだと思ってるのね。本当よ。わたしのスタッフになって」

　冗じよう談だんには聞こえなかった。少なくとも、口調は本気であった。

　彼女は手を伸ばし、健流の手に重ねる。

「健流のことは転校してきてからずっとチェックしてたの。スタッフとして十分資質があるわ。わたしは有能な人材が欲ほしい」

　彼は幾いく度どか口をぱくぱくさせた後、かろうじて言葉を発する。

「でも……孔明がいるだろう」

「もちろん孔明だってスタッフをやってもらう。彼だって有能だもの。ほら、複数のリバーサーに一人のスタッフがつくことがあるでしょう。逆があってもいいと思わない？」

　理り屈くつは通っていた。なによりも、健流が「複数のリバーサーに一人のスタッフ」の立場だ。だからといって、いきなりアーシェのスタッフとは。

「有能な人間同士、競きそい合って欲しいのよ。健流と孔明が切せつ磋さ琢たく磨ますれば、どんどん強くなるし、わたしは百戦百勝のリバーサーになれる。どう、すごいでしょ」

「すごいけど……すごくなるのは君だろう」

「もちろん健流にもいいことはあるわ。生徒会の一員として迎むかえ入れる。寮りようの部屋は最上階の角部屋を用意させるし、ワーテルロー・タワーにも出入りし放題。休みの日には学校の外で泊まったっていいわよ。あらゆる特権を与える」

「……そこまでして、俺を？」

「そう」

　アーシェは断言した。

　確かに魅み力りよく的な提案であった。彼女は言っていないが、おそらくおいしいものが食べられるとか金銭的なメリットもあるのだろう。生徒会はそこまで権利が与えられると聞いたことがあった。

　まったく、これは素す晴ばらしいことだ。百番台でうろうろしている転生者リバーサーの参謀スタツフではなく、トップの参謀スタツフになればこれだけの栄えい誉よが手に入るのである。

　健流は気づかれないよう、ゆっくりと呼吸した。なんという申し出だ。だけどどうして、自分の理性の一部は、赤信号を発しているのか。

「…………言いたいことは分かったけど……」

　続けて言おうとしたが、アーシェが機先を制する。

「不安なのね。そうだと思ったわ。実はわたしも不安だった。だからジョアンや、安あん梨りとぶつけてみた。あなたの対応をじっくり見たの」

「どっちも負けた」

「むしろそれで確信した。あなたを使いこなすにはセンスが必要。董と二瀬の二人にはなかっただけ。恐おそらくレオンにはセンスがある。それと、わたし」

「…………」

「だからあなたがわたしのところにくれば、わたしはもっと強くなる。そして健流は栄誉を得る。完かん璧ぺきでしょ」

「…………」

「ふふん」

　にやりとするアーシェ。

「分かってるわよ、じゃあどうしてわざわざレオンと対戦するのかってことでしょ。簡単よ。わたしはどこまであんたが強いか知りたいの。レオンみたいな負けてばっかりのリバーサーを鍛きたえ直したのはどれほどの腕うで前まえなのか。直じかに対戦してみるのが一番じゃない」

「対戦して、それで？」

「わたしに勝って」

　虚きよを突つかれる健流。勝利を目指しているのはいつものことだから、おかしなことではないが、それを対戦相手に言われるのは変だ。

　アーシェはくすっと笑う。

「わたしのスタッフになるには、わたしに勝てるようじゃなきゃ駄だ目め。だから勝ってもらうの」

　健流は目を剥むいた。

「本気か……!?」

「当然。わたしは有能なスタッフが好きだもん。安心して、こっちも手は抜ぬかないから。それでいて、あなたが勝つのって素敵じゃないかしら」

　そして怪あやしく瞳ひとみがきらめく。

「勝ったあとになって断ろうとしたって、そうはいかないわよ。ルール改定だってお手のものなんだから、どんな手段を使ってもわたしのものになってもらうわ。あなただってそれくらいするリバーサーの方がやりがいあるでしょ」

　アーシェは、どうだ、と言いたげだった。

　彼は唖あ然ぜんとするしかなかった。自分という人間を手に入れるために、ここまでするのである。彼女は持てる権力をフルに使っていた。しかも躊ちゆう躇ちよがない。だてに生徒会長の座に就ついているのではなかった。

　勝利を叫さけぶレオンと確かに似ていた。違ちがうのは、その為ために本気になっていることである。

　健流は、対戦に陰いん謀ぼうの匂においを感じたことへの正しさを確信した。だがそれが自分に関かかわることだったとは、まるで予想できなかった。

「まー、驚おどろくのも仕方ないわね」

　アーシェが立ち上がる。

「でももう決めちゃった。次の対戦はわたしとレオン。健流はそのあと、わたしのスタッフになってもらうわよ」

「勝てば、だろ」

「あら。あなた負けるために対戦してるの？」

　ごく当然のように、金きん髪ぱつの少女は口にする。

　健流はなにも言い返せなかった。そもそも抵てい抗こうする手段があるのだろうか。相手は外そと堀ぼりを完全に埋うめきり、こっちを丸まる裸はだかにしてから戦いを挑いどんできたのだ。

　このことを誰かに相談するべきなんだろうか。多久美や凍紀。クラスのみんな。あるいは、レオン。

　彼は知らない間に廊ろう下かに出ていた。そして、自分のクラスへ戻もどろうとしていることに、しばらく気づかなかった。




　健流がアーシェと話をしているころ。

　レオンは二年四組でやきもきしていた。なにしろ自分のスタッフが同性愛者ではないかとの疑念が湧いてきたのだ。驚きもする。

（どうしてそんなこと黙だまってたのよ……あたしに結けつ婚こんしてくれなんて言ったくせに）

　黙っていたもなにも、そんな事実はない。健流が知ったら大いに抗議しただろうが、あいにく不在であった。

（あんなホモのことをちょっといいななんて……いえ、いけないわね。多久美の言うとおり、個人の趣しゆ味みに干かん渉しようしちゃ駄目。むしろ認めてあげるくらいじゃないと……それにしても頭来るわね。結婚しようとか言ってたでしょう？）

　ぶつぶつと、小声で言い続ける。周囲のクラスメートたちが、薄うす気き味み悪そうに眺ながめていた。

　そこにひょこひょこと、そなえがやってくる。相変わらずふわふわした雰ふん囲い気きを崩くずしていない。

「あははー、レオンちゃん」

（けっ……結婚なんてあたしにはまだ早いわよ。でも、ああいうのって憧あこがれだし）

「レオンちゃんってばー」

（軽々しく口にしていいと思ってんの？　ほんと、男って責任取りたがらないのね）

「レオンちゃーん？」

（こうなったら結婚迫せまったことあたしが覚えていて、ことあるごとに持ち出して……え？）

　ここでようやく、レオンは気がついた。

「なに？」

「お客さんだよー。あははー」

「あたしに会いたがるって、もしかしたらスタール夫人？」

「あははー、違うよー。男子生徒ー」

　健流かと思ったが、だったらわざわざお客さんと言うはずがない。廊下にいると言われたので、とりあえず教室から出た。

　入り口付近で女子生徒たちが、なにやらひそひそ話しあっていた。エベール派が粛しゆく清せい名めい簿ぼでも作っているのかと思ったが、違った。「あの人また来たね」「かっこいいねー」などと言っている。

　女子の視線はある一点に向けられていた。注目を集めている主ぬしは男子生徒で、背が高く、確かにイケメンだ。

　その人物はレオンを見るなり頭を下げた。

「フランス皇こう帝てい陛へい下か。わざわざ廊下までお越こしいただき、恐きよう縮しゆくです」

　レオンはこの男子を知っていた。

「あんた……諸角孔明」

「名前を覚えていただき、光栄に存じます」

　孔明は再び頭を下げた。

　この男子生徒は新武高校でもかなりのイケメンだ。ただ知っている生徒が少ないから、このような騒さわぎが起きる。アーシェが一いつ緒しよにいるときだけは雰囲気を消し、極力目立たないようにしていた。そういう術すべを身につけているのだ。

　今はあえて、他者に認にん識しきされるようにしているみたいだ。

「あたしに用なの？」

「陛下に面会したく」

「そんな不必要な敬語はいらないわよ。どうせ本心からじゃないんでしょうが」

　孔明の目の奥が不自然に光った、ような気がした。

「……ではお話ししてもよろしいですか」

「いいわよ。暇ひまだったから」

「でしょうね。あのスタッフは不在でしょうから」

「……知ってんの？」

　孔明はなにも語らない。レオンを連れ、廊下の隅すみまで移動した。

　非常口のそば、人目につかないところだ。掃そう除じが行き届かない場所でもあるらしく、どこか埃ほこりっぽかった。

　レオンはあらためて訊きく。

「どんな用事なの」

「僕はかねてより、レオンさんのことを見ておりました」

「はっ、どうせアーシェがあたしのことを馬ば鹿かにするから覚えていたんでしょうが」

　あの女ならやりかねないと考えている。立場が逆ならレオンもやるからだ。

　孔明は首を振ふる。

「それもありますが、僕は個人的な興味からレオンさんを追っておりました」

「すごーい。あたしってモテる」

　そう喜んでから。

「アーシェが命令してたんでしょう。あたしを監かん視ししろとか。フーシェみたいな女ね」

「それはレオンさんのスタッフがあらわれてからです」

　この答えに、レオンは虚を突かれたようになった。

「健流のこと？」

「はい。彼のことをアーシェ様は見張るように命じられたのです。僕はアーシェ様のご命令なら全すべて従います。ですから、今の今まで、全てを調べてきました」

「きもっ。ストーカーね」

「調査とはしばしばそのような行こう為いを含ふくみます」

「だけどなんだってアーシェが健流を気にすんのよ」

「そこです」

　孔明はにこやかな表情のまま、声を潜ひそめた。

「彼がレオンさんのスタッフとして活かつ躍やくしてることを、アーシェ様は大変気にされています。よく僕にこぼすのです。ああいう有能な人材が欲ほしいと」

「健流が有能ねえ。ま、あたしが見込んだ男の子だから当然か」

　彼女は少し誇ほこらしい気分になる。だが直後、水を頭から浴びたようになった。

「アーシェ様は、彼をスカウトすることに決めました。今ごろ、自ら勧かん誘ゆうされているはずです」

「……はあ？」

「軽野健流さんはアーシェ様のスタッフになるだろう、ということです」

　孔明の台詞せりふに、レオンの意識はいったん吹ふっ飛び、日本を一周してから戻ってきた。

「ちょっと……どういうことよ!?」

「説明したとおりです」

「嘘うそばっかり……！」

「偽いつわりはありません」

「健流が、あ、あたしを捨てるっての!?」

　孔明は「はい」と言った。

　ごく当たり前のようにそばにいた参謀スタツフだ。それがいなくなることを、レオンは考えたこともない。だから孔明の台詞は寝ね耳みみに水、青せい天てんの霹へき靂れきであった。

　彼女は落ち着こうと息を吐はいた。おかしい、これは間違っている。どこかに嘘があるはずだ。

「健流は、そんな不義理な男じゃないわよ。多久美や二瀬のスタッフをやっても結局あたしがいいって言ってくれたのよ。だから絶対嘘！」

「状じよう況きようが違います。アーシェ様は彼にあらゆる特権を与あたえるはずです。そうしてまで引き抜ぬこうとしているのです。なにしろ御おん自ら説得に乗り出しているのですから」

「でも……！」

「本気になったアーシェ様の強さは、レオンさんが一番よくご存じのはずです」

　孔明の言葉が、心臓にのしかかった。

　アーシェは確かに強い女だ。レオンも気が強いと呼ばれることは多いが、アーシェはしたたかなのである。己おのれの才覚に自信を持っており、勝利のためなら己を曲げる柔じゆう軟なん性も併あわせ持っている。そして欲望を必ず実現させようとしてきた。

　本気になったらどんなことでも成し遂とげるやり方は、レオンも散々見てきたのであった。

　レオンは眩め暈まいがしてきた。

「ア、アーシェが健流に手を出すなんて……！」

「下手をすると、次の対戦か、その次くらいにアーシェ様のスタッフとなってしまうでしょう」

　彼の台詞はほとんど最後通告だ。なんとかはね除のけたかった。

「ど……どうにかなんないの。アーシェの望みはなんなのよ」

「あの方の望みは彼をスタッフにすることです」

「それを伝えに来たわけ」

「いいえ、違ちがいます」

　孔明の口調が変わった。柔やわらかい語り口に変化はないが、言葉に含まれている感情は明らかに変化した。

　彼を見つめる。それはレオンを襲おそっていた悲しみ、空むなしさを、確実に癒いやすものだった。

「どういうこと……？」

「僕とてアーシェ様のスタッフです。誇りがあります。転校してきたばかりの男に側近の座を奪うばわれるのはよしとしません」

「…………」

「全てをアーシェ様に捧ささげてきました。あの方を勝利に導くために尽つくしてきたのです。なのに他の男に入り込まれるなんて、耐たえられないのですよ」

「あんた、ひょっとして……」

「アーシェ様の側そばにいる男は、僕だけでいいんですよ。だから」

　目の奥にどす黒い光が宿った。この男がしばしば見せていたものはこれだったと理解できた。普ふ通つうなら滅めつ多たに見せない心の動き。

　レオンは呟つぶやく。

「だから……なに」

「次の対戦で、敗北してください」

「……！」

　彼女は言葉を呑のみ込んだ。孔明は続ける。

「アーシェ様は勝利を欲ほつしておりますが、同時に有能な人材として彼を求めているのです。彼が勝利をたぐり寄せてしまっては、アーシェ様は必ずスカウトしてしまうでしょう。逆に敗北、それも無様に負ければ失望し、彼のことを気にもかけなくなります」

「そのために……あたしに負けろっての」

「はい」

「あたしが、このナポレオンのリバーサーが負けるべきだというの」

「はい」

　孔明は断言した。

　レオンは、足あし下もとがふらつきそうになりながら、かろうじて踏ふみとどまっていた。

　敗北は彼女がもっとも嫌きらいな言葉だ。とにかく勝つことを目的に生きているからだ。今まで連戦連敗だったが、負けようと思って負けたことは一度もない。勝つことは、彼女のアイデンティティでもあるのだ。

　負け続けの彼女を変えたのは健流の功績だ。ペアを組んでから勝率がぐんと上がった。それまで目の前が常にどんよりとしていたのに、開けたような感覚すらあった。

　なのにこの男は負けろと言う。しかも、負けることが健流を手放さない最良の方法だと告げているのだ。

　参謀スタツフを繋つなぎ止めておく方法が負けること。それはレオンにとって、プライドを捨てることを意味していた。

「なにをためらっているのですか」

　孔明は囁ささやいた。

「簡単なことです。自尊心は一時封ふうをして、単に敗北すればいいのです。これまで経験した黒星が増えるだけのことですし、すぐに記き憶おくの彼方かなたへ忘れ去っていきます。ただそれだけのことで、彼はずっとあなたの元にいる」

「…………」

　すっと孔明が近寄る。レオンの耳元に、ゆっくりと囁いていた。

「負けるんです。負ければいい。そうすれば僕も幸せになれる。もちろん、あなたも」

「…………」

　レオンは答えない。孔明がすうっと離はなれていく。
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「お分かりいただけましたね」

　彼女はこくこくとうなずいた。

「このことは二人だけの秘密です」

「そうね……秘密……」

「承知していただけて嬉うれしいです。対戦当日どうされるか、期待していますよ」

　レオンはしばらくその場に立ち尽くしていた。我に返ったときはもう、孔明の姿はどこにもなかった。








　第五章




　レオンと健たけ流る。アーシェと孔こう明めい。

　この二組の対戦話は、校内にさざ波のように広がっていった。

　校内トップと百番台の対戦。あのアーシェが、終生のライバルと戦うのである。そのライバルであるレオンの成績は低いが、ナポレオンの転生者リバーサーだということは誰だれでも知っている。もちろん、アーシェがウェリントン公の転生者リバーサーということも。

　この二人が対戦するとあれば、観客は集まる。対戦表によれば校舎の裏庭でおこなわれるはずだったが、見学希望者が多数出たので急きゆう遽きよグラウンドに変へん更こうとなった。ここには観客席があるのだ。

　ナポレオンの大陸軍グランド・アルメーとウェリントンのイギリス軍が激げき突とつしたワーテルローの戦いは、世界の歴史の本なら確実に載のっているできごとだ。日本でたとえるなら関せきヶが原はらの戦いに匹ひつ敵てきする有名さである。もちろんその結末──イギリス軍の勝利も。

　今回の対戦が、ワーテルローの戦いの再現となるのか、それとも大陸軍グランド・アルメーの復ふく讐しゆうがあり得るのか。

　グラウンドの観客席は昨晩から場所取りが発生し、一部ではダフ屋まで出現した。本来なら注意すべき教師にも、夜を徹てつして場所を確保していた人間が多数。グラウンドに入れない人のために、カメラが用意されリアルタイム中ちゆう継けいがされることも決定した。

　ホームルームや授業がはじまっても、皆みんな、身が入らない。早く対戦が始まらないものかと、そればかりを気にしていた。

　一部観客はすでに着席して待ちわびている。こうなると、対戦する側もそれなりの気合いが必要になる。

「みんなの的ね」

　ワーテルロー・タワーの最上階で、アーシェは優ゆう雅がに紅茶をすすりながら呟いた。

「注目の的、ですね」

「うるさいわね、知ってるわよ」

　やんわり訂てい正せいした孔明を睨にらみつけると、カップをソーサーに戻もどす。

「観客はもう集まっているみたいね」

「はい。事前に生徒会が宣伝をした成果です」

「いいわね。それでこそ目立てるというもの。レオンも注目されて、さぞかし嬉しいでしょう。軽かる野の健流もね」

「……アーシェ様」

　なんでもないような口調で、孔明は声をかける。

「アーシェ様が彼をスタッフにするという計画は、やはり実行なさるのですか」

「ふふん、当然よ」

　アーシェはにんまりする。

「あんな有能な人材をレオンの側近にしとくなんて、もったいなくてリサイクル業者が憤ふん死しするわ。わたしの側にいれば力も存分に発揮させてあげるし、孔明の負担も減る。そうでしょ」

「……はい」

　孔明がそう思っていないことは明らかだったが、少女は気づいていない。

「わたしを倒たおせるレベルの腕うで前まえだったら、即そくスカウトよ」

　そう言ってから、にこりとする。

「ああもちろん、わたしは手を抜かないわよ。全力で勝ちに行くわ。それでも軽野健流が勝てるようなら、スタッフに加えるべき人材なのよ」

　彼女はソファから立ち上がる。タワーの窓から、下を見下ろした。

「例の準備は終わってるのかしら」

「昨晩のうちに完かん了りようしたとの報告がありました」

「そう。久しぶりに、楽しい対戦になりそうね」

「……うまくいくでしょうか」

「いくわよ。わざと負けるような人間はいない。レオンならなおのこと。そうでしょ」

　孔明は返事をしなかった。それでもアーシェは上じよう機き嫌げんで、対戦の支し度たくを命じていた。




　一方の二年四組。

　抜ぬかりのない人間はとっくに教室から出て観客席に陣じん取どっている。そのため教室内はガラガラで、健流は幾いく人かに「がんばってね」と声をかけられただけであった。

　彼は準備をしていた。が、どうにも気が乗らなくてのろのろしてしまう。

　勝ったら自分の参謀スタツフになってもらうとアーシェは告げた。そのためにはどんな手でも使うと。

　結果はどうあれ、彼は勝負で手は抜いたことがない。今までの「二番病」は結果にすぎず、常に一番を目指していたのだ。

　だが今回勝つと、アーシェの参謀スタツフにされるかもしれない。すくなくともあの校内トップの少女は、そう宣言したのだ。手が遅おそくなろうというものである。

　そしてレオンもまた、窓まど際ぎわに座ってぼんやりしていた。

「おい、そろそろ行くぞ」

「…………」

「どうした？」

「あ、うん……」

　レオンは椅い子すから下りると、小走りに寄ってくる。彼は不ふ審しんに感じた。

「どこか具合でも悪いのか？」

「別に悪くはないわよ」

　具合はともかく機嫌は悪そうだった。

「それより、あんたこそ朝からずっと、ぼーっとしてない？」

「し、してねえよ」

　つい言葉がつんのめった。ぼうっとしていたのは事実であった。

　レオンは疑念の顔つきになった。

「具合が悪いのはあんたじゃないの。それともなんかあった？」

「ないよ……ない」

　最後は自分に言い聞かせるような感じでもあった。振ふり払はらうように、聞き返す。

「お前は大だい丈じよう夫ぶなのか」

「だ……大丈夫よ。うん」

「俺も……だよ」

　二人は顔を見合わせて、機械的にうなずいた。

　しばらく顔に笑えみが張りついていた。自分でも顔がこわばっているのを感じている。

「えっと……」

「あの……」

　どちらも同時に言葉を発して、同時につぐんだ。

「ごめん、健流、先にいいよ」

「レオンこそ先に喋しやべってくれ。俺は聞いてるから」

「あんた言ってよ。命令よ、リバーサーの命令」

　理り不ふ尽じんなのは、多分心の動どう揺ようのあらわれだ。健流は一応従った。

「あー……お前さ、勝ちたいよな」

「う、うん。勝ちたいわよ……きっと」

「きっと……？　いや、勝ちたいと思ってるはずだと思うんだけど、俺がいなくても……その……勝てるか？」

　レオンは一いつ瞬しゆんきょとんとした。それから、みるみる顔を青くする。

「ちょ……ちょっと、なに言ってんのよ。リバーサーが勝つにはスタッフが不可欠よ。そんなの常識じゃない。なによあんた、いなくなったりすんの……？」

「お、俺はここにいるじゃないか。心構えの話だよ」

　本当は違ちがうが、とっさにそう言ってしまった。彼女は少しほっとしたようになる。

「心構えなのね。なんでそんなこと」

「お前いつも俺のことを役立たずとか挙動不審とか生きる価値がないとか罵ののしるじゃないか」

「罵るだけがあってて、あと全部言ってないわよ！」

「そうだっけ。ちょっと気になってたんだよ。それだけだって、それだけ」

　健流ははっはっはと笑ったつもりだったが、舌がもつれていたので、爽さわやかに笑おうとしたのに、壊こわれた救急車のサイレンみたいになった。

　レオンが「キモ……」と呟つぶやいていたので、動揺を隠かくすため質問する。

「それで、お前はなにが言いたかったんだよ」

「あたし……？　あたしはもういいわよ」

「よくねえよ、俺が喋ったんだから」

「…………」

　沈ちん黙もくがしばらく続く。健流は声をかけようとしたが、その前にレオンは大きく息を吸って、口を開いた。

「仮にね、仮によ……仮の話なんだけど、あたしの具合が悪かったら……健流は対戦を中止する？」

「やっぱり、体調悪いのか？」

「仮にって言ってるじゃない！」

　大声を出してから、彼女は慌あわてて両手で自分の口を塞ふさいだ。

「ご、ごめんね叫さけんで……だから、その、仮にだって」

　健流は思わずレオンの顔を見直した。いつもの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな表情が影かげを潜ひそめていた。

「しない……かなあ。引きずってでもグラウンドへ連れて行く……と思う」

「曖あい昧まいなのね」

「いやまあ、体調が悪いなら無理に対戦してもいい結果は生まないだろうけど、俺たちはほら、一番目指してやってきたわけだから……」

「まあ……ね」

　紆う余よ曲きよく折せつがあったにせよ、共にトップを目指して頑がん張ばってきたのは事実だ。成果も出ている。なのに今は、ぎくしゃくしていた。

「だから、今日も頑張ろう」

「うん……」

　あはははと、二人は引きつった笑い声を上げる。

「でもなんだって具合悪いとか言い出したんだよ」

「別に……。ただ、対戦がなければ、いつまでもあたしとあんたはこうやって、話してられるんだよね」

　健流は思わず彼女の台詞せりふを、心の中で繰くり返した。いったいなにを意味しているんだろう。どんな関係があるのだろうか。

「そりゃまあ、そうだろうな」

「それってなんていうか、す、素す敵てきなことかもって思っちゃったのよ。ほら、いつものあんたって地味で愛想もなくて声がキモくてさ」

「さっきの仕返しか」

「違うって。だけど、ようやくあたしは勝てるようになった。勝つことだけを考えていたら、本当に勝てるようになったの。あんたと一いつ緒しよにいれば、これからも勝てるんじゃないかって思えてきたのよ。それがなくなるなんて、なんか嫌いやじゃない……」

　うつむき加減に言葉を続けるレオン。声も小さくなりつつあった。

「さっきあんた言ったよね、俺と勝ちたいかって。それは勝ちたいの。偽いつわりない気持ち。だけどね、たまに分からなくなることがあるの。勝ち続けるのが幸せなのか、あんたといるのが幸せなのかって。あたしは勝ちたいのか、それとも健流といたいのかって……。あたし、もしかしたらあんたのこと……」

　台詞の最後はかすれるほどだった。健流はかろうじて意味を把は握あくしていた。

　レオンがぱっと顔を上げる。

「だっ、だから、もし今日の対戦を棄き権けんしたら、このまま時間が止まったままになるんじゃないかって考えちゃったの。ずっと、このままでいられるって。変かな。へ、変だよね」

　少女の顔は真っ赤で、眼めはきょろきょろしてばかりで定まっていない。

　健流はレオンの言葉を思い返しつつ、喋った。

「変かどうかは……あー、いや、どうでもいいのかな」

「どうでもって……」

「そ、そういうことじゃないんだ。一いつ般ぱん的に見て変かなんかなんて、俺たちには関係ないじゃないか」

　考えながら喋っているから、健流自身にも意味不明なものになりつつある。

「このまま体調不良で棄権するのがありかどうかは、ちょっと分からない。一緒にいたいってのは嬉うれしいけど、それも本当にそうなのか分からないんだろ」

「うん……」

「じゃあ対戦に出るしかない。俺たちはそのために特訓してきたんだから」

　二、三度、彼女は瞬まばたきしてから言った。

「……はぐらかしてない？」

「はぐらかすもなにも、俺は質問されたわけじゃないから……」

「そう……かなあ」

　もしかしたら質問だったのかもしれないが、健流はそれらを心の奥底に押し込んだ。こんなふわふわした心境で、まともな考えが浮うかぶわけも、まとまるわけもない。そう思い込むことにした。

　健流とレオンは、どぎまぎしながら互たがいの顔を見つめていた。

「健流……」

「レオン……」

　と、その時。教室の扉とびらが開いた。

「まだいたのですね。もうはじまりますよ」

　多た久く美みであった。廊ろう下かから顔だけを見せている。

「観客が待ちきれない様子です。先生たちの準備も終わっています。あとはレオンさんと健流さんを待つだけですわ」

「あ、うん。分かった」

　健流が返事をする。多久美はきょとんとしていた。

「お二人とも、どうかなさったのですか」

「な、なんでもない」

「なんでもないわよ」

　同時にうわずった声で否定する二人。その後はひとことも会話をしないまま、対戦場所へと向かっていった。




　　　　○




　観客が待ちきれないというのは本当で、二人が対戦場所に到とう着ちやくしたときに出で迎むかえたのは拍はく手しゆだった。

「オーバーだな」

「なんか……凄すごいわね……」

　あまりのことに、どちらもついびくっとなる。

「あたし、帰りたくなってきた……」

「おい、レオンらしくねーぞ」

　と言ったものの、気き後おくれしているのは健流も同じこと。

　対戦場所の中央に出ると大勢の視線が突つき刺ささる。見せ物になった気分だ。反対側にはすでに、アーシェと孔明が待っていた。

　アーシェは制服をきちんと着ていて、髪かみまでセットしている。表情は自信に満ちあふれ、揺ゆらぎもない。確かに生徒会長という役職がよく似合う。斜ななめ後ろに控ひかえている孔明はというと、京劇に出てくるような芭ば蕉しよう扇せんを手にしてこちらを見ていた。

「遅おそかったじゃない」

　アーシェは腕うで組ぐみをして、不敵に言い放つ。

「校内トップを前にして、尻しつ尾ぽを巻いて逃にげ出したのかと思ったわ。ベレジナみたいに無様な姿をさらしてね」

　はっはっはと高笑い。レオンは言い返さず、無言のまま。

「あんたのようなできの悪いリバーサーを、アーシェ・ウェルズリーが相手するのよ。感謝の涙なみだを流して這はいつくばって欲しいものね。もっとも試合終しゆう了りようしたときには、別の意味で這いつくばっているでしょうけど」

　レオンはかろうじて言い返した。

「な……なによ、あたしたちは勝つ……わよ。当たり前じゃない」

「ふん、がんばんなさい。そうじゃないとこっちだって困るんだから」

　含ふくみのある台詞を残し、また高笑いした。

　斜め後ろに控えている孔明は終始にこやかなまま、ひとことも発さなかった。健流にはその姿が余計不気味に見えた。

「そろそろいくぞー」

　さつきが時計をチェックする。今回も彼女が審しん判ぱん役だ。観客にも分かるよう、いつもより声を張り上げていた。

「ルールはいつも通り、召しよう喚かんした軍勢が全ぜん滅めつした方が負け。ただしいつもとは違って、雨が降ろうと槍やりが降ろうと嵐あらしになろうと中止はしないから、覚かく悟ごしとけよ。天気予報は晴れだけどな。熱中症しようになったって中断しないぞ」

　その台詞に、何人かの観客が慌てて飲み物を買いに行った。

　さつきは腕時計に目をやり、そして前を向く。

「双そう方ほうとも、準備はいいな」

「いつでもどうぞ」

「……いいです」

　アーシェの言葉に比べ、レオンの台詞には張りがない。

　気になったのか、さつきはちらっとだけレオンを見たが、なにも言わずに笛を銜くわえる。息を吸い込んで力ちから一いつ杯ぱい吹ふいた。

　甲かん高だかい音が響ひびく。同時に「はじめー」の声。

「フオースコール！　大陸軍グランド・アルメー！」

「フオースコール！　イギリス軍！」

　地表がきらめき、輝かがやきの中からミニチュアの兵隊が出現する。かたや青服のフランス兵。もう片方は赤服のイギリス兵。

　同時に兵数もデジタル数字で表わされた。フランス軍は一万三千。かたやイギリス軍は一万八千。

（ぐ……）

　健流は心の中でうめく。さすが校内一位の実力者。ちゃんとそれだけの数の兵を呼び出せていた。今までの特訓や積み重ねた勝利のおかげでレオンもここまでできたのだが、どうしても差が出てくる。

（ＦＯＡフオース・オブ・アームスは……高い）

　カラーバーも長さはある。

（でも、思ったほどじゃないな……）

　孔明の腕が良いのだろう。平均よりは長いのは確かだ。しかしレオンのＦＯＡも遜そん色しよくない。それどころか一部では勝っている。健流と特訓したおかげであろう。逆に考えれば、アーシェが健流を欲ほしがる理由も分かる。

「ここにつけいる隙すきがあるのかな……」

　だが勝ってしまうと、自分は確実にスカウトされる。

　そしてレオンの方は、別のことで悲鳴を上げていた。

「なによこれー!?」

　よく見ると、フィールドはただの平地ではなく、あちこちに起き伏ふくがあり、一部には繁しげみや建物まであった。博物館にあるようなミニチュアの地形を、そっくり移植してきたかのようだった。

　対戦するフィールドがでこぼこしていたり、水たまりがあるのはよくある。いつも同じように戦うのはさすがに退たい屈くつだろうと変化をつけているのだが、ここまで本格的なのははじめてであった。

　だがレオンが仰ぎよう天てんしているのはそれだけではない。

「こ、ここ……ワーテルローじゃない！」

　この地形は、ナポレオンとウェリントンが激げき突とつしたベルギーのモン・サン・ジャンを模したものであったのだ。ここで起こった戦いは、近きん郊こうの村の名を取ってワーテルローの戦いと呼ばれている。

　アーシェが目を輝かせて叫さけんだ。

「あははは、どう？　気に入ったかしら」

「くっ……」

「せめて本当の歴史みたいに無様に負けないようにすることね！」

　ワーテルロー・キャンペーンのイギリス軍には、プロイセン軍とオランダ軍、ハノーファーやナッソウの兵も加わっていた。それとは大きく編制が異なっているが、なにせ相手はナポレオンの転生者リバーサーである。ワーテルローの戦いになるのも当然だった。

　健流も地形を眺ながめて唖あ然ぜんとしていた。よくここまで似せたなというくらい、本で見た地形に似ている。手間も時間もかかっただろう。

「ぼんやりしてないで、もうはじまってるぞー！」

　さつきが叫んでいる。

「前進！」

　アーシェが号令を発した。イギリス軍のミニチュア兵士は英国ザ・ブリテイツシユ擲弾兵・グレナデイアーズ行進曲を演奏しながら進んだ。ＦＯＡを鍛きたえるとこんなこともできる。

　イギリス軍は有利な地形に侵しん攻こうして、場所を確保しだした。レオンは慌あわてる。

「こっちも進めー！」

　青い制服の大陸軍グランド・アルメーが前進を開始した。

　どちらの軍勢も横に長い陣じん形けいを作っている。もっとも地形によって多少のでこぼこはあった。

「フランス軍のくせに横隊？　縦隊じゃないなんて軟なん弱じやくね」

　アーシェの台詞せりふにレオンは、「うるさいわねえ」と呟つぶやいた。

　健流は地形を確かく認にんしながら、相手の動きも見ていた。目線をあちこちに動かすので忙いそがしい。

　孔明はとうかがうと、特になにもしていない。芭蕉扇を広げているだけだった。

「……あっ」

　レオンが小さく声を上げたので、健流は驚おどろいて振ふり向く。

「どうした？」

「イギリス軍がそこの館やかたに入っちゃった」

　大陸軍グランド・アルメーから見て左側、イギリス軍右う翼よくの一部が石造りの洋館に侵入したのである。

　健流は舌打ちする。

「おい、あそこウーグモンだぞ」

「なにそれ」

「ワーテルローの戦いで、キーになった場所だよ」

　ウーグモン館を巡めぐる攻こう防ぼうで、フランス軍はかなりの損害を出している。ここにこだわったおかげでイギリス軍主力を撃げき滅めつできず、会戦全体の敗北に繋つながったと言われていた。

「どうしよう」

　珍めずらしく弱気の顔を見せるレオン。

「……とりあえず、まだ攻撃は止やめとこう」

「いいの？」

「普ふ通つうに攻撃しても、多分取れない」

　相手も史実の戦いは十分知ってるだろうから、手は打ってるだろうと予測した。孔明は愚おろか者ではないはずだ。

　大陸軍グランド・アルメーはじりじりと前進を続ける。その動きを見て、観客は「もっと速く」と声を上げた。

　その声にいちいちレオンがびくっとする。

「……どうする？」

「いっそ一いつ斉せいに前進させて、片をつけるか。ウーグモンは放置する」

「そんなことしたら負けちゃうんじゃない？　もっと用心深くてもいいと思うけど」

　健流はレオンの顔を見た。

「お前が慎しん重ちようになるなんて珍しいな」

「あんたが猪ちよ突とつ猛もう進しんする方がおかしいわよ」

　立場が入れ替かわったように感じられた。健流はどうして自分が焦あせり気味になったのか分からなかったし、レオンが弱気になっているのも理由が不明だった。

「ゆっくり進めばいいかな」

「そうね……」

　考えたわりには中ちゆう途と半はん端ぱな指示となった。

　とはいえなにもしないのも具合が悪い。砲ほう撃げき音だけは大量に響かせた。これは盛り上げる効果はあるが、実際に影えい響きようはない。

　ウーグモンを押さえたイギリス軍は、中央部を厚くしつつある。中央部はラ・エ・サントと呼ばれる場所であり、実際の戦いで激戦が繰くり広げられた。そこを厚くするということは、大陸軍グランド・アルメーがここを狙ねらっていると予測しているのだ。

「右翼を先に進ませるわよ」

　とレオン。しかし健流は返事をしない。

「また黙だまってる」

「……中央に攻撃を仕し掛かけよう」

「え？　あそこに敵兵が集結してるの見たじゃない」

「だからいいんだ。一気に殲せん滅めつしちまえば、戦いはすぐに終わる」

「そりゃそうかもしんないけど」

「弱気は捨てるんだ」

「あんたこそ強気ばっかりで……」

　そこまで言いかけてから、レオンは頭を振った。

「……分かったわよ。大陸軍グランド・アルメー、進めー！」

　青い制服が足を速める。左翼（ウーグモン方面）は遠巻きにしているため、真ん中が出っ張る形になった。

　両軍が激突する。

　観客席から歓かん声せいが上がった。マスケット銃じゆうを撃うち合い、一部では銃じゆう剣けん突とつ撃げきも見られる。被ひ害がいを受けたミニチュア兵は、拡散して消えていった。

　すぐに混戦模様となる。勝敗の具合はよく分からなかった。

「まだ、もつわよね」

　レオンが集中力を切らさないようにして言う。兵は数百しか減じていない。

「平気だ。もっといこう」

「もっと!?」

「行けるとこまで行く！」

　健流はレオンをあおり立てた。

「攻撃、攻撃！」

「あんた、あたしみたい！」

　悲鳴混じりにレオンは兵を進ませた。

　中央部、ラ・エ・サントを模した地帯で激戦が繰り広げられる。突進する大陸軍グランド・アルメーに立ち止まって猛もう射しやするイギリス軍。射撃のたびにブルーの軍服が消えていくが、次から次へと後続が現われては襲おそいかかっていく。史実を上回るほどの接戦となっていた。

「やるわね！」

　アーシェの声が聞こえてくる。

「だけどこんなことじゃ勝てないわよ。そうよね、孔明」

「はい。どうぞ、アーシェ様」

　孔明は芭蕉扇を振った。

　新たなイギリス軍が後方より出現、窪くぼ地ちに身を潜ひそめていた兵とあわせて、大陸軍グランド・アルメーを追い出しにかかった。

　イギリス軍を指揮するのはアーシェだから、孔明のやったことは反撃のタイミングを合図したことだ。だが戦いの潮しお目めを見み抜ぬいただけに効果的で、大陸軍グランド・アルメーの大隊方ほう陣じんはまたたく間に消しよう滅めつしていった。

　兵数が一万一千まで落ちる。すぐに一万を割った。対するイギリス軍は一万四千あたりをキープ。情勢も押され気味になった。

「やられちゃう、やられちゃう！」

　レオンが慌てた。

「健流、下がろう！」

「いや、まだだ。予備を真ん中に突つっ込む」

「えー、なんかそれ、ネイの騎き兵へい突撃みたい」

　史実のワーテルロー戦では、ラ・エ・サント方面へネイ元げん帥すいがおこなった騎兵突撃のおかげでフランス軍は消しよう耗もうし尽つくして、敗北の要因となっている。健流のやることは、それに似ていると彼女は言ってるのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。突っ込ませろ」

「うう……予備全部は無茶」

「早く！」

　その言葉に押されるように、レオンは控ひかえていた予備部隊の半数を攻撃に参加させた。大陸軍グランド・アルメーの戦線は安定し、再び盛り返す。

　観客席がざわついた。兵力を示すデジタル数字の減少が、イギリス軍の方が速くなっていたのだ。

　健流はレオンの背中を叩たたく。

「見ろ、勝てるぞ」

「そ、そうかな」

「史実と違ちがって、イギリス軍には救きゆう援えんのプロイセン軍は来ないんだ。このままいけば勝てる」

「勝てる……のね」

　その言葉に力はないが、戦いに意識を向けていた健流は、重要なことに気がつかない。

　さきほどから孔明が、レオンのことを凝ぎよう視ししているのだ。うながすかのような、決断を迫せまるかのような眼光。

　レオンは耐たえられなくなって、顔を背そむけた。全すべてを見ないようにしていた。

　ラ・エ・サントのイギリス軍は消耗し、空からになりつつある。もうすぐ占せん領りようできそうだ。

「行けるぞ、レオン、最後の予備を……ん？」

　返事がないので振り返る。あろうことか彼女は、目をつむっていた。

「なにやってんだ、最後の予備をぶち込む。中央を押さえてイギリス軍を分断すりゃあ、この対戦はもらったも同然だ」

「た、健流……」

　彼女はうっすら目を開けた。

「こ、後退して……」

「は？　なんで!?」

「このままじゃ負けちゃうもん。歴史と同じになるから、下がった方が」

「出し惜おしみできるか。下がったら確実に負けるだろ。今の展開はこっちのものだって」

「だって勝ったら、健流が……」

「俺が？」

　観客席側でまた歓声。新たなイギリス軍が姿を現わしたのである。

　健流は思わず声を上げる。

「ほら、あっちが先手をうっちまったぞ！」

「あははは」

　アーシェが高笑いをしていた。

「いつまでもあたしが、ウーグモンの館に部隊を放置してると思ってんの？　ひねり潰つぶしてやるんだから」

　健流はレオンを揺ゆさぶった。

「早く、残りの部隊を投入するんだ。早く！」

「……うう」

「レオン!?」

「た、健流がいなくなるなんてやだ……」

「俺は……」

　彼はぐっと言葉を呑のみ込む。

　告白したい出来事があった。アーシェと話し合ったこと。そこでスカウトされたこと。勝利を収めれば彼女に引き抜かれること。そして、健流自身は勝利を焦っていること。

　勝てばアーシェの元に引き抜かれるのなら、せめて最後は圧勝で終わりたい、レオンに圧あつ倒とう的な勝ちを味わってもらいたい、それもアーシェからもぎとってもらいたい。そのために無む謀ぼうとも言える攻こう撃げきを進言し続けていた。

　負ければアーシェはなにもしないだろう。だけどわざと負けるのは健流のプライドが許さない。一番を目指す心が許さない。だからせめてレオンに完全勝利をプレゼントしたい。それがアーシェの策略だとしても、勝ちはいいものなのだ。それが今まで一番になれなかった少年の気持ちだ。

　だけど肝かん心じんのレオンが、背を向けようとしている。彼女は勝利と共に健流が失われるのを、知っているのだ。

　このままだと負ける。だけどそれでいいのだろうか。きっとアーシェはもう相手をしてくれなくなる。ナポレオンの転生者リバーサーを、そんな境きよう遇ぐうに押し込んでいいのだろうか。自らの弱気で負けてしまったレオンに、どんな価値があるというのだろう。

「レオン……」

　健流は彼女の両りよう肩かたを掴つかむ。

「頼たのむ、今は対戦に集中してくれ」

「だって……」

「俺のことなんてどうだっていい。今、ここでやらないとお前は一生アーシェと対戦できなくなるぞ」

「またいつかチャンスはあるわよ……」

「いいや、ない。アーシェはここでへこたれたお前に興味なくなる。戦い続けるには、ここで勝たなきゃ駄だ目めなんだ。一番になるには、引いちゃ駄目なんだ！」

　心の底から、彼女に告げた。

　レオンは眼めをしばたたかせる。そして。

「そう……なのね」

「ああ」

「勝たなきゃ駄目なのよね」

「ああ」

「……分かったわ」

　レオンは戦場を両目で見み据すえた。そして、最後に残った部隊に命令を下す。

「目標、ラ・エ・サント方面の敵軍。大陸軍グランド・アルメー、突とつ撃げきー!!」

　予備として後置されていた部隊が、一いつ斉せいに進みはじめる。それまでの部隊と併あわせて、イギリス軍に正面から激突した。

　健流はぎょっとした。イギリス軍が強固だったからではない。映し出されているレオンのＦＯＡが、いきなり伸のびを見せたからだ。

　レオンの精神状態が復活していた。それどころか、今まで以上となっていた。

「レオン、いけるぞ！」

「任せ……て！」

　精神の集中。彼女の気持ちにあわせ、大陸軍グランド・アルメーの攻撃が激しくなる。予備で塞ふさいだはずのイギリス軍は、後から後から消滅していった。

　ラ・エ・サントの大半は大陸軍グランド・アルメーが占領した。その奥、イギリス軍が司令部を置いたというモン・サン・ジャンに向けて突進する。そこさえ押さえてしまえば、敵の分断は成功するのだ。

「まだまだよ！」

　アーシェが叫さけんだ。さすがは校内トップ、掻かき集めた兵を大陸軍グランド・アルメーの側面にぶつけてくる。

　イギリス軍最後の反撃だ。レオンの方も、これに敗北したらもはや反撃する力は残らなくなる。

「たあー！」

「うりゃー！」

　双そう方ほうの精神力と精神力がぶつかり、兵力カウンターがすごい勢いで減少していく。

　七千、六千、五千、四千、三千。レオンとアーシェを除いた全員が固かた唾ずを呑のんで見守る。

　一千、八百、六百、四百。そして。

　ゼロ。

　一方のカウンターはゼロを示し、ミニチュア兵は対戦場から姿を消した。

　残っているのは青い制服を着た兵たちだった。

　レオンは茫ぼう然ぜんとしたまま呟つぶやいた。

「勝っ……た？」

「ああ……」

　健流は大きく息を吐はく。

「勝ったよ」

　ワーテルロー周辺を模した地形には、一ひと握にぎりの青服ミニチュア兵だけが残っていて、あとはいない。激戦の末戦場を制したのは、レオンの大陸軍グランド・アルメーであった。

「やった……やった……やったー！」

　レオンは飛び上がった。
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「勝った、勝ったのよ！　あのアーシェに勝った！　勝ったー！」

　彼女は喜びながらぐるぐる回っていた。それにつられて観客席から盛せい大だいな拍はく手しゆ。

「おめでとうございます！」

「よくやった」

　多久美と凍とう紀きも、惜しみない賛辞を送っていた。

「やったわよ、ありがとう健流！」

　レオンが彼の手をとる。つい握にぎり返した。

「だろう、勝利は気持ちいいだろ！」

「うん！」

　彼女は何度もうなずく。まさに天にも昇のぼりそうな勢いであった。

　不意に、手を下ろす。

「あ、あのね、健流……」

「なんだ？」

「あたし、ずっと後退しろ後退しろって言ってたでしょう。謝るわ。ごめんなさい」

「いいさ」

「ううん、謝んなきゃなんないの。あたし、あのとき負ければいいって考えていた」

　彼女の顔は真しん剣けんだった。まっすぐに健流を見ていた。

「あたしは今まで勝つために努力してきた。健流にも手伝ってもらっていた。なのに、今日だけは負けたいって考えちゃったのよ。途と中ちゆうで凄すごく危なくなったのも、当然なの」

「俺は……」

「待って。本当にあたしが悪かったの。負けたいなんて思うからこんな苦労をかけた。でも勝ってよかった。負けるよりも何倍もよかった。だから、これでいいと思う」

　自身に言い聞かせるように喋しやべると、小声で付け加えた。

「い、一応、負けようとした理由があって……」

　健流は言おうとした台詞せりふを引っ込めると、別の言葉を発した。

「どんな理由？」

「勝ったらあんたが、アーシェのものになっちゃうって……」

「…………」

　レオンは恐おそる恐る、健流をうかがっていた。

「ほ、本当なの……？」

　健流は一度天空を仰あおぎ見る。雲一つない空。晴天の中の晴天。

　しばらくしてから、顔を戻もどした。

「本当だ」

　レオンの表情は真っ青になった。

「嘘うそ……。健流、ど、どうするの……もしかして、あたしのところから……」

　彼はしばらく考えてから告げた。

「待っててくれ」

　そして歩き出す。前方、アーシェのいる方へ。

「健流!?」

　彼は振ふり返らず返事もしない。ただアーシェのいるところへ向かっていった。




　　　　○




　それから数日後。

　健流は芝しば生ふに直じかに座っていた。新しん武ぶ高校の敷しき地ちは広く、憩いこいの場としての芝生広場も存在する。普ふ段だんはあちこちに生徒が座っているが、今は健流と凍紀、多久美の三人だけだった。

　健流を真ん中にして、女性二人は両側に座っている。

「……君の決断を尊重するつもりではいるが」

　凍紀が言った。

「損をしたな」

「そうかなあ」

「スタッフとして、自らもっとも力を振るえることを第一に考えるべきだ」

「そう考えたぞ」

「実力の差は明らかだろう」

　もっともそう言う凍紀は、別に非難がましくはない。むしろ健流の決断を賞賛しているようにも聞こえた。

「んー……俺なりにベストのことをしたつもりだ」

「しかしおかげでこの有様だからな」

「二に瀬せさん、健流さんはご自分のなさったことを悔くいていませんから、いいじゃありませんか」

　多久美がやんわりと言う。凍紀はつまらなさそうに、

「別に批判しているわけじゃない。ただ面おも白しろ味みにかけるということだ」

「あら。それは健流さんがご自分のスタッフになってくれないからですか？」

「ふん……董とうは違ちがうと言い切れるのか」

「いいえ。ですが、わたくしは、二瀬さんみたいに未練がましくありませんよ」

「なっ……誰だれが未練がましいだと」

「誰でしょう」

　両側から火花に近い視線が飛んでいる。健流は居い心地ごこちが悪くなっていた。

　すると、前方から、小こ柄がらな少女が駆かけ寄ってくる。

「健流！」

　その少女、レオンは飛び上がって両手を振っている。

「ごめん、遅おくれちゃった」

　健流はほっとする。

「どうだった。俺たちの順位は」

「えへへ……じゃーん！」

　レオンはプリントされた用紙を広げた。健流はそれを見つめる。

「……二五位？」

「そう！」

「微び妙みようだな」

「これでもすっごく上がったのよ！　アーシェに勝ったから！」

「これからも上がればいいけどな」

「なんてこと言うのよ」

　口を尖とがらせて文句を言うが、すぐににこっとした。

「でも、あんたがいるから一番を目指せるわよ！」

　つられて健流も微笑ほほえんだ。

　あの対戦の後、健流はアーシェの元に行った。そこではっきりと、「俺は君のところへは行かない」と告げたのだ。

「なんでよ!?」

　とアーシェは叫さけんだものの、すぐにため息をついた。

「ま、そんなことだろうと思ったわ」

「分かってたのか？」

「対戦中にね、最後の方、レオンの集中力がとても上じよう昇しようしたもん。あれってあなたのおかげでしょう。あの娘こはあそこであなたの気持ちを感じたのよ、きっと残るって」

「すまない……だけど、君のスタッフになるって提案に心が動いたのは事実だよ」

「いつか、実現してみせるわよ。それまでは……」

　アーシェはちらっと横を見る。

「こっちのスタッフと一いつ緒しよにやってくけどね。孔明！」

　背の高い男子生徒が返事をする。

「はい、アーシェ様」

「あんたがレオンに余計なこと吹ふき込んだんでしょう。いっつもそうやって、わたしの目の届かないところで陰いん謀ぼうを働かせるんだから。バレた以上、どうなるか分かってるでしょうね」

「おしおきですか」

　言葉とは裏腹に、孔明の表情は輝かがやいていた。

「アーシェ様はまた、卑ひ劣れつな陰謀を企たくらんだ僕におしおきしてくださるのですね。なんともったいない」

「帰ったらたっぷりしてあげるわよ」

「ここでも僕はいっこうに構いません！」

　孔明は歓かん喜きの声を上げつつ、深く頭を下げている。放ほうっておけば土下座をしそうだった。

「僕はクズですゴミですゴキブリ以下です。アーシェ様のお力がなければ道も歩けない惰だ弱じやくものなのに下手な陰謀を企む小心者です。どうか罰ばつをお与あたえください！」

　健流は目を丸くしていた。

「……彼って」

「それ以上は訊きかないでね。健流も彼みたいなことしたければ、タワーの一番上に、道具がたっぷり用意してあるわよ」

　アーシェは手をひらひらさせ、米つきバッタみたいにぺこぺこする孔明を引っ張りながら帰ろうとした。

　途中でこっちを向く。

「レオンによろしく。いいスタッフを持てたわねって、伝えておいて」

「自分で言ったら？」

「嫌いやよ、恥はずかしい」

　アーシェは今度こそ、ワーテルロー・タワーに帰っていった。

　こうして健流は今後も、レオンの参謀スタツフとして務めることになった。

「あのアーシェが素す直なおに負けを認めて、健流を諦あきらめたのよ。これはもう、大勝利と言っていいわね！」

　レオンはありもしない胸を張って威い張ばっている。健流は突つっ込まない。なんだかんだで、嬉うれしいのは彼だって同じなのだ。勝利は気持ちいいし、レオンと共に成せたのはもっと気持ちがよかった。

　健流とレオンは自然と手を上げ、ハイタッチをする。浮うかれる二人。世界を手にした感覚まであった。

「……ちょっといいか」

　凍紀が口を開く。手には先ほどまでレオンが持っていたプリント用紙がある。

「この順位表、補正計算がされてないな」

「……なにそれ」

　レオンが不安げに訊いた。

「私と董が敗北しただろう」

「そんなのとっくに反映されたじゃない」

「スタッフはどっちも軽野だったんだ。その分が補正されて計算されなければおかしい」

「なんで？　スタッフの成績まで考こう慮りよされるはずが」

「ルール改定して平均値出して欲しいって、軽野自身が持ち込んだだろう。それだ」

　彼女は口の中でブツブツと、数字を呟つぶやいて暗算していた。

「……やはりレオンの順位は低下するな」

「何位よ」

「五十位台」

「なんでー!?」

「二連続で負けたのも痛い」

「あたしその間、対戦してなかったのにー！」

　レオンは頭を抱かかえてしゃがみ込んだ。

「また落ちたー！」

　その背中を、健流はゆっくりとさすった。

「そう落ち込むな。俺たちのせいじゃない」

「はあ!?　あんたのせいよ！」

　レオンが立ち上がる。

「二瀬や多久美のスタッフやったり、ルールをいじくろうとしたり、あたしを励はげましたり、全部あんたがやったんじゃない！」

「最後のはいいことだろ！」

「そうよ、だから」

　レオンは顔を赤くしながら、はっきりと言い切った。

「これからもずっと、あたしのスタッフやりなさいね」

「……もちろん」

　健流はうなずく。

「一緒に一番を目指そう！」

「うん！」

　レオンは、天空の遥はるか彼方かなたに向かって、びしりと指をさす。

「あたしたちに、不可能はないのよ！」

　その声は、ずっとずっと遠くまで響ひびくのであった。








　あとがき




　築つき地じです。続刊でございます。前回あとがきで歴史の話をしましたが、今回も懲こりずに続きです。

　ライトノベルというかキャラクター小説では、個人の活かつ躍やくに焦しよう点てんが置かれます。これは事件のスケールがどれだけ大きくなっても同じです。地球をひっくり返すような陰謀であろうと、結末は個人がなんとかしてしまいます。娯ご楽らく小説ですから当たり前です。

　これが国と国との争いになると、話はちとややこしくなります。通常、国力と国力がぶつかると、個人の活躍など些さ末まつなものとなります。勝敗には直結しないのです。しかも勝利する側に限って、個人に頼たよらないシステムで動いていたりします。ときおり前線の一兵士の超ちよう人じん的な戦いぶりが話題となりますが、敗戦側に多く見られるのは示し唆さ的です。

　部隊を率いるような将軍となると、もう武勇なんかまるで関係なく、各部署の調整力だけでやっていけたりします。役所と仕事が変わりません。これらは現代に近づけば近づくほど顕けん著ちよで、人間の意思よりも数字が力を持つ世界です。

　しかし、娯楽に力を入れるライトノベルとしては、やはり個人をもっとピックアップしたい。しかも歴史で活躍した人。できれば数字上の劣れつ勢せいを個人の力でひっくり返したか、そうしたと思われている人。武勇で名を残した人に出てきてもらいたいものです。

　この手のはったり半分のできごとは、やはり昔になればなるほど多くなります。近現代はどうもロマンに欠ける。本シリーズで第一次大戦より前の武将ばかり出てくるのは、そんな理由があります。しょせんイメージの問題ではあるのですが、やはりイメージで食べてるものですから。

　……などというのを理り屈くつにしつつ、前巻に引き続き、古すぎてよく分からない武将を一いつ杯ぱい登場させました。ウィキペディアを見れば載のっている人物ばかり選んだつもりですが、やはり歴史好きではないと一生知ることもない存在だったりします。お読みになった皆みな様さまには、ぜひ元ネタ（？）にも触ふれていただきたいと思っています。そこから歴史に興味を持ってもらえれば、これに勝まさる喜びはありません。




　前作に引き続き、本作も様々な方の助力によって完成にこぎ着けました。ありがとうございました。


二〇一二年　十二月二十日　築地俊とし彦ひこ
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司し令れい官かんレオンの野や望ぼう















築つき地じ俊とし彦ひこ
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